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    　プロローグ


    



    「菅すが原わら君、ちょっと来て」


    　放課後の教室で背はい後ごからかけられた女性の声に、菅原真まことは一瞬戸と惑まどった。


    　クラスメイトの声ならだいたい記憶しているつもりだったが、このぼそっとした声の主ぬしはすぐにはピンとこなかったのだ。


    　真は当然の反応として振り返る。それによって、声の主が誰なのかは確認できたものの、彼の顔から戸惑いの表情は消えなかった。


    「小こ平だいらさん？　俺に何か用？」


    　小平彩あやは、クラスの女子の中でも最も目立たない娘こと言っていい。


    　小こ柄がらで、眼鏡めがねをかけていて、とにかくおとなしい。


    　誰かと特に親しい様子もなく、無口で静か、休み時間にはいつも一人で難しそうな本を読んでいる、そんな印象しかない。声だけですぐに判別できなかったのも、彼女が普段あまりにもしゃべらないからだ。授業で指された時などのどうしても必要な場合以外、本当に彼女はしゃべらないし、他人と関わろうとしない。


    　ネクラ、変わり者、社交性のない娘。


    　クラスでの彼女の評価はだいたいそんなところだろう。彼女の方から男子に声をかけたということ自体が、ちょっとした珍ちん事じだ。


    　実際、真まことの悪友の木き野のをはじめ、教室に残っていた何人かの他のクラスメイトたちも、その珍事に目を丸くして、どうなることかと成り行きを見守っているようだ。彼らが何を期待しているのか、真もなんとなく察しがつく。


    （小こ平だいらさんが、俺に声をかけたのは、俺に気があるから？　『ちょっと来て』ってことは、これからどこかに場所を移して告白……？）


    　そんなわけはない、とは思うが、そう意識してしまうと、なんとなく焦あせってしまう。


    　小平彩あやは、確かに変わり者ではあるが、容よう姿しは悪くない。


    　高校二年生にしては身長は低い方だが、それはそれで、〝美少女〟とか〝眼鏡めがねっ娘こ〟といった言葉が似合う感じで、外見は可愛いタイプだ。


    「ええと、その、ちょっと……」


    　真は、どう反応していいのか困り、しどろもどろになる。


    　が、ふと気がつくと、そんな真を、彩は小馬鹿にしたような冷たい目で見上げていた。


    　朝のテレビ番組の星占いコーナーで、今日は運が最悪で、異性に翻ほん弄ろうされる日、と言っていたことをなぜか思い出した。


    　真は、占いなんてあまり信じないし、特にテレビの占いなんてどうせ適当だろうと決めつけているのだが、こういう時には、案外気になってしまう。


    　災さい難なんを回かい避ひするためのラッキーアイテムは何だったっけ？


    　テレビの占いが当たっているかどうかはともかくとして、どうやら彩の用件が、恋の告白とか、そんないい話ではないのは確かだ。


    「……弓ゆ削げ先生が呼んでる」


    　彼女はまた、ぼそりと言葉を発はつした。


    　どうやら先生に頼まれて、真を呼びにきただけらしい。


    「え？」


    　真が訊きき返すと、彩は〝ちゃんと聞こえているはずだから、繰り返す必要はない〟とでも言いたげな顔で、別の単語を口にする。


    「……生徒指導室」


    　そこに弓削先生が待っている、ということらしい。


    　弓削先生は現代国語の教師で、学校の図書室も担当している。


    　図書室といえば、彩は図書委員だったような気がする。〝気がする〟という曖あい昧まいな表現なのは、図書室だの図書委員だのは真には縁がないので、図書委員が誰かなんてちゃんと記憶していないからだ。


    　とにかく、その関係で彩は弓削先生と顔を合わせることが多いのだろう。


    　それで、同じクラスの真まことを呼び出すよう頼まれた、というわけだ。


    　彩あやは必要なことだけを伝えると、もう用は済んだとばかりに、くるりと背を向け、鞄かばんを持って教室を出ていった。固かた唾ずを飲んで見守っていた木き野のたちも、「なんだ、つまらん」と興味を失う。


    　真も、ちょっとがっかりする反面、どこかほっとしていた。


    「なんだ、慌あわてて損そんした……。って、ええっ？　生徒指導室？」


    　今さらながら、先生の呼び出しに驚く。


    「おまえ、なんかやったのか？」


    　木野が冷やかすような声をかける。


    「すぐに行った方がいいぜ」


    「そうする」


    　真は慌てて、しかし重い足取りで教室を出た。


    



    「言いにくいことだけど、菅すが原わら君の中間テストの点数はひどすぎるわね」


    　言いにくい、などと言いつつ、国語教師の弓ゆ削げ美み幸ゆきはズバズバと言った。


    　この桐きり中なか高校では数少ない若い独身女性教師なので、もっと男子生徒にもてはやされてもおかしくない人なのだが、そのわりにあまり人気がないのは、洗練されているとは言い難がたいやぼったいファッションセンスに加えて、こういう容よう赦しやのない一面のためだろう。


    「でも、一応、赤点ではないでしょう？」


    　真の言葉は、彼女の機嫌をますます悪くしただけだった。


    「赤点じゃなきゃいいってもんじゃないのよ？　この程度のレベルの試験で、赤点スレスレっていうのがそもそも問題なんだから。あなたも来年は受験生でしょ？」


    「来年は受験」、それは青春を謳おう歌かする高校二年生にとって、最も耳の痛い言葉だ。


    「それは……そうですが……」


    　またしても、女性相手にしどろもどろになる真。


    　今日は厄やく日びか何かだろうか？


    　そうか、あのテレビの占いは、やっぱり当たっていたのに違いない。


    　視聴者には男性も女性もいるから〝異性に翻ほん弄ろうされる〟という表現だったが、男性の場合、昔の易えき者しやの占い風に言えば〝女じよ難なんの相が出ている〟ってやつだ。真にとって、そして彼と同じ星座の男性にとって、今日は女難の日に違いない。


    　などと真が思っている間にも、弓削先生の小こ言ごとは続いていた。


    「……ちゃんと聞いてる？　だいたいね、菅原君の答案をよく見ると、文章の読解力が低すぎるのがよくわかるの。これは、国語ではもちろん、他の教科でも不利よ。問題文を正しく理解できなきゃ、正しい答えは出せないでしょ？」


    「……はぁ」


    「菅すが原わら君、本を読んでる？」


    　適当に生なま返事していた真まことに、不意に弓ゆ削げ先生が尋ねた。


    「本……ですか？」　


    「教科書とマンガ以外で、最近何か読んだ？」


    「マンガ以外で……ですか？　ええと……」


    　思い出すふりをしたが、思い出すまでもなかった。自慢ではないが、真はここ数年、マンガや雑誌、授業のためにどうしても読まないわけにいかない教科書や副ふく読どく本ほんなどを除のぞいて、本などまったく読んでいない。


    　弓削先生はため息をついた。


    「……やっぱり読んでないのね。そのせいだわ。この読解力のなさは」


    「本は苦手なんですよ。読むと、頭が痛くなって……」


    　あながち噓うそではない。


    　真はなぜか読書が苦手だった。


    　最後に自発的に本を読んだのは、小学校一年生か二年生ぐらいの頃だったと思う。その頃までは読書も嫌いではなかったような気もするが、その後、なぜか本は大嫌いになった。


    「なんでもいいから、本を読みなさい」
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    　弓ゆ削げ先生は命令口調で言った。


    「いや、でも、読書する時間もなかなかないし。ええと、ほら、来年は受験ですし」


    　ついさっき弓削先生自身が持ち出した受験のことを真まことが言うと、彼女は人の悪そうな笑みを浮かべた。


    「ぶっちゃけて言うとね、受験勉強の大半は、いい大学、いい就職のために必要だけど、いったん社会に出ちゃえば、実は何の役にも立たないわ。若いうちに本当にしておくべきなのは、受験勉強よりも、いい本を読んでおくことなのよ」　


    「それが、来年受験を控ひかえた二年生に高校教師が言うことですかぁ？」


    　ややあきれ気味の真に、弓削先生は改めてきつい口調で申し渡す。


    「と・に・か・く、菅すが原わら君、あなたは本を読むこと。そうねぇ、一週間以内に何でもいいから一冊読んで、レポートを提出しなさい」


    「って、それって、まるで小学生の夏休みの読書感想文の宿題じゃないですか」


    　高校生にもなってそんな宿題を出されるとは思わなかった。


    「勘かん弁べんしてください。さっきも言ったように、本は苦手なんですよぉ」


    　真は情なさけない声を出したが、先生は容よう赦しやなかった。


    「だから、苦手を克こく服ふくするんじゃない。それとも、追つい試しの方がいい？」


    「追試って……一応、赤点じゃないですよね？」


    「この程度の試験なら、及きゆう第だい点のラインは通常より、引き上げた方がいいと思うのよね」


    「ひどい、横おう暴ぼうですよ、先生」


    　真の抗議など、馬ば耳じ東とう風ふう。


    「もう決定よ。何でもいいから本を読んで、レポートを提出すること。それができなければ、再試験」


    　今度は真がため息をつく番だった。強ごう引いんに決定されてしまった。実際に国語の試験の点数が悪かった身としてはこれ以上、抗議もできない。


    　まだ本を読んでもいないのに、もう頭が痛くなってきた気がする。


    「ええと、それじゃ……」


    　何を読めばいいだろう、できるだけ読むのが楽な本にしたい。


    　真は考えを巡めぐらせた。


    　そうだ、マンガやアニメをノベライズした本なら、比較的楽に読めるに違いない。確か、好きなマンガの小説版が、ゲゲゲ文庫だったか、ゴゴゴ文庫だったか、そんなような名前の文庫で出ていたはずだ。とりあえず、ここはそのあたりでお茶を濁にごすことにしよう。


    　が、彼のそのような思考は、弓削先生にはお見通しだった。


    「あ、言っておくけど、アニメのノべライズとか、ライトノベルはダメだからね」


    「ええっ、何でもいいって言ったじゃないですか！」


    　釘くぎを刺されてしまった。それに文句を言ってもやはり無駄だった。


    「読解力を鍛きたえるためなんだから、平易で読みやすいライトノベルより、古典的な堅い文章のものじゃないと。特に何かないのなら、私が図書室で適切な本を選んであげるけど」


    　ここでうっかり「はい」と答えたら、何を読まされるかわかったものではない。分ぶ厚あつい本なんか渡されたらえらいことだ。


    「……いえ、読む本は自分で選びます」


    「そう？　そうね。自分の好きなジャンルから選ぶのが一番よ」


    　簡単に言ってくれる。


    　真まことの好きなジャンルといえば、アニメとかマンガであって、それを文章化した本、あるいは原作の小説は、たいていライトノベルだ。


    「じゃ、行ってよろしい」


    　ようやく解放され、真はげっそりした顔で生徒指導室を出た。


    　真は、何か本を読まねばならない羽は目めになってしまった。


    　これがそもそもの発ほつ端たんだった。もしも弓ゆ削げ先生がこの課題を出さなければ、真はあの不思議な図書館に迷い込むこともなかったのかもしれない……。

  


  
    

    　第一章　謎の図書館


    



    「まったく、頭が痛いぜ……。なんだってこの年になって、読書感想文の宿題なんかしないといけないんだよ……」


    　さっきから何回同じような愚ぐ痴ちを繰り返しただろう。


    　高校二年、十七歳といえば、青春まっただ中のはず。過ぎてしまえば二度と戻らない貴重な日々、大切な時間だ。その貴重な時間を、ただでさえ勉学という苦く行ぎように費ついやしているというのに、その上、読書にまで使えというのか。


    　冗談じゃない。


    　もっとも、菅すが原わら真はその貴重な時間を有意義に使っているのか、と問われれば、まあ実のところ、たいしたことに使っているわけではない。


    　彼は、部活動をしていない、いわゆる帰宅部だ。


    　体を使うスポーツやアウトドアの娯ご楽らくは、苦手というほどではないが、そんなに好きな方でもない。まして〝大会のためにみんなで頑張ろう〟とか〝思いっきり練習していい汗かこう〟という体育会系のノリは趣味じゃない。


    　空あいている時間はもっぱら家でテレビを見たり、借りてきたＤＶＤを見たり、ゲームをしたりと、映像文化にどっぷり浸つかっている。本こそ読まないものの、どちらかと言えばオタク系の現代っ子だ。


    　映像文化に費ついやしているその時間を少し削けずれば、読書ぐらいできるはずではあるのだが、嫌なものは嫌なのだからしょうがない。


    　とにかく、部活をしていない彼は、ぶつぶつ愚ぐ痴ちをつぶやきながら、帰宅するためにいつもの街のいつもの道を通っていたはずだった。


    　いや、いつもの道だろうか？


    　真まことは違和感を覚えて、ふと立ち止まる。


    　気がつけば、辺りは見覚えのない住宅街の風景だった。


    「そんなバカな？」　


    　左右を見回すが、知っている家や建物はない。


    　並んでいる民家は、外見上のデザインは近代的なありふれた住宅ばかりなのに、なぜか妙みように年月を感じさせる、古そうな建物ばかりに思えた。


    　読書の課題のことを考えながら歩いている間に、無意識のうちにいつもと違う道に入ってしまったのだろうか？


    　仮にそうだとしても、ここはどこだ？


    　いつもの通学路から少しはずれたぐらいの場所なら、だいたい知っているつもりだが、こんな町並みは見覚えがない。


    　誰かに尋ねようにも、たまたまなのか、辺りには人っ子一人見あたらない。


    　まるで、無人の街のようにひっそりしていて、不ぶ気き味みな感じがする。


    　町名や番地の表示でも出ていれば、現在位置もわかるだろうが、そういったものも、なぜか見あたらなかった。これでは、郵便局員や宅配業者もさぞ困るに違いない。


    　せめて何か特徴的な建物でもないか？


    　そう思って、また周囲を見回してみて、真は正面の建物に気づいた。


    　背の高い観かん葉よう植物が規則正しく並ぶ敷地内にあるその建物は、民家とは明らかに違う、古くさい二階建ての建物だった。


    　壁は石せき材ざいでできているのか、そう見える何か違う材質なのか、よくわからない。


    　たまに、明治、大正、昭和初期の、当時としては近代的だった洋風建築物が、文化財として保存されたり、観光資源になっていたりすることがあるが、これもどこかそんな雰囲気を漂ただよわせている。


    　入り口の脇わきには、達たつ筆ぴつな書しよ体たいの文字が刻きざまれていた。


    　異い界かい図書館。


    　文字はそう読めた。


    「図書館？　この辺りに、図書館なんてあったんだ？」


    　本の嫌いな真まことにとって、図書館は最も縁のない公共機関だ。


    　小学校低学年の頃に社会学習で街の見学に行った時に、市立図書館にも連れていかれた記憶があるが、それっきり図書館に足を踏み入れたことはない。


    　いつもの彼なら、寄ってみようなどとは思わなかったはずである。


    　だがこの日は、例の読書の課題の件が頭にあった。


    「ちょうどいいや、なんか適当な本を見み繕つくろっていくか」


    　どうせなにか読まねばならないのなら、この図書館でなにか借りるか。


    　その程度の考えだった。


    　真は、古くさい両開きの木製の扉とびらの片方を引いて開あける。


    　扉は軽かったが、ギギギ……と軋きしんで音を立てた。


    　中に入ると、真の背はい後ごで、その扉が勝手に閉しまる。


    　少し薄暗い館内は、彼にとってあまりなじみのない匂いがした。古い紙とインクの匂いだ。本というのがこんなに匂いのあるものだとは今まで気づかなかった。


    　入り口から一歩中に入ると、そこはもう本棚がずらりと並ぶ空間だ。


    　それも、見上げるような高さの、木製の本棚だ。いったいどこでこんな大きい本棚を売っているのだろう？


    　これだけの本のある空間というだけで、真は回れ右して帰りたくなる。


    　だが、真の頭に、何かがひっかかった。


    　ちょっと待て。何かおかしいぞ。


    　真は改めてその部屋を見回して、ようやく違和感の原因に気づいた。


    　見上げるような高さの本棚。それが置ける空間。


    　この部屋の天てん井じようは、どうしてこんなに高いんだ？


    　外から見た時、建物は普通の二階建てぐらいのように見えた。


    　二階まで吹き抜けなのだとしても、この部屋の天井は、外からみた建物の高さより高くないか？


    　いやいや、そんなバカなことがあるはずがない。


    　真は首を振って、自分の考えを否定する。


    　気のせいだ。錯さつ覚かくだ。


    「きっと、疲れてるんだな……」


    　例の課題図書の件で、自分でも思っている以上に精神的にまいっているんだ。そうに違いない。道に迷ったりしたのも、そのせいだ。


    　それより、早く適当な本を借りて、さっさと帰ろう。


    　ここに入った目的を思い出した真は、本棚に並ぶ本の背せ表びよう紙しを見る。


    　この辺りの棚は、文学作品のコーナーだろうか。彼が知らないタイトルの書物が、ずらりと並んでいる。なんにせよ、こんな分ぶ厚あつい本は読みたくない。


    　もっと薄くて、手軽に読めそうな本はないか？


    　真まことは、本棚の列の間を奥へと進む。


    　えらく広い図書館だった。


    　真にとって、図書館といえば、例の小学校低学年の社会科見学で入った市立図書館がすべてだったが、ここは明らかにその市立図書館より広い。


    　奥はいったいどこまであるのだろう？


    　ふいに、館内に人の声がした。


    「なんと面めん妖ような！　ここはどこだ？」


    　驚いているような、男性の声。


    　まあ確かに面妖な図書館ではあるが、何を今さら驚いているのだろう。


    　別の声。


    「ちっ、まずい、本から出てきたわ！」


    　こちらは、少しハスキーな女性の声だった。


    「静しず香かさんが、不用意に開くからですわよ？」


    　さらに別の女性の声。こちらは澄んだソプラノだ。


    「お侍さむらいさんとはまた、やっかいなのが出てきたわねー」


    　女性はどうやら三人いるらしい。三人目はアニメ声優みたいな幼おさない感じの声だ。


    　なんにせよ、彼女たちの話していることは、真にはさっぱりわけがわからない。


    　本から出ただの、侍がどうとかだの、それではまるで、本の中から侍が飛び出してきたかのようではないか。


    「おぬしら、異国人か？　そのような格好をして、恥ずかしいとは思わぬのか！」


    　これは最初の男性の声だ。


    「あー、どうする？　白しら雪ゆき、説明してやってくれる？」


    「なんで私が。静香さんが呼び出してしまったのですから、そちらで始末をつけてください」


    「やれやれ。んじゃ、片づけるか」


    　いったい何を話しているのかと興味を持ち、真は声の方に向かう。


    　本棚の列の端はしにたどり着くと、その先にテーブルと椅い子すの並んだ空間があり、そこにそれぞれ制服姿の高校生の女子三人と、場違いな侍の格好の男がいた。


    「……え？　……コスプレ？」


    　侍は、コスプレにしてはやけに本格的に思えた。


    　腰にはちゃんと二本の刀を帯おびているし、髷まげや月さか代やきは、とてもカツラには見えない。


    「ええい、答えぬか、娘ども。ここはどこだ！」


    　怒ど鳴なってから周囲を見回す侍。


    　その侍さむらいと、真まことの目が合う。


    「……異国の軍服！　そうか、この面めん妖ような場所は、異国人の住まいか！　ならば、攘じよう夷いのために斬きる！」


    　侍は、腰の刀を抜いた。


    「え？　え？　えええ？」


    　刀は、真剣にしか見えなかった。


    　侍は、抜ぬき身みの刀を構かまえる。


    「い、い、いったいこれは何のイベントなんですか？　それとも劇の練習かなんか？　あ、ひょっとして、テレビの撮影？　カメラどこ？」


    　侍が自分に向かってくるという非現実的な光景に、真はそんな言葉を発して、周囲を見回すが、カメラなどどこにもない。


    「ちょっと、そこの人！　なにボケッとつっ立ってますの？」


    「逃げろ、バカ！」


    　女の子たちにそう怒ど鳴なられたからというより、侍の目が本気なのを見て、本能的にこれはヤバいと悟さとる。


    　が、その時にはすでに侍は彼に迫せまっていた。


    　刀を中段に構え、今にも真に向かって飛びかかってきそうな様子。


    「覚かく悟ご！」


    「ひいい！」


    　真はとっさに、その時たまたま右手に触れていた物を引っ張り出し、侍に投げつけた。


    　それは、彼の脇わきにあった本棚の本のうちの一冊だった。


    　侍の顔面に向かって飛んだハードカバーの本は、次の瞬間、侍の刀で背せ表びよう紙しを縦たてにまっぷたつに切断された。


    「……や、やっぱ、真剣……」


    　今さらながら、足がガクガク震ふるえてきた。


    「あ、バカ、今、何を投げたのよ！」　


    　三人の女性の一人、ハスキーな声で、一番背の高いショートヘアーの娘こが叫ぶ。


    　ここまでも十分、非現実的なできごとだったが、その次に起こったことに、真は肝きもを潰つぶすことになる。


    　二つに斬られた状態で、何枚かのページをまき散らしながら真と侍の中間に落ちた本。そのページの一枚から、まるで立体映像のように何かが抜け出してきたのだ。


    　本から出てきたその物体は、真と侍の間の狭せまい空間であっという間に巨きよ大だいにふくれあがり、それによって左右の本棚はなぎ倒され、真は（そしておそらく侍も反対方向へ）吹っ飛ばされた。


    「……な？　何？」


    　図書館の床にへたり込んだ真まことが見た物。


    　茶色い、ざらざらしていそうな肌はだのその生き物は、体長七、八メートルはありそうな巨きよ大だいな動物だった。


    　将しよう棋ぎ倒だおしになってしまった本棚を踏む形で、真に側そく面めんを見せているその動物の体型は、どことなくサイに似ていたが、尾は太くて長く、そして頭部には三本の角つの。


    「ト、トリケラトプス？……そんなバカな」


    　恐竜ものの映画や番組には必ず登場する、メジャーな恐竜だ。


    「おのれ！　西洋の獣けものか？　いや、妖よう怪かい変へん化げの類たぐいか！」


    　真からは死角で見えないが、恐竜の向こう側では侍さむらいがわめいている。


    「やめろ、こんなところで、恐竜を怒らせるな！」


    　ハスキーな声の娘こが怒ど鳴なる。


    　真は反射的にその声の方を見る。そちらは死角になっておらず、彼女の姿が見えたのだが、その姿に真はまたも仰ぎよう天てんした。


    　彼女はまるで忍にん者じやのような装しよう束ぞくに身を包んでいるのだ。そして柄えが木製で長い、植木用の大きな刈かり込こみ鋏ばさみを両手で持っている。
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    　ついさっき、彼女は高校の制服を着ていたはずなのに、いつの間にそんな格好になり、どこからあんな大きい鋏はさみを取り出したのだ？


    　ついでに、彼女の横の二人まで、服装が変へん化かしていた。


    「ボサっとしてないで、本を閉じなさい！」


    　真まことに向かって命令する澄んだ声の娘こは、さっきちらっと見た時はロングヘアーが印象的だったのだが、その髪は今は隠れていた。まるで占い師か魔ま術じゆつ師しのようなフードのついた黒いマントを着ているためだ。


    「早く本を閉じないと、もっと恐竜が出て来るかもよ。みんとは面白いから、それでもいいけどさ」


    　アニメ声のやや小こ柄がらな娘は、女医か科学者のような白はく衣い姿だ。さっきは眼鏡めがねはかけていなかったはずなのに、今はレトロなデザインのまん丸なロイド眼鏡をかけている。


    「本を閉じろったって……」


    　慌あわてて見ると、二つに斬きられた本の半分と散ったページの一部は、彼の近くに落ちており、残りはトリケラトプスの腹の下だ。


    　とりあえず自分の近くの方のは拾い集めたものの、なにしろ半分に斬られているから、閉じたくても閉じることはできない。


    「本の半分は、恐竜の腹の下なんだけど……」


    「あーもう、使えねーヤツだな」


    　忍にん者じや装しよう束ぞくの女が言う。


    「とりあえず、あたしが武士の相手するから、みんとは恐竜をなんとかしろ、で、白しら雪ゆきが本を回収！」


    「しかたありませんわね。じゃあ、そちらは静しず香かさんにお任まかせしましたわよ。では、みんとさん、頼みますわ」


    「はいはーい！　みんとにお任せ！」


    　白衣姿の娘が、何やらごちゃごちゃと機械のついたライフル型の武器らしきものを取り出した。


    　いや、取り出したというより、それはまるでいきなり彼女の手の中に現れたかのように見えた。


    「反重力ビーム銃！　ベカベカベカ！」


    　みんとというのが名前らしいその娘は、国民的アニメで猫型ロボットが発明品をとり出した時の演出を口まねで表現する。


    「いいから早くやりなさい」


    　白雪と呼ばれていた魔術師姿の娘が急せかす。


    「おのれ、西洋と通じる女どもめ！　面めん妖ような術を使いおって！」


    　恐竜の向こう側でよく見えないが、侍さむらいが今度は彼女たちを標的にしたようだ。


    「あんたの相手は、あたしだよっ」


    　静しず香かと呼ばれていた忍しのび装しよう束ぞくの女が、本当の忍にん者じやのような素早い動きでそちらに跳とぶ。恐竜の向こう側なので、真まことからは見えなくなった。


    「さては、幕ばく府ふのお庭にわ番ばんか！」


    　カキンと金属が打ち合わされる音がする。


    　どうやら、侍さむらいの日に本ほん刀とうに、刈かり込こみ鋏ばさみで対抗しているらしい。


    　彼女が侍と戦っている間に、みんとは怪あやしげな銃をトリケラトプスに向けた。


    「そーれ！」


    　彼女が銃を撃とうとしたまさにその瞬間。


    「えーい、どけ！」


    　静香と戦っていた侍が、間ま合あいをとるために横走りに移動してきた。


    　その侍が、みんとにぶつかったのだ。


    「きゃっ！」


    　狙ねらいのくるったみんとの銃じゆう口こうは、ちょうど真の方に向いて発射された。


    「わわわっ、ちょっと！」


    　逃げようとした時にはもう遅い。


    　銃口が光ったのが見えたかと思うと、下に落下する時のような感覚が真を襲おそった。


    「落ちる、落ちる！　え？　え？　え？　あ、あれ？」


    　落ちているような感覚に反して、実際には逆に身体からだが浮かんでいた。


    　真の足は床から離れている。


    　まるで無重力の宇宙ステーションの中の宇宙飛行士のように、彼の身体は、天てん井じようの高い図書館内に浮かび上がっていたのだった。


    「どうなってんだよ、これ？」


    　つかまるところが何もないので、真は空中で自由に動くこともままならず、ジタバタともがいたり、空中を泳ぐようにして移動しようとしたりしてみる。


    「ありゃりゃ、ごめんね。本当は反重力ビームで、トリケラトプスを持ち上げようとしたんだけど」


    　みんとが言う。


    「は、反重力だって？」


    　とんでもない言葉を、さらっと言ってくれる。


    「まあ、正確には反重力じゃなくて、擬ぎ似じ的てきに無重力状態を再現してるだけなんだけどね。無重力ってのも正しい言葉じゃなくて、厳密には、無重量状態って言うべきだけど。要するに自由落下よ。落ちてるような感じがするでしょ？　衛星軌き道どう上の宇宙船の中がなぜ無重量かっていうと、中の人も宇宙船自体も、自由落下状態にあるからであって、重力自体が届いてないわけじゃないのよね。これ、みんなよく誤解してるの」


    　みんとは楽しそうに説明するが、真まことにはそんなことはどうでもよかった。


    「とにかく降ろしてくれ！」


    「大丈夫、すぐに効果は切れるから」


    　みんとがそう言ったそばから、急に重力が元に戻った。


    「うわあああ！」


    　浮いていた真は、たちまち落下する。


    　ビタンと落ちた場所は、なんと恐竜の背中。


    「いてて……」


    　とっさに、持っていた例の本の半分を放ほうり出し、腹はら這ばいに落ちた時に手足で衝しよう撃げきを吸収したが、それでも胸むねや顔がん面めんが、ざらざらしたトリケラトプスの皮ひ膚ふに叩たたきつけられた。


    「あ、つかまった方がいいと思うよ。恐竜って、刺激が脳のうに伝わるの遅いから。少なくとも、その本が書かれた頃にはそう思われてたからね」


    　みんとが助言する。


    「……え？　うわっ！」


    　トリケラトプスは大きく身体からだをゆすった。


    　落下した真も痛かったが、トリケラトプスも不快だったらしい。その背中の上で腹這いになっていた真はまたしても放り出された。


    　今度は、何か柔らかいものにぶつかった。顔面が何かに押しつけられてしまう。黒い布のようなものが顔にかかって、前が見えない。


    「きゃああ！」


    　悲鳴は、白しら雪ゆきと呼ばれていた娘この声だった。


    「うわっ、ええと……」


    　もう何がなんだかわけがわからず、真は状況を把は握あくしようと本能的に手て探さぐりする。


    　その手が、マシュマロのようにフカフカして柔らかいものを握った。


    「……こ、これは……」


    「ど、どこを触さわってますの！　この痴ち漢かん！　変態！」


    　すぐ近くで、白雪が叫ぶ。


    　どうやら、恐竜の背から放り出された拍ひよう子しに、今度は彼女にぶつかって一緒に倒れてしまったらしい。顔にかかっている黒い布は、彼女のマントだ。ということは、手の中のこのさわり心地のいい感触は、彼女の胸……。


    「いや、これは、その……不ふ可か抗こう力りよくで……」


    「いつまで触ってますの！　さっさとどきなさい！」


    　バシバシと頰ほおを激しく叩たたかれた。なんとなく、女じよ難なんの占いを思い出す。


    　叩たたかれた拍ひよう子しに、マントが顔からはずれた。


    　真まことは慌あわてて起きあがる。


    「ごめん」


    　謝りながら、真は、まだ床ゆかに倒れている白しら雪ゆきに手をさしのべた。


    　その手を、白雪は払いのける。


    「これだから、男性なんて……」


    　白雪はぶつぶつ言いつつ、真から距離をとるように少し這はって離れてから、自じ力りきで立ち上がった。相当、嫌われてしまったらしい。


    　彼女の手には、いつのまにか、真が拾っていた、例の半分になった本があった。落下した時に彼が放ほうり出した分を、彼女が拾ったようだ。


    「だから、ごめんってば。わざとじゃないんだ」


    「当たり前ですわ、わざとでしたら、呪のろいをかけてやりますわよ！　永久に眠らせてあげましょうか？　それとも、ヒキガエルにでも変えられるほうがいいかしら？」


    　いつもならバカバカしいセリフと聞き流せるところだが、こうも非現実的なことが続いている時に、黒マント姿の女性の口から聞くと、冗談に聞こえない。


    　と、そこに。


    「バカ、どけ！　ぼさっとすんなっての！」


    　後ろからぶつかってきたのは、忍しのび装しよう束ぞくの静しず香か。


    　さっき立ち上がったばかりの真は、また床に倒れる。今度は彼が下になり、上に静香がいるという形になった。白雪の時とは逆だ。


    「たた……」


    　静香は一動作で立ち上がり、素早く逃げる。その際、彼女の忍び装束の懐ふところから何か小さな物が落ちた。


    　真はそれを拾ってあげようと、手に取る。


    　が、それが何かを気にかけている暇ひまはなかった。


    　静香が飛び退のいたその直後、侍さむらいの剣が、先ほどまで静香のいた空間をなぎ払ったのだ。


    　真の顔の十数センチ上を、白はく刃じんが通過する。


    「ひえええ」


    　仰あお向むけのまま、ゴキブリのようにザザザと這って侍から離れる真。


    「日本をおびやかす夷い狄てきめ、天てん誅ちゆう！」


    　刀を構かまえなおす侍。標的を真に切り替えたらしい。


    「待って！　俺、日本人です」


    　弁解する真に、侍は吐はき捨てるように言った。


    「ならば、異国の軍服を着るなど、なおのこと許せぬ！」


    「軍服？　これ、ただの学生服で……」


    「バカ、そいつは幕ばく末まつの勤きん王のうの志し士しだ。学生服なんて知るわけない。攘じよう夷い思想のそいつには、西洋の軍服にしか見えないよ」


    　静しず香かが怒ど鳴なった。


    「もともと学生服のデザインって、軍服からきてるからねー」


    　とみんとが補足する。


    「セーラー服だって、海軍の水兵服だし」


    　そのみんとは、いつのまにやら、例の反重力ビーム銃とやらで、トリケラトプスを宙に浮かせていた。


    　宙に浮かべられているのはやはり不愉快らしく、恐竜は四本の足を激しく動かしながら、野の太ぶというなり声を上げる。


    「長く保もたないよ、白しら雪ゆきちゃん、早く」


    「言われるまでもありませんわ」


    　白雪は黒マントを翻ひるがえし、恐竜の下にダッシュ。


    　半分に斬きられた本の片方と散らばったページを素早く拾い上げ、自分が手にしていたもう半分と合わせながら、そのまま反対側に駆け抜ける。


    　もっとも、真まことの方は、彼女たちの様子を暢のん気きに見ている場合ではなかった。


    　侍さむらいが、刀を振りかざし、真の方へ間ま合あいを詰めてくる。


    「待て、待て！　話せばわかる、話せば。今はあんたの時代から百年以上も過ぎてるんだよ。尊そん皇のう攘夷なんて、今いま時どき、はやんないよ？」


    「愚ぐ弄ろういたすか！」


    「いや、あの、ね……」


    　必死にしゃべって時間を稼かせぎながら、仰あお向むけのまま這はって逃げていた真だったが、頭が何かにぶつかった。本棚か何かに遮さえぎられているのだ。これ以上は逃げられない。


    「た、助け……」


    　侍が刀を振り上げた。


    　人間、生命の危機となると、自分でも意外な行動に出るものらしい。


    　いざとなると立ちすくんで動けなくなる人もいるし、逆に、とっさの時に妙みように的確に動く人もいる。


    　菅すが原わら真の場合、こういう時に、口が動いてしまうタイプだったようだ。


    「こんな、こんなバカなことってあるか？　いつもの街なのに道に迷って、変な図書館に入ってみたら、幕末の侍がいるし、本の中から恐竜が飛び出して、無重力だか反重力だかで持ち上げられて、落ちたら黒くろ魔ま術じゆつ師しの女の子の胸を触さわってしまって、侍に斬られて死ぬなんて、シュールすぎる！」


    　目の前の侍さむらいに向かってそんなことをまくし立てても意味がないことはわかっていても、舌が勝手に動いてしまう。


    「ええい、見苦しい！」


    　侍は、やはり彼の言葉など、ろくに聞いてもいない。


    「覚かく悟ご！」


    　再び振り上げた刀をまさに振り下ろそうとした時。


    「覚悟するのはあんただ！」


    　侍の背はい後ごから、忍しのび装しよう束ぞくの静しず香かが飛びかかっていた。


    「元の世界に戻りな！」


    　叫さけびながら、武器の刈かり込こみ鋏ばさみを大きく開き、斜め下から上へと振り上げる。


    「ぬおっ！」


    　侍は振り向きざまに剣を振るおうとしたが、間に合わない。


    　またしても、真まことの眼がん前ぜんに、信じられない光景が展開された。


    　侍の胴体が、斜めに斬きれた。


    　まるで、アニメなどで、剣の達たつ人じんが居い合あい切りをした場面のようだ。


    　実際には、人体はこんなにきれいに斬れるものではないことぐらい、真にもわかる。


    　まして、日本刀ではなく刈込鋏だ。いくら大きく、武器の代わりになるとはいっても、人の胴体を一いち撃げきで切断できるものではない。


    　だが、真の目の前で侍は真っ二つになった。


    　人の胴体が二つに斬られたら、普通なら、鮮せん血けつが飛び散るはずだ。


    　が、血は出なかった。


    　二つに分かれた侍の身体からだは、それぞれ空中に溶とけるかのように、消えていく。


    「……あ……ああ……」


    　一人の人間が消えてしまうところを間近に見て、真は声を絞しぼり出したが、もう意味をなす声になっていない。


    「ふう、なんとか間に合ったな。大丈夫か、あんた？」


    　静香はチャキンと大鋏を閉じて、真に尋ねる。


    「ああ、ありがと……」


    　ようやくまともな声を出せるようになる。


    　真は静香が落とした物をまだ手に持っていたのに気づいた。


    「そうだ、これ、君のでしょ？」


    　見ると、携帯につけるストラップのようだ。


    　少女趣味なデザインのかわいいキャラクターグッズの小さな人形がついている。女性にしては長身の、忍び装束の静香にはなんとも似合わない一いつ品ぴんだった。


    「ああっ、そ、それは、ダメッ！」


    　静しず香かがそれをひったくる。


    「見たわね！」


    「あ、そりゃ見たけど……でも、それがどうかした？」


    「どうせ、こういうかわいいグッズとか、あたしには似合わないって思ったんだろ！　そうなんだろ？」


    　刈かり込こみ鋏ばさみを真まことの方に向けている。


    「わわっ、危ない、危ないからそれしまって」


    　どうやら、彼女のコンプレックスを刺激してしまったらしい。


    「しょうがないじゃない！　似合わないのはわかってても、本当はこういうの好きなんだから！」


    「逆ギレしないでよ！　そうだ、ホラ、幕ばく末まつの侍さむらいは君がやっつけてくれたけど、まだトリケラトプスがそこに……」


    　真は注意をそらそうと、恐竜のいた方を見て啞あ然ぜんとした。


    　ついさっきまで、宙に浮いていた、あの巨きよ大だいな生物の姿がない。


    「あ、あれ？　どこに行ったんだ、トリケラトプスは？」


    　それが存在していたことが夢でない証拠に、出現した時に倒れた本棚は倒れたままになっている。


    「あんたなんか、さっきの恐竜に食べられてればよかったんだ！」


    　静香はまだ怒っている。


    「なんで俺が怒られなきゃいけないんだよ」


    　愚ぐ痴ちをこぼす真を、白しら雪ゆきが冷たい目で睨にらみつけた。例の本がまたバラバラにならないよう両手でしっかり押さえて持っている。


    「あら、その人が恐竜に食べられたらよかったというのは、私も大賛成ですわ」


    「それはダメだよー」


    　みんとが指摘する。


    「ありがとう、俺の味み方かたは君だけみたいだ」


    「こんなヤツの味方すんのかよ？」


    　静香はあの物ぶつ騒そうな刈込鋏を真に突きつけて、みんとに言う。


    「違うよ。トリケラトプスは人間は食べないよ。草そう食しよくだもん」


    　みんとは笑いながら答えた。


    「って、肉にく食しよくなら食われてもいいのかよ？」


    　思わずツッコミを入れてから、真は気がつく。


    　そんなことより、今はこの三人に聞かなければいけないことが山ほどあるじゃないか。


    「とにかく、説明してくれ、いったい今の騒ぎはどういうことだったんだ？　なんで幕末の侍さむらいがいたんだよ？　なんでその鋏はさみで斬きったら消えたんだ？　それにトリケラトプスはどうして現れたんだ？　そしてどこに消えた？　あと、それから……」


    　いくらでも湧わいてくる疑問を並べる真まこと。


    「やれやれ、お前、ここがどういうところか知らずに来ちまったのかよ」


    「たまにいますのよね、何も知らずにこの図書館に迷い込んで来る人が」


    「説明するの、面倒だなぁ」


    　三人は、やっかいだなぁ、とでも言いたげな顔をする。


    「ま、とにかく落ち着けよ」


    「さっきまで逆ギレしてたあんたに言われたくないよ」


    　いつのまにか冷静に戻っている静しず香かと入れ替わるかのように、今度は真の方が逆ギレ気味になっていた。


    「とにかく、説明してくれ！　ここはいったい何なんだ？」


    「……私が説明する」


    　図書館の奥から、第四の女性の声がした。


    　このボソリとしゃべる無愛想な言い方は、つい最近、聞いたばかりのような気がする。


    　薄暗い図書館の奥の方から、一人の女性が歩いてきた。


    「き、君は！」


    　聞いたような声だと思ったのも道どう理りだ。


    　まさに今日、学校で聞いた声だった。


    　そこに現れたのは、眼鏡めがねをかけた、小こ柄がらな少女。着ているのは、真の通う桐きり中なか高校の女子制服だった。


    「……異い界かい図書館にようこそ、菅すが原わら君」


    　小こ平だいら彩あやは、冷静な声でそう挨あい拶さつしたのだった。

  


  
    

    　第二章　司し書しよへのスカウト


    



    　顔見知りの人間が現れたことで真まことも少しは安心できたものの、疑問は増える一方だった。


    



    「異い界かい図書館って何なんだよ？　それになんで君がここにいるんだ、小こ平だいら？」


    　さらに質問をぶつける真に、小平彩あやは言った。


    「一度にいくつも尋ねられても、答えられないわ。まず落ち着きなさい」


    　そう言う彩は、小こ憎にくらしいほど落ち着き払った動作で、テーブルの方に歩いていき、椅い子すに座った。


    　言葉ではなく手振りで、真にも椅子を勧める。


    「落ち着けって言われても……」


    　もう何がなんだかわからず、真がその場に立ちつくしていると、その間に他の三人がぞろぞろとそのテーブルの方に歩いていく。


    「なんだ、こいつ、小平の知り合いだったのか？」


    「彩ちゃんの友達？　ねぇねぇ、ひょっとしてボーイフレンド？」


    「友人は選んだほうがよろしいですわよ、小平さん」


    　などと言いながら、静しず香か、みんと、白しら雪ゆきはそれぞれ席に着く。どうやら三人とも彩とは顔見知りのようだ。


    「菅すが原わら真まこと。別に友人じゃないわ。単にクラスが同じってだけ」


    　彩あやはごく簡潔に、真を三人に紹介する。


    「だろうねぇ、彩ちゃんのタイプじゃなさそうだもん」


    　みんとが笑う。


    　彼を置いてけぼりにして話をする四人に、真は激しい違和感を感じた。


    　そしてすぐに、その違和感の理由に気づく。


    「ちょ、ちょっと待て！　君たち、いつの間に着替えたんだ？」


    　ついさっきまで忍にん者じや装しよう束ぞくと黒マントと白はく衣い姿だった三人は、真が彩に気をとられてちょっと目を離していた隙すきに普通の高校生に戻っていた。改めてよく見ると、静しず香かとみんとの二人は、真や彩の通う桐きり中なか高校の制服、白しら雪ゆきは、近くにあるお嬢様学校として有名な私立の女子校の制服だ。


    　白雪とぶつかった時、マントの下にこの制服を着ていたっけか？


    　いや、マントの下はこんな服ではなかったような気がする。


    　あの時はそれどころではなかったので、あまり自信はないが……。


    　まあ、百歩譲ゆずって、それが勘違いで、白雪とみんとは、マントや白衣を脱ぐだけで制服姿に戻ったのだとしよう。しかし、静香の忍者装束。あれだけはどう考えても、すぐに着替えられるものではないはずだ。


    　忍者だから、あっという間に変身できたのだろうか？


    　そんなバカな。


    「いいから、あんたも座れ」


    　その静香が、質問は無視して改めて椅い子すを勧める。


    「こっちが席についたのに、つっ立ってられると落ち着かない」


    「えっと……失礼します」


    　真は空あいている椅子に座った。　


    「一応、自己紹介しておこうか。あたしは、宮みや本もと静香。見ての通り、高校は彩と同じで、桐中高、二年Ｄ組よ」


    　真は改めて、彼女を見る。静香は、女性としては長身で、ショートヘア。同性に人気のありそうな、ボーイッシュなタイプだ。


    「あ、じゃあ隣の隣のクラスだね。俺は二年Ｂ組だから」


    　言われてみれば、静香とは何度か廊下ですれ違うなど、学校で見かけたこともあるような気がする。彼女は目立つ方だし、なんとなく印象に残っているのだ。


    「ふーん、二年生か、ちょっと頼りない先輩だなぁ」


    　みんとが口を挟む。


    「こいつは立たち花ばなみんと。桐きり中なか高校の一年生よ」


    　静しず香かに紹介されると、みんとは自分でも繰り返す。


    「立花みんと、十六歳、一年Ａ組。歩くマッドサイエンティストでーす！」


    　白はく衣い姿の時につけていたレトロな眼鏡めがねは、今はしていない。伊だ達て眼鏡なのだろうか。


    「いや、わざわざ『歩く』とつけなくても、サイエンティストは歩くだろ」


    　真まことはツッコミを入れる。


    「ツッコミどころはそこ？　ま、いいけど」


    　みんとは、人なつこい、にぎやかなタイプの娘のようだ。放ほうっておくとまだしゃべりそうだったが、静香がそれを遮さえぎった。


    「それから、こっちが……」


    　静香が白しら雪ゆきの方を示すと、白雪は紹介されるより先に自分から名乗った。


    「私は中なか富とみ白雪、私立竹たけ乃の姫ひめ女学院二年生ですわ」


    　ストレートのロングヘアに、名前通りの色白の肌、それに語尾がですます調ということもあって、絵に描いたようなお嬢様という印象の娘こだった。ただ、残念なことに、今は不機嫌そうな顔。どうやらまだ、真に胸を触さわられたことを根にもっているらしい。


    「白雪は昔は病弱だったし、今は女子校だから、男に免めん疫えきがないのよ」


    　彼女が無愛想なことを静香がフォローする。


    「よけいなお世話ですわ」


    　白雪はそっぽを向く。


    「で、彼女は小こ平だいら彩あや。彩のことは知ってるんだよな？」　


    　静香が最後に彩を指して言う。


    「知ってるか、と言われると……」


    　真も返答に困る。


    　知っている、と言えるほど、彼は彩のことを知っているわけではない。というか、ほとんど何も知らないと言っていい。どうして彼女がこんなわけのわからない図書館にいるのかも含めて。


    　考えてみれば、彩がさっき言った通りだ。


    　彩と真は〝クラスが同じだけ〟の関係でしかないのである。


    　真がそんなことを考えていると知ってか知らずか、みんとが言う。


    「彩ちゃんも、みんとたちと同じで、この異い界かい図書館の司し書しよなんだよぉ」


    「司書？」


    　図書館に縁のない真には、あまりなじみのない言葉だった。


    「司書って言えば、普通は、図書館で本の整理とかをする職員のことだけど、あたしたちの場合はちょっと意味合いが違うんだよね」


    　幸い、静しず香かのその説明で、司し書しよという単語の普通の意味はわかったが、では彩あやがここでどういうことをしているのかは想像もつかなかった。


    「紹介は、もういい？」


    　その彩が、問う。


    「あ、そうだね。そろそろ一連の事態を説明をしてほしいんだけど」


    　真まこととしては、今一番必要としているのは、納得のいく説明だった。


    　訊ききたいことは山ほどある。


    「……まず、この図書館は何なんだ？　異い界かい図書館、だっけ？」


    「異界図書館。現げん世せと異界の狭はざ間まにある図書館よ」


    　彩が答えた。


    「異界だって？」


    「まず、そこから説明した方がよさそうね。たとえば、その本」


    　彩はいつものように淡たん々たんと語り、白しら雪ゆきが自分の前に置いていた本を指さす。例の、侍さむらいに半分に斬きられた本だ。洋書らしく、英語のタイトルがついていた。


    「……『The Lost Worldロ　ス　ト　ワ　ー　ル　ド』？　ああ、恐竜の出てくるハリウッド映画の第二作が、そんなサブタイトルだったような。その映画をノベライズした本かな？」


    　真が言うと、みんとが呆あきれたような顔で訂正する。


    「違ーう！　映画よりこっちが先！　コナン・ドイルの古典よ。恐竜が生き残っている南米の台地を探検する冒険小説で、すべての恐竜モノの小説や映画の源流なんだから」


    「ええと、コナン・ドイルって推理作家じゃなかったっけ？」


    「シャーロック・ホームズで有名な人だけど、探たん偵ていモノ以外にもいろいろ書いてるわ。今で言うＳＦっぽい作品もけっこうあるの。『The Lost Worldロ　ス　ト　ワ　ー　ル　ド』はその代表作ね」


    　真とみんとが話を脱だつ線せんさせていたのを、彩が異界の話に戻す。


    「なんにせよ恐竜の本。だから、その異界には恐竜が生きている」


    「その異界？」


    「異界は、本ごとに存在するわ。こっちの本にもね」


    　彩は、テーブルの上に最初から置かれていた別の本を指す。


    　表紙にイラストのたぐいはなく、『燃もえよ剣けん』というタイトルと、司し馬ば遼りよう太た郎ろうという作者名だけが書かれていた。


    　真が無む造ぞう作さにその本を手にとろうとすると、静香が慌あわてて叫さけんだ。


    「開あけるなよ、バカ！」


    「開けないで」


    　彩も注意したが、静香の危機感のある声とは対照的に、さっきまでと少しも変わらない、冷静な声だ。


    「不用意に開あけると、また何が飛び出すかわからないよぉ」


    「さっきの幕ばく末まつの侍さむらいも、その本から出てきたのよ」


    　みんとと静しず香かが説明する。


    　それらの注意を聞いて、真まことも恐竜が本の中から具ぐ現げん化かしたのを思い出した。


    　その本が危険物であるかのように、慌あわてて手を離す。


    「百ひやく聞ぶんは一いつ見けんにしかず、よ。中なか富とみさん、その本の異い界かいを彼に見せてあげて」


    　彩あやが、白しら雪ゆきに言う。


    「……まったく、なんで私がこの男のために……しかたありませんわね」


    　それまでずっとそっぽを向いていた白雪は、ブツブツ文句を言いながらも、うなずいた。


    　精神を集中するように目を閉じると、今度は、なにやら呪じゆ文もんのようなものを唱となえ始める。


    「手を出して」


    　彩が真に言う。


    「え？」


    　呪文を唱える白雪に気をとられていた真は、手を出せというのが何のためかわからず、動作が遅れる。その様子に、説明するよりもそうした方が早いと思ったのか、彩は席を立ち上って真の背はい後ごに来たかと思うと、真の右手をつかんだ。


    「わっ、何を……？」


    　特に交際している女性のいない真は、女性と手を触れあう機会はあまりない。


    　真は焦あせったが、そんな真にお構かまいなく、彩はその手を例の本の表紙に触れさせた。


    　その瞬間、異様なことが起こった。


    　まるで周囲で光の爆発でも起こったかのようだった。


    　音はなかったが、視界のあちこちで、さまざまな色彩の光が明めい滅めつする。書しよ物もつの活字のような無数の文字が、その光の中に躍おどっている。


    　周囲を見回せば、そこはもう図書館の中ですらなく、不思議な空間としか言いようがない。


    　足の裏には床ゆかや地面の感かん触しよくはなく、かといって、先せん刻こく持ち上げられた時の落ちるような感覚があるわけでもなかった。


    　それでいて、どこか懐なつかしいような。幼おさない頃に一度この不思議な空間を見たことがある、そんな気もした。


    　とにかく、何もかも非現実的な感覚の中で、まだ右手に触れている、彩の手の体温だけが現実感のある感触だった。


    「何だよ、これ？」


    　真は叫さけぶように尋ねた。


    　が、彼がその怪あやしい空間にいたのは、ごく短時間のことだった。


    　気がつけば、真は屋おく外がいに立っていた。


    　つい先せん刻こくまで薄暗い図書館内にいたせいもあって、日差しがまぶしい。


    　慌あわてて周囲をキョロキョロ見回すと、まるで時代劇のセットのような町並みだった。


    　立ち並んでいる家や店はすべて昔の日本家か屋おく。景けい観かんを損そこなう無ぶ粋すいな電線やアンテナなどはまったく存在しない。


    　そして、往おう来らいを行ゆき交かう人々はすべて和服を着ており、男は月さか代やき部分を剃そって髷まげを結ゆい、女性も日に本ほん髪がみだ。


    「ここはいったい……？　あれ？」


    　真まことは腰のあたりに何か重い物を感じた。見ると、和服の帯に刀を二本差している。


    「な？　俺自身が侍さむらいのカッコしてる？」


    「大声を出さないの」


    　彩あやが注意した。


    　見ると、その彩も和わ装そうになっていた。町の娘といった格好だ。日本髪を結い（短時間で変えられるような髪型ではないが、カツラのようにも見えない）、眼鏡めがねをはずしていたため、一瞬、彼女だとわからなかった。女性の印象は、髪型一つでずいぶん変わるものだ。


    「変に注目を集めたくないでしょ」


    「あ、ああ」


    　彼女に言われて、慌てて真は声を潜ひそめる。


    「教えてくれ、ここはいったいどこだ？　太秦うずまさの映画撮影所か？　それとも日につ光こう江え戸ど村むら？」


    「どちらも違うわ。ここは、幕ばく末まつの京都」


    　彩が説明する。


    「幕末って……つまり、俺たち、タイムスリップしたってことか？」


    「厳密には違うわ」


    　彩は、ちょうど通りの向こうから闊かつ歩ぽしてきた一団に視線を向けた。


    「……主役の登場ね」


    「主役？」


    　つられて真もそちらを見る。


    　時代劇で見たことのある格好をした男たちだった。


    　緑がかった薄い青（浅あさ葱ぎ色というのだが、真はその色の呼び方を知らない）で、袖そで口ぐちは白い入いり山やま形がたのギザギザ模様になっている羽は織おりを着た武士が、五、六人ほど、鋭するどい目で周囲を威い嚇かくしつつ道の中央を歩いてくる。


    　周囲の通行人たちも、その一団に気づく。


    「ミブロの連中や」


    「あかん、はよ、道あけな。因いん縁ねんでもつけられたらたまりまへん」


    　あまり町の人たちに好かれてはいないようだ。


    「ミブロ？」


    「しっ、聞こえるわ」


    　彩あやが道の端はしに真まことを引っ張った。


    　彼らが空あけた道を、当然のようにそのミブロの男たちが歩いていく。


    　近くに来たのでよく見ると、先頭を歩く、この一団のリーダーらしい人物は、現代の町に連れてきてもイケメンで通じそうな美青年だ。ただし、目つきはやたらと鋭するどくて隙すきがなく、怖こわい雰囲気だった。


    　他の者もおおむね整った顔で年も若く、だいたい美青年と言ってよいが、彼ほど印象は強くない。ただ、謹きん厳げんな表情の者が多い中、一人だけニコニコと愛あい嬌きようのある笑顔の者がいて、先頭の男とは別のタイプの美形キャラとして強く印象に残った。


    　何か不ふ審しんに思ったのか、先頭の例の二枚目が足を止め、鋭い視線を真に向けた。


    　まるで視線だけで人を殺せそうな、威い圧あつ的な眼がん光こうに、真は顔をそむけることもできず、ただ立ちすくむばかり。


    「どうかしましたか？　土ひじ方かたさん？」


    　ニコニコしている男が、彼に尋ねる。


    「いや、なんでもない」
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    　土方と呼ばれた男は、興味を失ったように真に向けていた目め線せんを前方に向けると、再び歩き出した。


    　彼らが十分離れてから、彩あやが言った。


    「今のが土ひじ方かた歳とし三ぞう、この本の主人公」


    　彩は土方の後ろ姿を睨にらんでいた。彼に対してはあまりいい感情は持っていないらしい。


    「……名前は聞いたことがある。っていうか、時代劇で見たことがあるけど」


    　真まことは、その時代劇を必死に思い出す。


    　土方歳三というのは、確か、新しん撰せん組ぐみという団体の副長だったはずだ。


    「じゃ、今のが新撰組？」


    「そう。幕ばく末まつの京都で治ち安あん維い持じに活躍した剣けん客かく集団よ。ミブロというのは、京都の人たちが彼らを呼んだ俗ぞく称しよう。それと、ニコニコしていた人、あれはたぶん沖おき田た総そう司しね」


    　彼女がこんなにしゃべるなんて珍しいこともあるものだ。


    　しかしそれより、真は少し前に彼女が言ったことが気になった。


    「この本の主人公、って、どういうこと？」


    「まだわからないの？」


    　彩は真の目を見る。


    「ここは、さっきの本の中の世界よ」


    「……本の……中……？」


    　真は、そう言われて、改めて周囲を見回した。


    　地面があり、青い空があり、幕末の京都の町がある。町の住人たちが歩き回っている。店に客を呼び込んでいる商人がいる。子供たちが遊んでいて、笑ったり泣いたりしている。


    「……どう見ても、現実みたいだけど？」


    「もちろんよ、現実に存在しているもの」


    　彩が説明する。


    「一冊の本は、それ自体が一つの宇宙であり、一つの異なる世界なの。わかる？」


    「……ええと、そう言われると、なんとなくわかるような気はする。ファンタジーとかは、世界そのものを構こう築ちくしていたりするよね」


    　真が言ったのは、もちろん、ファンタジー小説を読んでのことではなく、映画やマンガやアニメやゲームのファンタジーからの類るい推すいである。


    　そう言えば、主人公がファンタジーの本を読んでいるうちにいつしかその本の主人公になっている、という映画があった。その映画の主人公に起こったことが今、自分に起こっていると考えれば、理解はしやすい。


    「ファンタジー小説に限った話ではないわ。どんな本にも、その本独自の世界がある。ＳＦにはＳＦの世界。推理小説には推理小説の世界。恋愛小説には恋愛小説の世界。ノンフィクションや、科学解説書や、実用書にだって、それぞれの世界があるの」


    「……それで、ここは時代小説の世界なのか。さっきの本……ええと……」


    「司し馬ば遼りよう太た郎ろうの『燃もえよ剣けん』」


    　その本のことを言う時、あまり感情を表おもてに出さない彩あやの顔に、わずかながら嫌けん悪おの表情が見えたような気がした。何かこの本に嫌な想い出でもあるのだろうか？　そういえば、さっきはこの本の主人公だという土ひじ方かたを嫌っていたようだが。


    　それについて尋ねようとしたところで、、視界が再び一変した。


    　この世界に来た時と同じような光の爆発を経て、ふと気がつくと真まことは、元の薄暗い図書館にいた。本の中の世界に行く前と同じ椅い子すに座り、背はい後ごの彩に手をとられて、テーブルの上の本に触れている格好のままである。


    　もちろん、真も彩も、元の制服姿だ。


    「……あ、今のは……」


    　驚きの声を上げる真に、白しら雪ゆきが言う。


    「念のために言っておきますけど、夢でも幻まぼろしでも催さい眠みん術じゆつでもありませんわ。あなたは一時的にその本の世界に行っていましたのよ」


    「……信じられない……」


    　思わずつぶやくと、白雪が意地悪な口調で付け加える。


    「そんなに信じられないのなら、永久にその本の世界に行ったままにしてあげてもいいのですけど」


    「信じる、信じるから、それは勘かん弁べんしてよ」


    　慌あわてて真は首を振る。


    「……つまり、本には、本の世界がある、今俺が見てきたのがその、本の世界だっていうことでいいんだな？」


    　彼が確認すると、彩がうなずいた。


    「そう。もちろん、本によって、その世界の質に差はあるけど」


    「さすがに司馬遼太郎先生の名作ともなると、立派な世界が構こう築ちくされていただろ」


    　静しず香かが、なぜか自分のことのように自慢する。


    「有名な作家なのか？」


    　真が尋ねると、静香が怒りだした。


    「あんた、マジで司馬遼太郎先生を知らないの？　戦後日本を代表する歴史小説家だよ？　その作品は何度も映画や大河ドラマにされていて、現代日本人が信のぶ長ながや秀ひで吉よしや家いえ康やす、坂さか本もと龍りよう馬まや西さい郷ごう隆たか盛もりなんかに持つイメージも、司馬遼太郎先生の影響を大きく受けてるんだから！　司馬史し観かんって言葉もあるほどよ」


    「ああ、わかった、わかったから」


    　静香は延々と作家司馬遼太郎の説明を続けそうな勢いだったので、真は慌てて遮さえぎる。


    「さすがは、司し馬ば先生だね」


    　とにかく褒ほめると、静しず香かはようやく気を鎮しずめてくれた。


    「わかればよろしい。で、その世界はどうだった？」


    「立派な世界っていうか……本物の世界がそこにあるとしか思えなかった。人はそこに生きていた。町の人たちの生せい活かつ臭しゆうが感じられたし、新しん撰せん組ぐみの人たち、特にあの土ひじ方かたや沖おき田たって人は、なんていうか、存在感があった」


    　真まことの感想に対して〝まだ理解していないみたいね〟と言いたげな顔で彩あやが説明する。


    「あれはあれで、本物の世界なのよ。その世界の住人は、ちゃんとそこに生きている。土方歳とし三ぞうも、沖田総そう司しも」


    「土方歳三に会ったの？　あたしも行きたかったなぁ！」


    　静香は今度はミーハーな口調。


    「あら、土方歳三のファンでしたの？　意外ですわね。私なら断然、結核の美び剣けん士し、沖田総司ですけど」


    　白しら雪ゆきに茶ちや々ちやを入れられて、静香は語った。


    「自分が昔病弱だったから、沖田総司に共感すんのか？　でも、夢を壊こわすようで悪いんだが、沖田が美形ってのは、ウソっぱちだよ」


    「え？　そうなんですの？」


    　白雪は意外そうな顔をする。


    「史し実じつの沖田総司の容姿については、愛あい嬌きようはあったけどヒラメみたいな顔だったっていう証言が残ってる。それは新撰組をおとしめる悪口で、本当は美形だって主張する沖田ファンもいるけど、ちょっと根拠に乏とぼしいね。司馬先生も、史実に忠実に、美形とは描写してなかったと思うわ。そこへいくと土方歳三が美形なのは間違いない。函はこ館だて時代の写真が残ってるから」


    「えー？　今まで信じていた沖田総司のイメージが崩くずれますわ」


    　静香と白雪の、やや脱だつ線せんぎみの会話を聞いて、彩がなにやら考え込む。


    「……おかしいわね」


    「おかしいって、何が？」


    　真が尋ねると、彩は〝そんなこともわからないの？〟という顔で説明する。


    「あなたも見たでしょう。さっきの沖田は、美形だったわ」


    「うん、愛嬌はあったけど、今言ってたようなヒラメ顔じゃなかったね。なんていうか、侍さむらいにしては童顔？　ジャニーズ系の美少年がそのまま侍になったみたいな……」


    　彩は真の言葉を途中で遮さえぎった。


    「ドラマや映画で世間一般が持っている沖田のイメージそのものだけど、この本の世界の沖田は、ヒラメ顔でないとおかしいのよ。作者がそう描写したのなら」


    　彩の指摘に、白雪とみんとも首をかしげる。


    「確かにそれは奇妙ですわね」


    「それって、重要なことなの？」


    　真まことは尋ねた。


    「不可解ではあるけど、たいして重要なことじゃないさ」


    　あっさり言ったのは静しず香かだ。


    「どうせ問題のある異い界かい本ぼんだ。処分するのが相そう応おうだろ？」


    　静香は他の三人に同意を求める。


    「あなたの思考はシンプルですわねぇ。まあ、この場合はそれで正解だと思いますけど」


    　まず白しら雪ゆきが批判しつつも同意する。


    「あれ、静香ちゃんは司し馬ば遼りよう太た郎ろうや土ひじ方かた歳とし三ぞうが好きなのに、せっかくの『燃もえよ剣けん』の異界本を処分しちゃうの？」


    　みんとは不思議そうに尋ねた。


    「司馬先生は尊敬してるけど、それとこれは話が別。っていうか、司馬先生の優れた作品だからこそ、それがこうして異界本化すると危険なんじゃない」


    　静香は答えた。


    「まあ、時代小説の異界本は、静香ちゃんの担当みたいなもんだからいいけどね」


    　みんとも同意したが、彩あやが反対した。


    「その本に関しては、少し保留した方がいいんじゃない？」


    「どうして？　かなり危険度ランク高いぜ、この異界本」


    「……あの、ちょっと……」


    　真が割って入る形になった。


    「もめてるとこ悪いんだけど、さっきから異界本、異界本って言ってるけど、それってどういうこと？」


    　説明を求める真に対して、彩が確認する。


    「どんな本にも、その本の世界がある、そこまでは理解したわね？」


    「ああ、なんとか」


    「でも、どんな本でも、その世界の住人や物が飛び出してくるわけじゃない。というか、普通はそんなことはない。現実世界、現げん世せ……この言い方はまるで本の世界が現実じゃないみたいで語ご弊へいがあるけど、一応、私たちの住む世界を現世と呼ぶわ。これに対して、本の世界は、異界よ。たいていの本には問題はないけど、ごく稀まれに、その本の異界と現世が繫つながってしまう、そんな本が存在するの」


    　彩が、例の淡たん々たんとした口調で、説明した。


    「つまり、それが、さっきから言ってる、異界本ってわけか」


    　真も理解する。


    「異い界かい本ぼんは、強い力を持った魔法書や、禁きん断だんの書しよ物もつだったりする場合もあるけど、普通の作者が普通の出版社で出した本でも、作者や読者がその本に強い思い入れを持っていたりすると、時として異界本になり、異界と現げん世せを繫つなげてしまうのよ」


    「世界が繫がると、どうなるんだ？」


    　真まことも、この図書館に来てからの不可解な出来事が、だんだん理解できてきた。


    「あなたも体験したでしょう？　本のキャラクターが現世に出てきたり、逆に現世の住人が本の世界に迷い込んだり」


    「……つまり、最初にこの図書館で見た侍さむらいや恐竜は、そういう異界本からこっちに出てきた、そういうことか」


    「他にも、読んだ者が特殊な能力に目覚めることもある。まあ、その程度ですむなら、異界本としてはまだ軽い方ね。はなはだしい場合は、異界と現世が融ゆう合ごうしてしまって、この現世そのものが変な世界に変わってしまうことだってあると言われているわ」


    　彩あやは怖こわいことをさらっと言う。


    「ひょっとすると、気づいていないだけで、現世は何度も異界と融合してるのかもね」


    「そ、そんな危険な本が、世の中にはゴロゴロしてるってのか？」


    　真の本嫌いにますます拍はく車しやがかかりそうな話だった。


    「ゴロゴロってほど多いわけじゃないけど、もちろん、そんな異界本がそこらにあるのは放ほうっておけないだろ？」


    　静しず香かが言った。


    「だから、この異界図書館があって、あたしたち司し書しよがいるの」


    　みんとが、えっへんと胸をそらす。


    「世間から異界本を回収し、管理する、それが異界図書館司書の役目ですわ」


    　白しら雪ゆきもどこか得意げだ。


    「私たち司書は、それぞれ異界本のパワーで発はつ現げんする特殊能力を持っているのです」


    「その力のことを、異界力って呼んでるんだけどね」


    　みんとが言う。


    「異界本の力だから、異界力？」


    　真が確認すると、白雪はやや不快そうな顔をする。


    「確かにそのまんますぎて、あまり洗練されたネーミングとは言えませんけど、とにかく呼び名は必要ですから」


    「あたしたちの異界力は、さっきあんたも見た通り」


    　静香が口を挟んだ。


    「……さっき見た……あ！　じゃあ、あの忍にん者じやの格好とかは……」


    　真はようやく納得する。


    「そ。あたしの異い界かい力りよくは、時代小説の『お庭にわ番ばん』となって、武器として刈かり込こみ鋏ばさみを使うこと」


    　静しず香かが自分の能力を説明した。


    「たまたま昔読んだ異界本の時代小説に出てきた忍にん者じやが、普段は植木職人に身をやつしていて、植木用の大鋏を武器に使うキャラクターで、その能力が身に付いたのよ。能力を使う時にはあの格好になっちゃうんだけどね」


    「静香ちゃんの鋏は、人でも物でも、なんでも真っ二つにできるのよ。この中で一番、戦闘に特とつ化かした異界力の持ち主だから、怒らせると怖こわいよぉ」


    　混まぜっ返すみんとを軽くにらんで、静香は続けた。


    「危険な異界本から現げん世せに出てきてしまったキャラクターや物を、鋏で斬きることで、元の本に送り返す、それがあたしの役目ってわけ」


    　真まことは、鋏で斬られた侍さむらいが消えていった光景を思い出した。


    「それで、あの侍は斬られたとたんに消えたのか」


    「そう。正確には、元の本の世界に戻ったってわけ。今頃は、本の世界で目を覚まして、変な夢でも見たと思ってるよ」


    「ええと、じゃあ、いつの間にか消えてた恐竜も君が？」


    　彼女にそんな暇ひまはなかったはずだから変だと思いつつ、真が尋ねると、それに答えたのは白しら雪ゆきだった。


    「そちらは、私が呪じゆ文もんで本へ強きよう制せい送そう還かんしましたわ」


    「呪文……」


    　そう言えば、彼女は、ついさっきも呪文で真たちを本の世界に送り込んだのだ。それができるのなら、本から出てきたトリケラトプスだって本の中に送り返せる道どう理りだ。


    「私の異界力は、魔法。最初はファンタジー小説の異界本で発はつ現げんした異界力ですが、その後この図書館で異界本の魔法書を読みあさって、古こ今こん東とう西ざいの魔ま術じゆつに習しゆう熟じゆくしましたわ」


    「そうか、それで、さっきは魔術師風のマント姿になったんだ」


    　静香が戦闘時には忍者スタイルに変身（？）するように、彼女も魔術師姿になるということだろう。もっとも、真と彩あやを異界に送り込んだ時はその姿になっていないから、必ずしも変身しなくても呪文は使えるようだ。


    「白雪は魔法と異界本のエキスパート。さっきみたいに、異界に出入りする呪文も使えるし、ここでは欠かせない人材なんだ」


    　静香が補足する。


    「でも、それならさっきは、なんで最初から侍や恐竜に魔法を使わなかったんだ？」


    　真が尋ねると、白雪は痛いところを突かれたといった表情。


    「魔法には、高度な精神集中が必要で、さっきの侍みたいに動き回られると、かけにくいのですわ」


    「恐竜はほとんど動いてなかったけど？」


    「恐竜のような大きい対象となると、簡単には異い界かいに帰せません。あの恐竜の出てきた異界本そのものを回収できたので、やっと送り返すことができるようになったのです」


    　どうも、彼女の魔法というのもそれほど便利なものではないらしい。


    　そういう真まことの思いが顔に出ていたのだろう。白しら雪ゆきはますます不機嫌になる。


    「なにか文句でもありますの？」


    「いや、別に」


    　真は慌あわてて話題を変える。


    「そうだ、それじゃ立たち花ばなさんの異界力は？」


    「はいはーい！　よくぞ聞いてくれました！」


    　みんとは、元気よく返事する。


    「みんとの能力はね、マッドサイエンティストになることなの！」


    「マッド……？」


    「要するにぃ、昔のＳＦ小説には、何でも発明したり修理しちゃうスゴい科学者がよく出てきたでしょ。そういうインチキ科学者のことを、マッドサイエンティストっていうの」


    「ああ、なんとなくわかる」


    　真は小説こそ読まないが、ＳＦの映画やアニメはよく見ているから、それに該がい当とうするようなキャラクターはすぐに頭に浮かぶ。レンタルＤＶＤで古いアニメなどを見ると、昔のＳＦ作品には必ずそんなタイプの〝博はか士せ〟がいたものだ。


    「みんとが得た異界力は、そういうマッドサイエンティストの能力ってわけ」


    「……つまり、無茶なメカとかを作ることができるってことか」


    　真やトリケラトプスを宙に浮かせたあの反重力ビーム銃とやらも、その発明品というわけだろう。


    「そういうことー！　この図書館で司し書しよしてると、たまに今回みたいに発明品を試ためす機会があってうれしいのよね。さすがに、外で使うわけにいかないし」


    「まあ、みんとの場合、放ほうっておくと何しでかすかわからないから、司書の側に取り込んでるって側面もあるんだけどね」


    　静香がやや肩をすくめて付け加えた。


    「利害の一致ってヤツよ。みんとが司書になることが、みんとと図書館の双方にとってありがたいってわけ」


    　みんとはすまして答える。


    　これで、この図書館に来てからの一連の事態はおおむね理解できた。


    　納得がいくかはまた別問題だが、ここは受け入れる外ほかはない。


    「ええと、司書って、みんなそういう特殊な異界力を持ってるわけ？」


    　真まことは尋ねた。みんとが答える。


    「そうよ。それがどうかした？」


    「ええと、じゃあ、小こ平だいらも？」


    　真は彩あやに視線を向ける。


    「ええ、持ってる」


    　彩自身は、そう答えただけで、説明しようとしない。先せん刻こくはあれほど異い界かいについて饒じよう舌ぜつに説明してくれたのに、自分のこととなると語りたがらないようだ。


    　代わって、静しず香かが語り始める。


    「彼女の能力は、あたしたちとは別の意味で、この異界図書館にとって重要で、そのために司し書しよをしてるんだ」


    「ある意味、この四人の中で一番偉いよね」


    　みんとが付け加える。


    「そうでもないわ」


    　彩は自じ嘲ちよう的に否定し、真に尋ねる。


    「そんなことより、あなたはどうなの？」


    「え？　俺？」


    　どういう意味なのかわからず、真は面めん食くらった。


    「この異界図書館は、それ自体が現げん世せと異界の狭はざ間まにあって、普通の人は見ることも、たどり着くこともできないはずよ。ここに来ることができたということは、あなたも異界力を持っているということ」


    　彩の言葉に、真はますます混乱する。


    「そんなはずは……」


    　ありえない話だった。


    　真が最後に自発的に本を読んだのは小学生の、それも低学年の頃の話だ。


    　その頃も今も、あんな変な力を使えたことなど一度もない。


    　本にとんと縁のない彼が、自分でも知らないうちに異界力を得ているなどということがあるだろうか。


    「覚えがありませんの？」


    　白しら雪ゆきが不思議そうに尋ねる。


    「なんか、思い当たる本はないの？　最近読んだ本で」


    　静香も興味深そうに真の顔をのぞき込む。


    「……最近もなにも……」


    「じゃあさ、どんなジャンルの本が好き？　どんな本をよく読む？」


    　今度はみんとが尋ねる。その質問に、静香がうなずく。


    「それよ。いい質問だわ。それによってある程度、どんな異い界かい力りよくを得たのか絞しぼれるはず」


    「……いや、だから、その……」


    　好きなジャンルもなにも、本自体をろくに読まないことを真まことも説明しようとするのだが、彩あやをのぞく三人は勝手にどんどん話を進める。


    「それで、あなた、どんなジャンルの本を読みますの？」


    　白しら雪ゆきが尋ねる。


    「やっぱり、ＳＦ？　ＳＦ小説が最高だよね！」


    　横からみんとが出しゃばって口を挟む。


    「なんてったって、サイエンス・フィクション！　センス・オヴ・ワンダー！　科学に裏打ちされた楽しい物語世界。異界力を手にするなら、ＳＦ小説が一番よ」


    「あら、聞き捨てなりませんわね。だいたい、みんとさん、あなたの異界力のどこが科学に裏打ちされていますの？」


    　白雪がむっとして反論する。


    「空想的な世界でしたら、科学などという無ぶ粋すいな制限のあるＳＦよりも、ファンタジーの方が上ですわ。異界力なら、だんぜんファンタジーに限ります」


    　だんだん妙みような方向に話が脱だつ線せんしてきた。


    「待て待て。そういう、ＳＦとかファンタジーとか、突とつ拍ぴよう子しもない異界の力よりも、確実なのはやっぱり現実の歴史に立りつ脚きやくした小説ね。異界力は、歴史小説が最高だ」


    　静しず香かまでが参戦して、三人でそれぞれ好きなジャンルを推おしている。


    「ＳＦだもん！」


    「ファンタジーですわ」


    「歴史小説！」


    　放ほうっておくと、それぞれ自分の好きなジャンルを熱く語り出しそうだ。


    「……ええと、その……」


    　なんとなく困ってしまい、真は彩の方を見る。


    　すると彩は何を勘違いしたのか、言った。


    「……私なら、小説よりも実用書をお薦すすめするわ」


    「……そうじゃなくて！　止とめなくていいの？」


    　真は、視線で三人の方を示す。


    「よくあることよ。みんなそれぞれ、本について思い入れのある人たちだから。そんな人だからこそ、異界本に見込まれて、異界力を得ることになったとも言えるけど」


    　彩は突き放したように言う。


    　どうも、他の三人が互たがいにごく親しい友人同士のように振る舞っているのに対し、彩だけは三人に距離を置いているように感じられた。


    「異い界かい本ぼんに見込まれて……って、まるで異界本に意い志しがあるみたいな言い方だね」


    「あるわよ。異界本が異界本なのは、本が意志を持ってしまったから、とも言えるわ」


    　自分のことはあまり話さない彩あやも、異界本の説明となるとまたよくしゃべるようになる。


    「ついでに言っておくとね、この異界図書館自体にも意志があるわ。時々、擬ぎ人じん化かした姿で私たち司し書しよの前に現れるの」


    　そんなことを彩から聞いていると。


    「……で、どうなんだ？」


    　静しず香かが真まことに向かって尋ねてきた。


    「……え？　どうって……」


    　慌あわててそちらを見ると、さっきまでもめていた静香たち三人が、真の方に注目している。


    「忘れたの？　どんなジャンルの本が好きかって話」


    　そういえば、三人の諍いさかいのそもそもの発ほつ端たんはそれだった。


    「いや、どんな本も……俺、本自体、読まないし」


    　真はここに至いたってやっとそれを彼女たちに伝えた。


    「……本を、読まない？」


    　静香があっけにとられた顔をする。


    「……でも、少しは読む、よね？」


    　みんとが念を押す。


    「教科書とか、どうしても読まないといけないもの以外はまったく」


    「まったく？　まったく読みませんの？」


    　白しら雪ゆきが、信じられない、という顔で確認する。


    　真がうなずくと、三人の表情は呆ぼう然ぜんや驚きよう愕がくから、軽けい蔑べつに変わった。


    「呆あきれましたわ！」


    「信じらんない！」


    「本をまったく読まないなんて、最低の野や蛮ばん人じんだね」


    　言いたい放題だ。


    「なんで本を読まないだけで、そこまで言われなきゃいけないんだよ！」


    　真の反論など、誰も聞いていない。


    「なあ、異界本どころか、本自体読まないこいつが、なんでここにいるんだ？」


    　静香が彩に尋ねる。


    「私が聞きたいわ」


    　彩までが彼女たちに同調する始末。


    「いいよ、いいよ、もう。どうせ俺は場違いな人間だ。きっとなんかの間違いで、この図書館に迷い込んじまったんだろう。じゃあ、もう、帰らせてもらうよ」


    　不可解だったことはだいたい説明してもらったことだし、よく考えてみれば、これ以上こんなわけのわからない図書館に長なが居いしてもろくなことはない。


    　四人に嫌われたのも、腰を上げるのにのにちょうどいい契けい機きだ。


    　嫌われたなら嫌われたでそれは構かまわないから、さっさと普通の街の、自分の家に帰るとしよう。そして、二度と、こんな図書館やこの四人に関わらないことにするのが賢明だ。小こ平だいらだけはクラスが同じなので学校で顔を合わせるだろうが、どうせ学校では無口な娘こだし、話すことも特にないだろう。


    　そう思って、真まことが椅い子すから立ち上がった時だった。


    「いいえ、間違いではありませんよ」


    　不意に、また別の人物の声がした。


    　真は、そして、四人の司し書しよも、驚いてそちらを見る。


    　ついさっきまで誰もいなかったはずの場所に、メイドが立っていた。


    　正確に言えば、メイド服姿の女性だ。


    　年齢不ふ詳しようの美女だった。十代の少女のようにも、成熟した大人のようにも見える。ボリュームのある髪を複雑に編あんで、凝こった髪型にしていた。アキバ辺りにいそうなメイド姿でありながら、どこか現実感がなく、まるで絵画に描かれた妖よう精せいか何かのような印象を受けた。


    「……ええと、あなたも司書？」


    　真が尋ねると、メイド本人が答えるより先にみんとが否定した。


    「ううん、この図書館の司書は、みんとたち四人だけよ」


    「じゃあ、さっきの侍さむらいみたいに異い界かいから出てきた人？」


    「まあ、ある意味、異界から出てきたとも言えますけど、あの侍とはちょっと違います」


    　メイド本人が笑いながら訂正した。


    「初めまして、菅すが原わらさん。あなたを呼んだのは、この私です」


    「なんだって？」


    　驚く真に、メイドは自己紹介した。


    「私は、この異界図書館の意い志し。正確には、異界図書館の意志が擬ぎ人じん化かした存在です」


    「……な」


    　真は一瞬、絶句した。そういえば、彩あやがさっき言っていた。異界図書館自体に意志があって擬人化した姿で現れる、と。


    　とりあえず、少し落ち着いてから、真は尋ねた。


    「……なんでメイド服？」　　　　


    「趣味です。気にしないでください。それとも、別の姿がいいですか？」


    「別の姿……って、たとえばどんな？」


    　やっぱり、ナースとか、キャビンアテンダントとかの制服系だろうか？


    　それとも、アニメキャラとかのコスプレ？　いっそ、バニーガールとか。


    　などとくだらないことを勝手に想像し、真まことは赤くなる。


    　みんとが言った。


    「みんとと最初に会った時は、品のいいお爺じいさんだったよね。でもそっちの方がいいよ」


    「あ、別の姿って、そういうこと」


    　どうやらこの図書館の意い志しとやらは、老ろう若にやく男なん女によ、さまざまな人の姿をとることができるらしい。


    「では、この姿のままでいいですね。でも、お話をする前に……」


    　図書館の意志は、そう言うと、辺りを見回す。


    　図書館の中は、恐竜の出現で本棚が将しよう棋ぎ倒だおしになったままの状態になっていた。もちろん、倒れた本棚からは無数の本が床ゆかにこぼれ落ちて、グチャグチャの状態である。


    　真も、これを後で整理するのは大変だろうなとずっと気にはなっていたが、四人の司し書しよの誰も気にしていない様子だったので、あえてそれに触れなかったのだ。下へ手たにつついて、じゃあ整理するのを手伝って、などという流れになったりしたら面倒だ。


    　図書館の意志は、その情景を見て「ふう」とため息をつくと、右手を挙あげて指をパチンと鳴らした。


    　すると、倒れていた本棚が勝手に、フィルムの逆回しのように起きあがった。


    　本棚から落ちていた本も、すべて本棚に収まっていく。


    　先せん刻こくまでグチャグチャだった図書館内は、あっという間に、元通りの、きちんと整せい頓とんされた状態に戻っていた。


    「すげー！　これも魔法？」


    　真は、魔法の専門家の白しら雪ゆきに尋ねる。


    「魔法とはまた違いますわ。彼女はこの図書館の意志。ああ、彼女と言っていいかどうか微妙ですけれど。とにかく、彼女は、この図書館の中では、何でも思い通りにできるのですわ。神みたいなものです」


    　と白雪は説明した。


    「ああ、なるほど」


    　その説明で真は、ギャグマンガで、作者自身が作品内に登場して、その作品内容を改変したりする場面を連想した。そんなようなものか。


    「なるほど、じゃないよ。すごいことなんだよ？　エントロピーを減少させちゃってるんだから。物理法則の完全な無視だよ」


    　みんとが何か言ってるが、それは適当に聞き流す。


    「そんなことより、どういうこと？」


    　本棚を元に戻した図書館の意志に対して、静しず香かが声を荒らげた。


    「なんでこんなヤツを呼んだんだよ？」


    　静しず香かは真まことに指を突きつけて、図書館の意い志しに詰きつ問もんする。


    　図書館の意志は、落ち着いた声で答えた。


    「必要な人材だからです」


    　その回答に、静香たち三人が不満の声を上げる。


    「必要？」


    「この人が必要ですの？」


    「本もろくに読んでないのに？」


    「ええ」


    　図書館の意志はうなずいた。


    「それって、どういうこと？」


    　わけがわからずに尋ねる真。


    「つまり、あなたに五人目の司し書しよになってもらう、ということです」


    　そう言って、図書館の意志はにっこり笑った。


    「というわけで、これからよろしくお願いしますね、菅すが原わらさん」


    「……冗談……だよな？」


    　冗談でも噓うそでもなかった。


    　この日、菅原真は平凡な日々に終わりを告げ、異い界かい図書館の司書として、図書館の意志自身によりスカウトされたのである。

  


  
    

    　第三章　司し書しよの仕事


    



    「……なんでこんなことになっちまったんだろうなぁ」


    



    　翌朝、教室の自分の席についた真まことは、あまりにもいろいろありすぎた昨日きのうのことを思い出してため息をついていた。


    　あの一連の非現実的な出来事が夢であってくれたら、どれほどよかったことか。


    「よう、おはよ。どうした、朝っぱらから不景気なツラして」


    　悪友の木き野のが、真に声をかける。


    「おはよ。昨日、いろいろあってな」


    　いろいろありすぎだ。


    　昨日はやはり女じよ難なんの日だったに違いない。


    　そういえば、今日の運勢はどうなんだろう？


    　今け朝さは占いをやってる番組を見損ねた。昨日の強烈な体験のせいで、侍さむらいと恐竜と無数の本に襲おそわれる悪夢を見てうなされて、寝坊してしまったせいである。


    「……みんなあの変な図書館のせいだ」


    「図書館がどうしたって？」


    　木き野のが不思議そうな顔をする。


    「あ、いや、その、何でもない」


    　特に口止めされていたわけではないが、木野に異い界かい図書館のことを教えるのはやめておくのが無ぶ難なんだ、と真まことは常識で判断した。


    　彼に、いや、彼だけでなく他の誰に話しても、異界図書館のことなど信じてもらえないだろうということは、容易に想像がつく。


    　この世には異界本という不思議な力を持つ本があり、その異界本を管理する図書館が存在する。その図書館の司し書しよは、異界力と呼ばれる不思議な力を持っており、そして、クラスメイトの小こ平だいら彩あやは、その司書だ。


    　真自身、自分の目で見ることなく、誰かにそんな話を聞かされたら、できの悪い冗談だと思うだろう。あるいは、そいつの頭が大丈夫かと疑うかもしれない。


    「なんだよ、水くせぇな。一番の親友だろ？　悩みがあるなら言ってみろ。ん？　ひょっとして恋の悩みか？」


    　とても人の悩みを親身になって考えてくれているとは思えない、軽薄かつ興きよう味み津しん々しんの口調で木野は言う。


    「いつおまえと親友になった？」　　　　


    　好奇心が無駄に旺おう盛せいな悪友は、真の憂ゆう鬱うつな理由を聞かないと納得しそうにない。


    　幸いなことに、ごまかすのにちょうどいい事実があった。


    「ほら、俺、昨日きのう、弓ゆ削げ先生に呼び出されたろ。現げん国こくの成績があまりに悪いから、なんか本を読んでレポートを提出しろ、だとさ」


    　そもそも、それがことの発ほつ端たんだった。


    　それに、それはそれで確かに、気分がふさぐ理由の一つなのだ。あの図書館での強烈な体験のおかげで、今となってはたいしたことではないようにも思えていたが、結局、苦く行ぎようが一つ課されていることにかわりはない。


    「ああ、そういや、生徒指導室に呼び出されてたな、なーんだ、そんなことか。ご愁しゆう傷しよう様」


    　木野は、期待していた恋の悩みでなくて少しガッカリした様子。


    「んなの、何でもいいからパッと読んで、適当に書いて出しちまえばいいんだよ。おまえ、アニメは好きだろ？　アニメの原作小説とかにすればいいじゃん」


    「それはダメって釘くぎを刺された」


    「じゃあ、お笑い芸人の出してる本とか。なんなら、貸してやろうか？」


    　木野は、軽い口調で言う。


    「おまえも一応、本は読むんだ？」


    　少し意外に思って、真は尋ねる。なんとなく勝手に、自分と同じように教科書とマンガ以外読まないものと決めてかかっていた。


    「そりゃあ、難しい本は勘かん弁べんだけど、少しは読むぜ。最近読んだのは、ええと、ほら、何つったっけ、タイトルはド忘れしたけど、芸人が中学生時代の体験を綴つづった本。マスコミで話題になってたし、映画にもなったから読んでみたけど、けっこういい話だったぜ」


    「そんなにいい話なら、タイトル忘れんなよ」


    　木き野のは真まことのツッコミを無視した。


    「で、必要なら明日あした貸してやるけど」


    　木野でさえ読める本なら、読みやすいかもしれないとは思ったが、なんとなく気がすすまなかった。


    「うーん、いや、いい。やめとく」


    　木野に借りをつくると、後あとが怖こわい。たかが本一冊の貸しぐらいで、どんな風に恩に着せてくるかわかったものではない。


    「そうか？　まあ俺は別にかまわないけどな。まあ、頑張れや」


    　興味を失って自分の席に戻ろうとする木野に、真は何の気なしにふと尋ねた。


    「……なあ、木野。俺、本を読むの苦手なんだが、本を読むコツみたいのってあるか？」


    「コツねぇ？　俺にもよくわかんねぇけど、本の世界に入り込むことじゃねぇか？」


    　木野の返答に、真はぎくりとする。


    　まさかこいつ、異い界かい本ぼんのことを知っているのか、と一瞬思った。


    「登場人物に感情移入して、自分がその世界に入ってるようなつもりになって読めば、楽しめると思うぜ」


    　木野はさらりと言う。どうやら、彼の言う〝本の世界に入り込む〟というのは、単なる比ひ[image: ]ゆ表現だったらしい。　


    「……あ、ありがとう、参考になったぜ。そうだよな、本にはその本の世界ってもんがあるよな」


    　少々焦あせりながら、真は言った。


    　どんな本にも、その本の世界がある。


    　自分で言ったその言葉が、頭の中で重くのしかかる。


    　そう、本には、その本の世界がある。だから、時としてその本の世界を現げん世せと繫つなげる異界本があり、異界力が存在するのだ。


    　そして、そのために異界図書館が存在している。


    　真は、いつしか、あれから図書館の意い志しに言われたことを回想していた。


    



    　メイド姿の図書館の意志は、真に言った。


    「異界図書館は、異界本が現世に悪影響をもたらすことを防ぐために存在します。そして、そのために、人材を必要としているのです」


    　真まことも困こん惑わくしたが、それ以上に反発したのは四人の司し書しよたちだ。


    「彼には何の異い界かい力りよくもないですよ？」


    　おとなしい彩あやですら、そう反論する。


    「いずれわかります。なぜ、私が彼を必要とするのか」


    　図書館の意い志しは、そう言っただけだった。


    「それとも、私の決定に、文句があるのですか？」


    　四人の司書たちは困った様子で、互たがいの顔を見る。それぞれ我がの強い彼女たちも、図書館の意志には逆らえないらしい。


    「まあ……それが異界図書館の意志であるなら……」


    「司書としては、従うしかありませんわね」


    　納得がいかない表情ではあったが、渋しぶ々しぶ同意した。


    「じゃ、これからは学校が終わったらここに来ること」


    　彩が代表して、真に言い渡す。


    「ちょ、ちょっと待ってくれ！　それって決定事項なのかよ？」


    　真は慌あわてて文句を言う。


    「何か問題でもある？　あなた、部活には入ってなかったと思うけど」


    「そういうことじゃなくて！　俺の意志は？」


    「あなたの意志は関係ない。ここでは、図書館の意志が絶対」


    　彩は当然のような顔で言う。


    「あなたみたいな本嫌いでバカな人間を司書に加えるというのは理解しがたいし、正直、不愉快だけど、それが図書館の意志である以上、受け入れるほかはない」


    　ひどいことをはっきりと言う。無口なくせに、案外、毒どく舌ぜつなところもあったのか。


    　他の三人もうんうんとうなずいた。


    「まったく同感」


    「今まで女性だけでやってきたのに、男性が入るとは残念ですわ。しかもそれが本も読まない野や蛮ばん人じんとは……」


    「でも、図書館の意志である以上、逆らえないよ、白しら雪ゆきちゃん」


    「だから残念なのですわ」


    「おまえらなぁ……」


    　言いたい放題言われて真もカチンと来たが、とにかくここでの絶対者が図書館の意志であるなら、彼女たちに文句を言うよりも、その図書館の意志を説得するのが先決だ。


    「俺に、こいつらの仲間になれってのか？　こんなに嫌われてるのに」


    「彼女たちの感情は問題ではありません」


    　図書館の意志は、微笑ほほえみを浮かべて答える。


    「俺は断る！」


    「あらあら、それは困りましたわね」


    　図書館の意い志しは、言葉とは裏うら腹はらに、たいして困っているようには見えなかった。


    「でも、あなたには引き受けるしか選せん択たく肢しはありませんよ」


    「冗談じゃねぇ！」


    　真まことは、ほとんど何も考えず、図書館の出口の方に向かって走り出した。


    「これ以上、こんなところいられるか！　悪いけど、帰らせてもらう！」


    　吐はき捨てて、本棚の間の狭せまい通路を走る。


    　言ってから、今のセリフが、ドラマやアニメで、その後に死んでしまう役のキャラクターがよく発する、いわゆる〝死亡フラグ〟のセリフだったなぁ、と気づくが、今さらどうしようもない。


    　それはともかく、走っていると、すぐにおかしいことに気づいた。


    　いくら走っても、出口が見えてこないのだ。


    　この図書館、こんなに広かったか？


    　そして、いい加減疲れてきた頃、まっすぐ走っていたはずの彼は、図書館の意志の前に戻っていた。


    「……あ、あれ？　さっきの場所？」


    　そこにいるのが図書館の意志だけだったら、先回りされたとも考えられるが、四人の司し書しよも先ほどまでと同じようにテーブルを囲んでいる。


    「だから、言ったでしょう？　ここでは、図書館の意志は絶対ですと」


    　白しら雪ゆきが呆あきれたように指摘する。


    「司書になることを引き受けないと、一生外に出られないよ？」


    　みんとが笑う。


    　疲れとショックで、真は床ゆかにへたり込んだ。


    　その真に、図書館の意志が近寄り、顔を寄せた。


    「引き受けてくださいますよね？　ご主人様」


    　ふざけて、メイドらしい言葉をかける。


    「何がご主人様だよ」


    　主人なのは明らかに図書館の意志の方だ。


    「わかったよ、司書にでも何にでもなってやるよ。だから、帰してくれ」


    「それじゃあ、明あ日すからよろしくお願いしますね、ご主人様」


    　図書館の意志はそう言うと、クスクス笑いながら消えていったのだった。


    



    「おい、大丈夫か？　ぼうっとして？」


    　木き野のの声で、真まことは我に返った。


    「あ、ああ。ちょっと、考え事してな」


    「あんまり真ま面じ目めに考えんなって。本のレポートなんて、適当に本を流し読みして、チャチャッと書けばいいんだよ」


    　木野は、肩越しに親指で小こ平だいら彩あやを指し示した。


    「いくら本を読むのがいいことだっつっても、あんな風になるのも考えモンだしな」


    　彩は、今け朝さも自分の席で静かに読書にいそしんでいる。


    　真が登校してきた時、すでに彼女は先に来ていたが、その時からずっとその調子。


    　一応、来た時に「おはよう」と声をかけてみたが、無視された。昨日きのうのことなど、まるでなかったかのような態度だった。別に挨あい拶さつをかわす間柄になったわけではない、とでも言いたいのか。


    　いや、というより、まるで、真も含め周囲の級友たちなど存在していないかのように無視して、ただ黙々と読書に没頭している。


    　他た者しやをいっさい寄せつけない見えないバリアーでも張って、その内側に閉じこもっているかのような印象で、それ以上、話しかけるのもためらわれた。


    「本好きもあそこまでいくと、かわいげがねぇよな。素材は悪くないのに、あれじゃ男も寄りつかないぜ」


    「……そうだな」


    　珍しく、木野の言うことに同感だ、と真も思う。


    　本好きなのはまあ趣味の問題だからいいとしても、どうして彼女はああも他人をよせつけないのだろう？


    



    　その日の放課後。


    　学校からの帰路、気がつくと真はまたしても異い界かい図書館の前にいた。


    「……まあ、たぶん、こんなことだろうと思ったけどな……」


    　真はため息をつく。


    　昨日は、解放されるためにやむなく司し書しよになることを口では承知したものの、こんな得え体たいのしれない図書館で司書をする気などなかった。いったん図書館を出たら、ここに戻ってこないつもりでいたのだ。


    　が、どうやら、そういうわけにはいかないらしい。


    　真は学校に通う高校生である以上、必ず帰り道を歩かねばならない。そして、帰り道を歩いていると、なぜかここに到着してしまう。


    　回れ右して逃げることも考えたが、おそらくそんなことをしても無駄だろう。昨日図書館内で逃げようとした時のように、またここに戻ってくるのがオチだ。


    　覚かく悟ごを決めて、中に入るしかない。


    　真まことは深呼吸すると、図書館に入った。


    「……で、俺はいったい、ここで何をすればいいんだ？」


    　ぶつぶつ言いながら、他の司し書しよたち、あるいは図書館の意い志しの姿を捜し、昨日きのう話をしたテーブルのある辺りへ進む。


    　テーブルの周囲には誰もいなかった。とりあえず、鞄かばんをテーブルに置き周囲を見回す。


    「誰もいないのかよ？」


    　返事はない。


    　図書館はまだ奥があった。昨日は奥から小こ平だいら彩あやが出てきたのを思い出し、そちらに進んでみる。


    　少し行くと、壁かべ際ぎわに図書館としてのカウンターがあり、彩がそのカウンターの向こう側の席についていた。


    　カウンターには、この古くさい図書館に似つかわしくないパソコンがあり、彼女はそのキーボードやマウスを操そう作さしている。


    「なんだ、いたのか。返事がないから、誰もいないのかと思った」


    　真が言うと、パソコンを見ていた彩が視線を上げた。


    「遅い」


    　いきなり文句を言われる。


    「おまえが早いんだよ。俺だって、学校終わって、わりとすぐ来たはずだぜ？」


    「外の時間とここの時間は、流れが違う。図書館に着いたら、ぐずぐずしてないでさっさと中に入りなさい」


    　彩は例によって、凄すごいことをさらっと言う。


    「そうなのか？」


    　真は腕時計を見る。


    　デジタル時計は普通に動いていた。が、表示している時間がおかしい。学校からの帰宅途中にここに来たのだから、今は午後のはずだ。が、なぜか午前十時過ぎを表示している。


    「ここではもう、司し書しよの勤務時間よ」


    「この時差は何なんだよ？」


    「学校が終わってからしか司書活動ができない私たちのために、図書館の意志が館内の時ときを調整してるの。私たち全員の時計も含めてね」


    　彩が説明する。


    「大丈夫、館内の勤務時間が終わって外に出れば、時計は本来の時間を表示する。いちいち調整し直す必要はないわ」


    「勤務時間……って？」


    「司し書しよになったんでしょ？　当然、勤務時間があるわ。館内時間で午前十時から、午後五時までが勤務時間」


    　彩あやは当然のように言い渡す。


    「冗談じゃない！　七時間もここにいろってのか？」


    　真まことは怒ど鳴なったが、彩の語調は変わらない。


    「勤務時間が終わって現げん世せに戻れば、経過しているのは一時間よ。日常生活にはたいして支し障しようはないわ」


    「いや、そういう問題じゃなく……」


    「大丈夫。図書館の意い志しは、問題ないようにちゃんと考えてくれてる。肉体的・生理的な時間経過は、現世の時間経過と同じ一時間分だけに抑おさえられてるの。そうでないと、ここにいる間、七倍早く年をとってしまうことになるから。だから、体感時間は七時間でも、お腹はすかないわ」


    「そいつはありがたいね」


    　真は皮肉のつもりで言う。まあ、確かに、七倍早く年をとったり、腹が減ったりしないのはありがたいが、だからといって七時間の拘こう束そくを歓迎する気にはなれない。


    「それでもお腹がすくようなら、おやつでもお弁当でも持参してかまわないけど、ここでは食べないで。館内は飲食禁止。食べる場合は控ひかえ室で。私物も控え室に置くように」


    　真の皮肉などまったく意に介さず、彩は注意を言い渡す。


    「控え室？」


    「そのドアから廊下に出て、すぐ左」


    　彩は、壁にあるドアを指し示す。


    〝関係者以外立入禁止〟の文字が書かれたドアがあった。


    「廊下の奥には行かないように。あなたが入っていいのは、控え室だけよ。奥にはより危険な異い界かい本ぼんの保管室なんかもあるから、あなたみたいな素人しろうとを入れるわけにはいかない」


    「わかった」


    　真はうなずいた。


    　行くなと言われるとかえって好奇心もわくが、わざわざ自分から危険に足を踏み込んでまで好奇心を満足させるほど彼も愚おろかではない。


    「あ、トイレは？　一時間とはいえ、生理的な時間経過があるなら、トイレに行きたくなることもあるだろ？」


    「化粧室はそっち」


    　彩は別のドアを指す。


    　見ると、確かに男女別のトイレのマークがついている。


    「男子トイレと女子トイレ、別なんだ」


    　レトロな建物なので、なんとなくトイレは男女兼用かと思っていた。


    　彩あやは思い出したように言い渡す。


    「これから男子の方の掃そう除じはあなたの担当よ。図書館利用者も使うんだから、常にきれいにしておくように」


    「げ、俺がトイレ掃除しないといけないのかよ？」


    「妥だ当とうでしょ。司し書しよの中で男子トイレを使うのは、あなただけなんだから。それに、あなた雑用以外に、何の役に立つっていうの？」


    　まったく容よう赦しやがない。


    「……雑用って……」


    「あなたのここでの役割は、当面は雑用係よ。いっそ女子トイレの掃除も任まかせたらって提案したんだけど、これは宮みや本もとさんと中なか富とみさんが強きよう硬こうに反対したのでやめておいたわ。そちらはこれまで通り、私たち四人が交こう替たいでするから、ありがたく思いなさい」


    「へいへい、ありがたいことで」


    　その時の静しず香かと白しら雪ゆきの顔が目に浮かぶ。彼女たちは、別に真まことの仕事を軽けい減げんしたいのではなく、単に彼が女子トイレに入るのを嫌っただけだろう。


    「わかったら、男子トイレの方、早く始めなさい」


    「その前に、私物は控ひかえ室に置くんだろ？　じゃあ、鞄かばんを置いてくる」


    　真は先せん刻こく、テーブルの上に置きっぱなしにしておいた鞄をとりに戻った。


    　鞄を持ってくると、彩はもう真に興味を失ったように再びパソコンに向かって何やら作業していた。こんな利用者のいない、少なくとも今この瞬間には利用者のいない図書館で、いったい何の作業をそんなに熱心にしているのだろう。


    　疑問に思ったものの、話しかけるのはやめておく。


    「このドアから廊下に出て左って言ってたっけ」


    〝関係者以外立入禁止〟のドアを開あける。


    　確かにその先は廊下で、左右に扉とびらがあった。廊下の奥の方は暗く、先刻の話を聞いたせいか、なんとなくまがまがしい雰囲気があるような気がしてならない。いずれにせよそちらに行くつもりはなかった。


    　真は、控え室と教えられた左側のドアを開ける。


    　そして中を見た瞬間、硬こう直ちよくすることになった。


    「……あ……」


    　次の瞬間、三人の声が重なった。


    「きゃあああああああ！」


    　けたたましい悲鳴を上げたのは白雪。


    「ひゃあん！　バカァ！」


    　同じ悲鳴でも、どこかすっとぼけているのはみんと。


    「バ、バカ野郎！　見るんじゃねぇ！」


    　悲鳴というよりも、むしろ怒ど声せいなのは静しず香かだ。


    「ご、ごめん！」


    　真まことは慌あわててドアを閉しめた。


    　部屋の中の三人が着替え中で、ほとんど下着姿だったのだ。


    



    　数分後、私服に着替えて部屋から出てきた三人は、図書館のカウンターの前で真に詰め寄っていた。


    「てめぇ！　乙女おとめの着替えをのぞくとは、どういう了りよう見けんだ！」


    　怖こわい顔をした静香が、真に迫せまる。


    「いや、のぞくだなんて、そんな。俺はただ、私物を控ひかえ室に置くように言われて……」


    　真はカウンターの彩あやに同意を求める。


    「そうだとしても、女性が使っている控え室に入るのに、ノックもしないなんて、非常識ですわ！　まったくこれだから男性なんて！」


    　白しら雪ゆきも顔を真っ赤にして怒っている。


    　その怒いかりの矛ほこ先さきは彩にも向けられた。
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    「それに、この男に控ひかえ室を使わせるなんて、小こ平だいらさんも不用意ですわよ」


    「着替え中であることを忘れていて、彼を止とめなかったのは、確かに私の失しつ態たい。それについては謝るわ」


    　いつもの淡たん々たんとしたしゃべり方なので、謝ると言われてもあまり誠意が感じられない。


    「でも、彼にも控え室は必要よ。ここは、図書館利用者のための公共スペースであって、司し書しよの私物が置いてあるのはまずいわ」


    　と指摘する。


    「正論だけどさ、控え室はあたしたちの更こう衣い室でもあるんだから、やっぱ男を入れるのはな」


    　静しず香かが、真まことの控え室使用に難なん色しよくを示す。


    「その通りですわ。あなたは着替えることは滅めつ多たにないからいいでしょうけれど、私たちは外での活動のためによく着替えますから、こんなことがあってはたまりませんわ」


    　白しら雪ゆきが同調する。　


    「今後は入室の際に、ちゃんとノックするよう徹底させれば問題ないわ」


    　彩あやはそれほど問題とは思っていないらしい。


    「大ありです！　みんとさんなんか、着替えた服を脱ぎ散らかしたままにしていたりしますし」


    　今度はみんとに飛び火する。


    「それは散らかしてる方が悪いわね」


    「別にいいじゃん、下着じゃないんだしぃ」


    　当のみんとは、着替えを見られるのはともかく、脱ぎ散らかした服を真に見られることにはそれほど抵抗はない様子。


    「よくないです！　はしたない。それに、外出中に、着替えた服を入れたロッカーをこの変へん態たいにのぞかれるかもしれないと思うと落ち着いて仕事もできませんわ」


    　潔けつ癖ぺきな白雪には耐えられないことらしい。


    「そんなことしないって……。つーか、男性にどういうイメージもってんだよ？」


    「わかるもんですか」


    　白雪は真をにらみつける。


    　女子校通いのこのお嬢様は、男性にかなり偏へん見けんを持っているようだ。


    「だいたい、本当に気づきませんでしたの？　中で私たちが着替えているのに気づいて、わざとドアを開あけたのではありません？」


    「透視能力者じゃねーんだから、中で着替えてるなんてわかるわけないだろ！　でもって、もし透視能力持ってたらそもそもドア開けて見る必要ねーし」


    「ほら、やっぱりのぞきたいんじゃありませんか！」


    「そういうこと言ってるんじゃねー！　誰がてめぇの貧ひん相そうな体なんか見るか」


    　白雪と真が睨にらみ合う。


    「貧ひん相そうとは失しつ敬けいですわね！　この私の完璧なボディを」


    「見られたいのか、見られたくないのか、どっちなんだよ？」


    「いいぞ、やれやれ！　もっとやれ！」


    　ケンカ腰の二人をみんとが面白がって煽あおる。


    　さすがに彩あやが割って入った。


    「今はそういう話じゃないはずよ」


    「そうでしたわ。で、どうしますの？」


    「しかたないわね。ついて来て」


    　彩が歩いていったのは、問題の控ひかえ室の前だった。が、左側の控え室の方ではなく、それと向かい合った右側のドアを指さす。


    「あなたの控え室はこっちにするわ」


    　真まことに向かってそう言い、さらに白しら雪ゆきたちに視線を向ける。


    「それで文句ないわね？」


    　三人はうなずく。


    「ＯＫ。文句ないぜ」


    「最初からそうしていればよかったのですわ」


    　白雪も納得したようだ。


    「え？　じゃあ、こっちの部屋は俺専用の控え室ってこと？」


    　真は喜んでドアを開あけて中を見て、呆ぼう然ぜんとした。


    　部屋の中には、さまざまな道具や箱、壊こわれた椅い子すなどが乱雑に置かれていた。


    「……専用じゃないよ。そこ、物置だから」


    　背はい後ごでみんとがケラケラ笑っていた。


    「こういう扱いかよ……」


    「専用の控え室が与えられたんだから、こっちの女子控え室には入るなよ？」


    　静しず香かが釘くぎを刺す。


    「わかったよ、こっちを控え室として使えばいいんだろ？」


    　真は積み重ねられている箱の上に私物の鞄かばんを置いた。　


    「……で、俺は何をすればいいんだ？」


    「あなたは雑用係と言ったはずよ」


    　もうこの問題は片づいたとばかり、彩はさっさと戻っていく。


    　白雪が、真の控え室兼物置に入り、掃そう除じ用具のロッカーからモップを取り出して真に突きつけた。


    「私たちが戻るまでに、館内をきれいに掃除でもしておきなさい！」


    　モップを押しつけられて、真はため息をついた。


    「やれやれ……」


    「真ま面じ目めにやらないと、ホラー小説の世界に放ほうり込みますわよ」


    「はい、真面目に掃そう除じさせていただきます」


    　真まことはモップを持って館内に戻った。


    



    　一足先にカウンターに戻っていた彩あやは相変わらず、パソコンに向かっていた。


    「それじゃ、行って来るねー！」


    　私服姿の三人が、その彩に挨あい拶さつして出て行く。


    　ちなみに、静しず香かの私服はジーンズ姿。すらりとした体型に似合っていて、この格好で歩いているとモデルのようだ。


    　白しら雪ゆきは清せい楚そなブラウスとシックなロングスカート。黙ってさえいれば、どこから見ても上品な深しん窓そうのお嬢様、だ。


    　みんとは、趣味の悪いプリントのシャツにキュロットスカート。どういうファッションセンスだ。


    「そういや、わざわざ着替えて、どこに行くんだ？」


    　真が尋ねる。


    「司し書しよの仕事にきまってんだろ」


    　静香が答えた。


    「制服姿だと、どこの学校に通ってるかバレるかもしれないからね。司書が正体バレるのは、よくないから」


    「なにしろ、場合によっちゃ、違法な手段もとらないといけないこともあるからな」


    　みんとと静香が交こう互ごに説明したので、着替える理由はなんとなくわかったものの、その、外での司書の仕事というのがわからない。


    「なるべく、穏おだやかにお願い。この前みたいなよけいな出費はしたくないから」


    　彩が声をかけた。


    「はいはい、財務大臣殿。気をつけます。それじゃ行ってくるねー」


    　みんとがおどけて敬礼し、三人は出口の方へ歩き出した。


    「彩さんと一緒に狼おおかみを残していくのは不本意ですが、気をつけてくださいね」


    　白雪は言い残す。


    「狼って、俺のことかよ？　ホント、信用ねーな」


    　真がつぶやく。


    「結局、あいつらの外での仕事って何なんだ？」


    　後に残った彩に尋ねる。


    「異い界かい本ぼんの回収よ。危険な異界本が外にあったら、放っておけないでしょ？」


    　彩あやはパソコンの操そう作さを続けながら、面倒そうに答える。


    「場合によっては、異い界かい本ぼんから外に出てきたキャラクターを倒したり、異界本の中に入り込んで出られなくなった人を救出したりもするわ」


    「なるほど……それが司し書しよの役目なのか」


    　異界図書館の司書という存在がなぜ必要とされるのか、それがようやく理解できた。


    「言っておくけど、あなたにその仕事は無理」


    　彩は例によって容よう赦しやなく指摘する。


    「だから、雑用係よ。いつまでもダベってないで仕事をしなさい」


    



    　広い図書館内は、床ゆかにモップをかけるだけでえらく時間がかかる。


    「はあ。なにやってんだろうな、俺」


    　真まことは自分のやっていることがむなしくなっていた。


    　なんでこんなに広い図書館の掃そう除じをやらされなきゃいけないんだ？


    　これはいったい何の罰ばつだ？


    「床を拭ふくのにいつまでかかってるの？　男子トイレの掃除も担当になったこと、忘れてないでしょうね？」


    　カウンターの方から彩が声をかけてきた。


    「はいはい、これ終わったらやるよ！　さっさと終わらせりゃいいんだろ？」


    　ヤケになって返答すると、真は、モップを握り直す。


    「えーい、じゃあ、ガーッと行くぜ。うりゃああああ！」


    　一気に終わらせるべく、真は猛もう然ぜんとモップをかける。


    「うりゃ、うりゃ、うりゃ、でやあああ！」


    　床を拭きながら迷路のような本棚の間を駆け抜けていく。


    　だが、少々勢いをつけすぎた。


    　突き当たりの本棚が見えたので止とまろうとしたのだが、モップで拭いた直後の床でツルリと足が滑すべる。


    　真はそのまま、頭から本棚に突っ込んだ。


    「痛ぇ！　……おっと、ととと！」


    　本棚自体が今の追つい突とつのショックでグラリと揺れて、向こう側に倒れそうに傾いている。


    　真は慌あわてて、本棚をつかみ、向こう側に倒れないよう、引っ張った。


    　今度は引っ張りすぎて、手前に傾いた。


    「わっと！　あ、あぶねぇ！」


    　慌ててそれを押さえ、本棚自体が倒れるのはかろうじて防いだのだが。


    　傾いた本棚から、ドサドサドサと大量の本が真の頭ず上じように降ってきた。


    「ち、畜生……」


    　まったくついてない。


    　カウンターの方で、彩あやがため息をついた。


    「掃そう除じもろくにできないの？　ちゃんと本を元に戻しておきなさい。それと……」


    「それと、何だよ？」


    　本を拾い集めながら真まことが訊きき返すと、彼女は言った。


    「ここは図書館なのよ、わかってる？」


    「わかってるよ。それがどうかしたか？」


    「図書館では静かに。常識でしょ。掃除は黙ってやりなさい」


    



    「……床ゆかのモップがけも、トイレ掃除も終わったぞ」


    　とりあえず言われた仕事はなんとか終わらせて、真は彩に報告した。


    「ご苦労様」


    　あまりご苦労様とは思っていないような、形だけのねぎらいの言葉が返ってくる。


    「道具を片づけたら部屋で少し休きゆう憩けいしていていいわ。後でカウンターの仕事を代わってもらうけど」


    「なあ、さっきから思ってるんだけど、パソコンで何の作業してるんだ？」


    　真は、カウンターの後ろに回り、彩が操そう作さしているパソコンの画面をのぞき込んだ。


    　画面には、折れ線グラフが映うつっている。


    「あなたには関係ないわ」


    　彩は言った。


    「でも、後でカウンターの仕事を代わるんだろ？」


    「これは、それとは別。カウンターでの仕事は、図書館の利用者が来たら、望む本のところに誘導してあげること」


    　彩はパソコンをいじる手を止とめることなく、彼にカウンターの仕事の説明をする。


    「もっとも、あなたにはまだそれも無理でしょ。カウンターにあなたしかいない時に誰かが来たら私を呼びなさい」


    「本の貸し出しの手続きとかはどうすんの？」


    　真は尋ねる。


    「図書館と言っても、ここは館内閲えつ覧らんオンリー。すべての本は持ち出し不可よ」


    　彩は呆あきれたように答えた。


    「考えてもごらんなさい。異い界かい本ぼんを貸し出したりしたら、どんなことになるか」


    「それもそうだ」


    　外の世界、彼女たちの言う〝現げん世せ〟で、異界本から侍さむらいだの恐竜だのが出てきたら、とんでもないことになる。


    「じゃ、さっきからパソコンで君がしてるのは何？」


    「株式投とう資しよ」


    　意外な答えに、真まことは驚く。


    「株式？」


    　パソコンのモニター画面に映うつっているグラフは、株式相そう場ばの推すい移いらしい。


    　彩あやは説明した。


    「世の中、せちがらいのよ。何をするにもお金がいるの。異い界かい図書館といえど、活動資金が必要なのよ」


    「そっか。灯あかりやそのパソコンの電気代とか、トイレの水道代とか……」


    　真が納得すると、彩がそれを否定する。


    「その出費は必要ないわ。図書館内においては、図書館の意い志しが絶対なのを忘れた？　ここでは図書館の意志が電気も水も供給してくれるの。タダで使い放題よ。第一、現げん世せと異界の狭はざ間まにあるこの図書館に、電力会社や水道局からライフラインが繫つながってると思う？」


    「ええと、光熱費や水じゃないとすると、なんで金がいるんだ？」


    　電気代や水道代でないのなら、税金だって払っていないに違いない。図書館という施設にどんな税金がかかるのかは知らないが。


    「本当に鈍にぶいのね。図書館内では図書館の意志が絶対、ってことは、逆に言えば、図書館の外では図書館の意志は絶対じゃないってことよ。今日も、宮みや本もとさん、中なか富とみさん、立たち花ばなさんが外に出ているでしょ？」


    「ああ、なるほど。外での活動資金か」


    　真は、三人が出て行く時に、彩がよけいな出費をするなと言っていたのを思いだした。


    「そういうこと。たとえば、高価な古こ書しよとなっている異界本を買い取る時とか、異界本から出てしまったキャラクターとの戦いで何かを壊こわしてしまって弁べん償しようする場合なんかのために、お金が必要なのよ。その活動資金を稼かせぐのが私の役目」


    「それで、株式投資？」


    「そうよ。言い忘れてたけど……」


    　何か言いかけたところで、急に彼女は黙りこみ、パソコンのモニターを食い入るように見つめた。


    「……何を言い忘れてたんだ？」


    「しっ、気が散る！」


    　恐ろしいほど真剣な眼めで、彩は折れ線グラフを見つめ、パソコンを操そう作さして、別のグラフのウィンドウを次々と開いていく。


    「これはチャンス！　行くわ！」


    　彼女はカウンターに置いていた本を手に取ると、ばっと中程のページを開く。


    「チェンジ！」


    　かけ声と同時に、一瞬で彼女の姿が変へん化げした。


    「……な？　小こ平だいら……さん？」


    　真まことは驚いて瞬しばたたく。


    　たった今まで桐きり中なか高校の女子の制服姿だった小平彩あやは、別の姿になっていた。ＯＬ風のスーツ姿でビシッと決めたスタイルだ。なんだか身長まで高くなっているような気がする。ハイヒールを履はいているせいか？　いや、それだけではなさそうだ。ついでに、バストも幾分、ボリュームを増している。


    　真はすぐに理解した。これは、静しず香かが忍しのび装しよう束ぞくに、白しら雪ゆきが黒マントに、みんとが白はく衣い姿になったのと同じ現象だ。異い界かい力りよくによる変身である。


    　どうやら軽めの異界力ならそのままの姿でも使えるが、強い異界力を行こう使しするためには、それにふさわしい姿にならねばいけないものらしい。変身の時に本を開いたのは、その本の異界力で変身している、ということなのだろう。


    「間違いない。この株は買いよ！」


    　彩の指が今まで以上に高速で、パソコンのキーボードに躍おどる。


    「いったい……？」


    「いいから、ジャマしないで」


    　真が話しかけても、彩はパソコンを見たままだ。


    　しばらくそうしてパソコンを操そう作さしていたが、やがて彼女は指を止とめた。


    「ふう、なんとか間に合った」


    　ようやく一息つく彼女に、真は尋ねる。


    「ええと……株式相そう場ばが、重要な局きよく面めんだった……ってこと？」


    「そんなところね。今の数分で十万単位のお金を稼かせげたはずよ」


    　そう言われても、実感がわかない。


    「マジかよ？　っていうか、ここと外は時間が違うはずなのに、なんでリアルタイムのトレードができるんだ？」


    「このパソコンは、館内時間に対応した現げん世せ時間と繫つながってるのよ」


    　彩は説明した。


    　よくわからない理り屈くつだが、とにかくこのパソコンは外のネットと繫がっているらしい。


    　さっき外からのライフラインはここに通じていない、と言っていたのと矛む盾じゆんするような気もするが、通信回線は例外のようだ。


    「まあ、よくわからないけど、資金を増やせてよかったな。ところで、さっき言いかけてたのは何なんだ？　言い忘れてたことって？」


    　真まことに訊きかれて、彩あやは答えた。


    「私の異い界かい力りよくのことを言おうとしたのよ。見ての通り、私の異界力は、経済投とう資し。この姿になれば、どんな経済評論家よりも経済変動を正確に予測し、誰よりも的確に投資できる」


    　彩はそう言って、元の姿に戻った。


    　やはり、戻ると身長が低くなっている。変身中、背が高くなっているように思ったのは、気のせいではなかったようだ。異界力による変身は、単に服装を変えるだけでなく、時には体格さえも変えてしまうものらしい。


    「この経済能力があったから、私は経理担当として、異界図書館の司し書しよに迎え入れられたというわけよ」


    　なるほど、異界図書館にとっては、活動資金確保のためにもぜひスカウトしておきたい重要な人材に違いない。


    　みんとは彩のことをふざけて財務大臣と呼んでいたが、理由のないことではなかったのだ。


    「君は後こう方ほう担当で、宮みや本もと、中なか富とみ、立たち花ばなは、前ぜん線せんに立つ実戦部隊ってわけか」


    　何気なく真が言うと、彩はなぜか顔をくもらせた。


    「そうね。それぞれ、傑けつ出しゆつした戦闘能力、魔法力、科学力を買われて、図書館にスカウトされたのよ。お金を稼かせぐしか能のない私と違って」


    　そこまで説明して、彩は改めて真をじっと見る。


    「図書館の意い志しは、いったいあなたの何を評価して、スカウトしたのかしら」


    「それはこっちが知りたいよ。おかげで俺は、ここで掃そう除じにこき使われてるんだからな。しかも、ただ働きで」


    　不平たらたらの真に、彩は言った。


    「あら、こっちもそこまで鬼じゃないわ。バイト代なら出すわよ」


    　図書館の経理担当の言葉に、現金な真は態度をくるりと変える。


    「ホントかよ？　それを先に言えよ！」


    「新人だし、ただの雑用係だから、時給は六百五十円でいいわね？」


    　それほどわりのいいバイトではないが、ただ働きよりはマシだ。


    「少ないけど、まあいいか。七時間だから、それでも一回、ええと……四千五百五十円だな」


    　いい小遣い稼ぎ、と思ったのはつかの間の夢だった。


    「残念。時給は現げん世せでの拘こう束そく時間基準よ。つまり、一回、一時間分」


    　彩に言われて真は叫さけんだ。


    「詐さ欺ぎだぁー！」


    「もう一度言うけど、図書館内では静かに」


    



    「しばらくカウンターをお願い」


    　彩あやはカウンターを真まことに任まかせ、休きゆう憩けいと称して控ひかえ室に引っ込んだ。


    　任されたのはいいが、席についているだけで、することがない。


    　しばらくは自分も休憩のつもりでボーッとしていたが、だんだん退屈になってくる。


    　時計を見ると、館内時間で仕事が終わるまで、まだ三時間ぐらいあった。


    「……勘かん弁べんしてくれよ」


    　人間、何もすることがないというのは辛つらいものだ。


    　一時間分の時給で、就しゆう業ぎよう時間いっぱい掃そう除じなどの雑用でこき使われてもたまらないが、かといってこれはこれで暇ひまでしかたない。


    　図書館の利用者は来ないし、静しず香か、白しら雪ゆき、みんとも帰ってこない。


    「そうだ、パソコン」


    　外のネットに繫つながっているのなら、ネットサーフィンで暇を潰つぶせる。


    　そう思ってマウスを動かしてみると。


    　スクリーンセーバーが止とまってスクリーンに出た画面は、パスワードの入力を指示するものだった。わざわざ、パスワードを入れないと操そう作さできないようにしておいてから控え室に行ったのだ。


    「だーっ！　小こ平だいらのやつ……コケにしやがって」


    　わざと意地悪しているとしか思えない。


    　パスワードを訊ききに行こうかとも思ったが、それをするのはなんだか負けのような気がして癪しやくだ。


    「しかし、それじゃどうするかな……」


    　マンガでもあれば読んで時間を潰すのだが。


    　そういえば、ここにはこれだけ本があるのに、マンガはないのだろうか？


    　マンガだって本には違いない。


    　それぞれの本に異い世せ界かいがあるのなら、マンガにもある。


    　作者や読者の強い想いによって本が異い界かい本ぼん化するのなら、マンガ家やマンガの読者の想いによってマンガが異界本になってもいいはずだ。


    　現在の日本では、毎年、毎月、ものすごい数のマンガが発行されているのだから、そのほんの一部が異界本になるだけでもそうとうあるんじゃないか？


    　そう考えた真はマンガを探して、広い図書館をぐるりと巡めぐってみたが、やはりマンガはないようだ。


    　ということは、どうやらマンガは、異界本になりにくいものらしい。


    「なんでマンガはないんだよ？」


    　真は疲れてカウンターに戻ってつぶやく。


    「マンガの世界は、世界がビジュアル化されている分、逆に人はその世界を強くイメージしようとしないからよ」


    　不意に、疑問の答えを言われた。


    　驚いてそちらを見ると、例のメイド姿の図書館の意い志しがいた。


    　彼女（？）はいつも不意に現れる。


    「異い界かいを成立させるのは、その本に関わった人、作者や読者の、その世界への想いよ。もちろん、マンガの作者や読者にもその想いはあるけど、視覚的にその世界を表現したり見たりできる分だけ、かえってその世界をイメージして[image: ]造する力が弱いの。理論上は、マンガ、そして映画やアニメやドラマやゲームといった映像作品にも異界そのものは存在しうるけど、それらの世界が異界本のように現げん世せを侵しん食しよくすることは滅めつ多たにないわ」


    「なんだかわかったような、わからないような理屈だな。……っと、それよりも」


    　この機会に、訊きいておかないといけないことがある。


    「何で俺を司し書しよにしたんだよ？」


    「昨日きのうも言ったでしょ？　あなたが必要だからよ」


    　図書館の意志は艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。


    「だから、なぜ？　俺には、小こ平だいらのような経済投とう資しの能力もないし、他の三人みたいな特殊な力もないのに」


    「本当にそうかしら？」


    「そうだってば。それとも、あんたも俺を雑用係にしたいわけ？」


    　文句を言ってから、真まことはあることに気づく。


    「っていうか、ここ、掃そう除じって必要なのかよ？　図書館内ではあんたの力は絶対なんだろ？　恐竜のせいでグチャグチャになった本棚もすぐに直せたんだから、床ゆかやトイレをピカピカにするぐらいわけないんじゃないか？」


    「もちろん、その気になればわけないけど」


    　図書館の意志は認めたが、すぐに付け足す。


    「でも、あなたに雑用を押しつけてるのは、他の四人の、あなたへの嫌がらせだから。私がそれをジャマしちゃ悪いでしょ」


    「なんでそうなるんだよ？」


    　真が言ったのは、なぜ嫌がらせを止とめないのか、という意味だったのだが。


    「あなたに嫌がらせして司書を辞退させれば、いくら私でもそういつまでも無理にあなたをここに留とどめないだろうって考えてるのよ。で、白しら雪ゆきさんが中心になって計画してるわけ。あの娘こ、上品そうに見えて、けっこう策さく士しの一面があるから。男性不信の彼女は、これまで女性だけだった司書に男性が加わること自体が気にくわないのね」


    　図書館の意志は、なぜ四人が嫌がらせするのか、という質問と受け取ったらしい。あるいは曲きよつ解かいしてとぼけているのか。


    「静しず香かさんは、百ひやく戦せん錬れん磨まの実力者だから、あなたが頼りなく見えるんでしょうね。実は少女趣味であることを初対面のあなたに知られてしまったというのも反発する一いち因いんだけど。そういうのが似合わないと思いこんでいて、それがコンプレックスになってるの。みんとさんの場合は、二人と仲がいいから同調しているのと、その方が面白そうだからね。あの娘こは面白いことが大好きだから。別にあなたを嫌ってるわけじゃないわ」


    「嫌ってるわけでもないのに嫌がらせするってのも、それはそれでヒドいんだけど。じゃあ、小こ平だいらは？」


    「彩あやさんが一番問題ね。あの娘は誰に対してもあんな感じ。もっと心を開いてくれるといいんだけど。その点でも、あなたに期待してるんだけどね」


    「何を期待してるのか知らないけど、勝手に期待されても困るよ」


    　図書館の意い志しが何を考えているのか、真まことにはさっぱり理解できなかった。


    「とにかく四人は、俺に出ていってほしいと思って嫌がらせしているし、あんたはそれをわかっていて、嫌がらせを止とめない。俺自身だって、こんなところにいたくはない。中なか富とみの期待通り、俺を辞やめさせたらいいじゃないか？」


    「それじゃダメなの。あなたは必要だし、嫌がらせに耐えて残ってもらわないとね」


    　ますます勝手なことを言ってくれる。


    「ところで、ちょっと手を出してくれる？」


    「は？」


    　図書館の意志に急に言われて、真は戸と惑まどいながらも右手を前に出す。


    「こうか？」


    　すると図書館の意志は、その真の手の上に、ポンと一冊の本を置いた。


    「はい」


    「え？」


    　表紙を見ると、それは昨日きのう見た、というか中に入った本、『燃もえよ剣けん』だ。


    　いったいどういうつもりか、と尋ねる暇ひまもなかった。


    　次の瞬間、彼は本の世界に入ったあの時と同じ、光と文字の溢あふれる空間に入り込んでいた。


    「うわぁ、またかよ？」


    　叫さけびながら、真は奇妙な既き視し感かんを味わっていた。


    　異い界かいに入るのはこれが二度目なわけだが、この空間を通る時の感覚を、ずっと昔にも、味わったことがあるような気がした。


    「……あれ？　前にもこんなこと……あったっけ？」


    　昨日はあまりにも異様な経験ずくめで余裕がなくて、あまりそれを考えることができなかったが、今回はそれが気になる。


    　だが、以前に体験していたとすれば、それはいったいいつのことだ？


    　考える時間はあまりなかった。


    　気がつくと、またもや彼は本の中の世界、異い界かいに出ていたのだ。


    　ここはやはり幕ばく末まつの京都だろうか？　暗いのでよくわからない。辺りは夜だった。


    　家々の灯あかりはあるものの、電気のない時代の灯とう火かなので暗いのだ。もちろん、街灯などというものはない。


    　図書館の意い志しの姿を求めてきょろきょろと辺りを見回してみるが、それらしい姿は見あたらなかった。


    　そのかわり、前方にいた十人ほどの一団が彼に声をかける。


    「何をぼうっとしている！　早く来い！」


    「え？　俺？」


    　どうやら、彼を呼んでいるらしい。


    　よく見れば、彼らはあの新しん撰せん組ぐみだった。


    「臆おくしたか。貴き様さまそれでも新撰組隊たい士しか？　士し道どう不ふ覚かく悟ごは切せつ腹ぷくだぞ」


    　そう言っているその男は、例の土ひじ方かた歳とし三ぞうだ。


    「……俺が新撰組？」


    　言われてから気づく。


    　真まことの服装は、この前見た新撰組の隊士の格好になっていた。


    「……どうなってんだ？」


    「いいから早く来い！」


    　有う無むを言わせぬ命令口調に、真はやむなくそちらに向かう。


    　彼が合流すると、土方たち新撰組の隊士たちはうなずき合う。


    「よし、行くぞ」


    　そして、近くの旅籠はたご屋やにドカドカと乱らん入にゆうしていく。


    「新撰組だ！　御ご用よう改あらためである！」


    「この店に不ふ逞てい浪ろう士しがいないか改める！」


    　などと声こわ高だかに言いつつ、困こん惑わくして止とめようとする店の人間を乱暴に突き飛ばし、勝手に奥へと進んでいく。


    　真が驚いて店の入り口辺りに残ってただ見ていると、そのうち、奥の方でバタバタとすごい騒ぎになり始めた。


    　キンという、刀の金属音も聞こえてくる。


    　どうやら中で斬きり合いが始まったらしい。


    「冗談じゃない！　付き合ってられるか」


    　斬り合いに巻き込まれてはたまらない。他の隊士たちがみな店の中に入っていて、誰も彼を見ていないのを幸いに、彼はさっさと店から遠ざかった。


    「それにしても、なんで俺が新しん撰せん組ぐみの格好になってるんだ？」


    　腰にはちゃんと二に本ほん差ざし。時代劇の主人公たちは、みんな軽かる々がると刀を扱っているように見えるが、こうして腰に差していると、意外に重くて、走りにくい。


    　さらに走りにくいことに、履はき物は下げ駄たときている。


    「ふう」


    　それでもなんとか十分逃げて、やっと一息つく。


    「いったいなんだってんだ？　なぜ図書館の意い志しはまた俺をここに送り込んだんだよ？　それも新撰組の隊たい士しとして」


    　ぶつぶつ言いながら、真まことはまた周囲を見回す。


    　この時代の夜の街の暗さにも目が慣れてきた。


    　月明かりの下、目の前に白い建物が見える。


    「……これは、土ど蔵ぞう？」


    　真は江戸時代の京都の風景にそれほど詳くわしいわけではないが、どことなくその建物は京の街の風景にそぐわないような気がした。


    　もちろん、京都にも商しよう家かは多いし、商売をやっている家なら蔵くらがあってもおかしくはないのだが、どこかが不自然に思えて、妙みように気になるのだ。


    　真がぼうっとその土蔵を見ていると。


    　不意に、声が聞こえた。


    　いや、というより、声が聞こえたような気がした。


    　本当に聞こえたのかどうか、よくわからない。


    　音声として耳で聞いたというよりも、頭の中に直接響いた、そんな感じだった。


    　だとすれば、声が何を言っているのかはっきりわかりそうなものなのだが、実のところ、具体的に何と言っていたのかは、まったくわからない。


    　ただ、その声には、深い悲しみがこもっているのが感じられた。


    「……今の声……いったい何なんだ？」


    　真は周囲を見回す。


    「……俺に何か言いたいのか？　誰なんだ？　いったいどこにいるんだ？」


    　しばらくキョロキョロしていた真の視線が、例の土蔵に向く。


    「……そこに……誰かいるのか？」


    　真は土蔵に近づこうとした。


    　その時、背はい後ごから別の声。今度ははっきりとした声だ。


    「いたぞ！」


    　振り返ると、新撰組の土ひじ方かたと平ひら隊士が二人ほど、真の方に走ってくる。


    「げ！　あいつら、追ってきやがった」


    　真まことは慌あわてて逃げ出す。


    　が、慣れない和服に二に本ほん差ざし、下げ駄たでは、たいして速くは走れない。


    　あっという間に新しん撰せん組ぐみに追いつかれ、後ろから襟えり首くびをつかまれ、引き倒される。


    「貴き様さま、わかってるのか？　戦いに背を向け逃げ出すとは士し道どう不ふ覚かく悟ごだぞ」


    「副長の定めた法はつ度と、まさか知らないとは言わないだろうな」


    　土ひじ方かたを含めた追おっ手て三人は、仰あお向むけに倒れた真を上から見下ろし、腰の刀の柄つかに手をかけて今にも抜ばつ刀とうしそうだ。


    　どうやら、敵てき前ぜん逃とう亡ぼうをとがめているらしい。彼らの言う法度とやらを真は知らないが、今冷たい目で彼を見下ろしている土方が定めたものなら、さぞ厳しいものに違いない、ということは想像できた。


    「ま、待て。落ち着け！　話を聞け」


    　真はとっさにまくし立てた。


    「俺は逃げたんじゃなくて……そう、敵を追っていたんだ！」


    「そいつは、長ちよう州しゆうの不ふ逞てい浪ろう人にんか？」


    　一人が訊きき返したので、真は話を合わせた。


    「た、たぶんそうだ。さっきの店から逃げだしたのを見つけて、ここまで追ってきたんだが、この辺りで見失ってしまって。たぶん、向こうに行ったのだと思うんだが」


    　これでうまくごまかせた、と思ったのだが、土方はそう甘くはなかった。


    「だったらなぜ、我らを見て逃げようとした？」


    「それは、その……」


    　土方のもっともな追及に、真は返す言葉もない。


    「言い逃のがれとは見苦しいな」


    　土方は、抜刀した。


    「士道不覚悟により、斬きる」


    「わーっ、待て、違うんだ！　ちょ、ちょっと！」


    　このままでは斬られてしまう。


    　本当の事情を説明したところで、彼らには理解できるはずもない。


    　逃げても、この格好では彼らの方が足が速い。


    　となれば、いっそ、一か八か抵抗しようかとも思ったが、それも無理だ。


    　仰向けに倒れた時点で真の二本の刀は地面に押されてほとんど彼の身体からだと平行になっており、この体勢では抜刀することもできない。もちろん、仮に抜刀できたとしても、剣けん術じゆつなど知らない真が、土方を含む新撰組三人に勝てる見込みもまずないのだが。


    「ウソだろ……ちょ、ひいいいい！」


    　土方が刀を振り上げるのを見て、真は悲鳴を上げて目を閉じた。


    　まもなく、首か、胸か腹に、刀が突き立てられるはずだ。


    　痛いんだろうな……。


    　そろそろ来る。


    　もう来るんじゃないか？


    　おかしいな、なかなか来ない。


    　きっと、あれだ。人は死の直前、一瞬の間に、自分の一生を走そう馬ま燈とうのように見るという。だから、ほんの一瞬の時間を、すごく長く感じているに違いない。


    　……そのわりに、その走馬燈ってのは見えない。


    　これまでたいした人生を送ってないせいか？


    　それとも、こうして目をつぶってるせいか？


    　じゃあ目を開あけるか？　いや、でも今目を開けたら、まさに振り下ろされて、自分の身体からだに届く直前の刀が見えることに……。


    「いつまでそうして、マヌケに倒れてますの？」


    　不意に、白しら雪ゆきの声がした。


    「え？」


    　驚いて目を開けると、新しん撰せん組ぐみの三人の姿は消えていて、代わりに彼を見下ろしていたのは白雪、静しず香か、みんとの三人だった。三人とも、出かけた時の私服姿だ。


    　辺りを見回せば、そこは異い界かい図書館の中。


    「た、助かったのか、俺？」


    　真まことは胸をなで下ろして、立ち上がる。どうやら、ギリギリのところで、この図書館に戻ってきたらしい。


    「まったく、情なさけない司し書しよもあったもんだ」


    　静香が呆あきれている。


    「何か言うことは？」


    　白雪が不機嫌そうに言う。


    「え？」


    「あなたは私たちの留守中に、うかつに危険な異界本をいじってその異界に入り込みましたのよ。普通、言うことがあるでしょう！」


    「いや、あの、それは図書館の意い志しのせいで……」


    　真は図書館の意志の姿を捜したが、その姿は見えなかった。


    「言い訳は男らしくないよ！」


    　静香に睨にらまれる。


    「こういう時は、ちゃんと謝りなよね」


    　みんとにまで言われてしまう。


    　真まことも怒りたいところだったが、やむなく白しら雪ゆきたちに謝罪する。


    「……すまない」


    　なんで俺が謝らなきゃいけないんだ、だいたい図書館の意い志しは何考えてやがる、と思いながら、一応頭を下げたのだった。

  


  
    

    　第四章　本の処分


    



    　授業中の教師の声には、催さい眠みん効果でもあるのだろうか。


    　やたら眠くなる。


    　異い界かい図書館の仕事で精神的に疲れているせいで、なおさらだ。


    　真が異界図書館に通うようになって、今日で四日目。


    　最初に迷い込んだ日が月曜日で、その日は数に入れずに四日だから、今日は金曜日。


    　真は律りち儀ぎにも、体感時間で計算すると時給わずか九十数円のバイトをすでに、火水木と三回もしているというわけだ。まあサボりたくても、学校帰りに異界図書館に着いてしまうのでサボれないのだが。


    　そういえば、学校が休みの土日はどうなるのだろう？


    　図書館も休みなのだろうか？　それとも、やはり無理矢理出頭させられるのか。


    　異界図書館への行き方は、歩いているとなぜか自然にそこに着くというものだから、外出せずにずっと自宅にいれば、行かずにすむかもしれない。


    　とはいっても、土日をずっと外出しないでいるというのも面白くない。ややオタク気味とはいっても、天気のよい休日に家にずっといるほどヒキコモリでもないのだ。


    　それに、それをやると後でまた白しら雪ゆきあたりを怒らせそうな気がする。


    　彼女たちからの風当たりは相変わらず強かった。


    　なんとしても、真まことをイビリ出したいらしい。


    　初日には白雪たち三人は外の仕事に出かけたが、普段は基本的に全員、勤務時間は図書館にいて、交こう替たいでカウンターについているものらしい。


    　図書館利用者なんて滅めつ多たに来ない（そもそも、利用者なんているのか？　真はまだ見たことがない）ので、みんなその間はヒマになる。


    　経済投とう資しに夢中の彩あやはいいとして、三人と真は暇ひまをもてあますことになる。


    　真は、二日目に携帯用のゲーム機を持ち込んで暇を潰つぶそうとしたが、静しず香かに見つかって取り上げられた。カウンターでこんなことをされては司し書しよの品格が下がる、とかなんとか理由をつけていたが、要するに嫌がらせの一いつ環かんだ。


    　そういう静香だって、カウンター勤務のはずの時間に外に出て観かん葉よう植物の世話をしたりしているし、白雪はタロットか何かのカードで占いをしたり、魔法の書を読んでいたり。みんとに至いたっては、カウンターなどそっちのけで、館内で堂々と怪あやしいメカを作ったり、いじったりしている。司書の品格もなにも、あったものではない。


    　要するに、カウンターの仕事と言っても、図書館内、またはすぐに館内に戻れるような場所に誰かいればそれでよく、みんな思い思いのことで時間を潰しているらしい。


    　なんにせよ、持ち込んだゲームやマンガを取り上げられてしまうと、真だけは本当にすることがない。


    　しかたないので、カウンターでぼんやりしたり、図書館の内外をブラブラしたりして時間を潰す。そんな勤務が続いていた。


    「いい加減、辞やめさせてくれないもんかな……」


    　そう思う反面、白雪たちの思おも惑わく通りになるのも癪しやくという感情もあった。


    　それに、だんだん、真自身も異い界かい本ぼんとか異界というものに、興味を持つようになっていた。といっても、本を読みたいということではないのだが。


    　自分は何か大事なことを忘れている。


    　そして、異界図書館に関わることで、それを思い出せそうな気がする。


    　実に漠ばく然ぜんとした思いだが、なんとなく、そんな気がするのだ。


    　それにしても、この謎の勤務については、もう少し説明が欲しい。


    　真はある時、カウンターの椅い子すで暇をもてあましながら、横にいる彩あやに尋ねた。


    「……なんでこんなシステムになってんだ？　基本的に、誰もここにいる必要ないだろ。図書館の意い志しが何でもできるんだから」


    「わからない？　ここは消防署みたいなものよ」


    　例によって、視線はパソコンのモニターに向けたまま、彩が説明した。


    「消防署？」


    「火事が起こっていない時でも、消防署員は、待機してなきゃいけない。いつ火災が起こっても、すぐに出動できるように」


    「つまり、異い界かい本ぼんがらみで何かあったら、出動するのか。でも、そんな事件、そんなにあるもんなのか？」


    　彩あやは相変わらず画面を見ながら説明を続ける。


    「人が理由もなく失しつ踪そうする事件ってよくあるでしょ。あれの何割かは、異界本に人が入って出られなくなってしまうことで起こるの。有名な、マリー・セレスト号って知ってる？」


    「確か、昔の帆はん船せんで、乗組員がみんな消えてしまったっていうやつだな」


    「あれも異界本によるものだったのよ」


    「なるほど、世界の不思議な事件の多くは異界で説明できそうだな」


    　真まことも納得する。


    「失踪事件だけじゃない。世の中には、私たちみたいに異界本の存在を知っている人もいる。その中には悪い人だっているのよ」


    「つまり、異界本の力を悪用する者もいるってことか」


    「まあ、この辺りでは、そこまで積極的な悪事に異界力を使ってる者はいないけど。異界本専門の泥どろ棒ぼうはいるわ。私たちはそいつを、怪かい盗とうブックコレクターと呼んでる。目的は不明だけど、私たち司し書しよにとっては敵ね」


    「とにかく、異界本がらみの事件に備そなえて、待機しないといけないわけだな」


    　一応納得はできたが。


    「だったら、何で外の時間に合わせないんだ？　外じゃ一時間しか経たたないのに、その間七時間も待機してるなんて、苦痛だろ？」


    「みんな学校や生活があるから、司書活動に当てられる時間は限られているでしょ。時間の流れの違うここで待機し、ここを経けい由ゆすることによって、必要な時間に行けるの」


    　彩の説明はよくわからない。


    「どういうことだ？」


    「たとえば、現げん世せ時間午前十一時に、どこかで異界本による事件が起こったとする。私たちはみんな、その時間には学校にいるから、その事件に対たい処しよできないわね。でも、午後になって、勤務を開始すれば、館内時間はその日の午前十時。そこから現世に戻れば、現世時間午前十時過ぎに戻ることができるのよ」


    「まるでタイムマシンだな。便利なもんだ」


    　真が感心すると、彩がさらに説明する。


    「そう便利でもないのよ。たとえば、現世での正午から一時までの一時間をカバーするためには、こちらの時間でもそれと同じ一時間が経過しないといけないわけ。つまり、ここで時間の経過している十時から五時までの七時間分の時間しか、カバーできないってこと。本当は現げん世せの二十四時間をカバーしたいところだけど、さすがにそれは私たちが保もたないわ」


    　それで七時間なのか。


    　彩あやは話しているうちに、だんだん説明するのもおっくうになってきたらしい。


    「……まったく、いちいち教えなきゃいけないのも面倒ね。これからは、何か質問するたびに百円取ろうかしら」


    　などと言い出した。


    「あんまり面白くないよ、そのジョーク」


    「あら、本気よ？」


    　彩はパソコンで経済投とう資しのための情報を集めながら、大まじめに言ってのけた。


    「……おまえ、案外守しゆ銭せん奴どだったんだな」


    「そうよ。前にも言ったでしょ？　世の中、何をするにもお金がいるって」


    　気分を害する風でもなく、当然のことのように淡たん々たんと言ってのける。


    「そういうのって、なんかやだな……」


    　真まことが思わずつぶやくと、彩は珍しく視線をパソコン画面から視線をはずし、彼の方をじっと見て言ったのだった。


    「それはあなたの勝手な感想。私の主義や人生哲学に文句があるのなら、『なんかやだ』なんて曖あい昧まいな言い方でなく、それを論理的に論ろん破ぱしてごらんなさいよ？　まぁ、本もろくに読まないあなたには無理でしょうけど」


    　言いたいことだけ言うと、また彼女はパソコンに向かう。


    　真はなんとなく、図書館の意い志しが彼女について言っていたことを思いだした。


    　誰に対してもあんな感じ。


    　もっと心を開いてくれるといい。


    　その点でも、期待してる……。


    　期待されても、彼女の心を開かせるなんて難問だ。


    　四人の司し書しよの中で、謎が多いという点では彩が一番だった。彼女に比べれば、真に対する意地悪の中心人物の白しら雪ゆきもまだわかりやすいというものだ。


    　彩に関しては理解不能もいいところである。


    



    「おいこら！」


    　出席簿の角かどで、頭をこづかれた。


    「あ？」


    　どうやら、授業中に眠っていたらしい。机から顔を上げると、席の横に弓ゆ削げ先生がいた。


    「ずいぶん余裕ねぇ。あたしの授業中に堂々と居眠りとは」


    「す、すいません」


    「そんなに余裕があるなら、課題、増やそうか？」


    「勘かん弁べんしてください」


    　そう言えば、弓ゆ削げ先生の課題の件は全然進んでいなかった。


    　今度、勤務時間の暇ひまな時に何か読むとしよう。


    　マンガでなければ、白しら雪ゆきや静しず香かも品格云うん々ぬんの理由で没ぼつ収しゆうしたりはしないだろう。その白雪だって、魔法書を読んだりしているのだから。


    



    　その日の放課後、真まことは悪友の木き野のに、バレー部に可愛い娘こがいるとかで、体育館に付き合わされた。


    「どうだ、あの娘、イケてるだろ。これで、この学校の女子体操着が短パンでなくブルマだったら、さぞ似合うだろう。おまえもそう思うだろ？」


    　などと木野ははしゃいでいたが、正直、真にはどうでもよかった。


    「今時ブルマ採用してる高校なんて、ほとんどないだろ？」


    「そうなんだよな。ロマンがあっていいのに。まあ、ブルマは無理としても、せめてスパッツにしてほしいところだ」


    　木野の話は、ほんとにどうでもいい。


    　外見が可愛いとか美人とかいうだけなら、図書館司し書しよの四人だって十分水準以上の容よう姿しである。その四人に、嫌がらせを受けている身としては、今は木野のように、女性の美を鑑かん賞しようして喜ぶ気にはあまりなれないのだ。


    「ちょっと、ジャマだから部外者は出ていって」


    　とバレー部員に追い出されたのがちょうどいい機会だ。


    「ほら、もう帰るぞ」


    「いや、だったら、次はテニス部でも……」


    　木野は懲こりていないというか、まだ見たりないらしい。


    「付き合ってられん。悪いが、先に帰るぞ」


    　彼を残して、さっさと帰ることにした。帰ると言っても、途中で異い界かい図書館に寄ることになるのだが。


    　そんなこんなで帰りがいつもより遅くなった真は、昇しよう降こう口ぐちまで来たところで、小こ平だいら彩あやとばったり出くわした。


    「……あ」


    　いつも図書館には先に着いている印象があるので、今ここで会うのは意外だった。


    「……なに？」


    「いや、こんな時間に、珍しいなと思って」


    「学校の図書委員の仕事もあるから」


    　彩あやは学校では、相変わらず寡か黙もくだった。最低限のことしか口にしない。


    　この機会に、真まことは彼女と少し話してみることにした。図書館でパソコンに向かっている時よりは、話しやすそうな気がしたのだ。


    「なあ、小こ平だいら。おまえ、なんでそういつも、他人とうち解けないんだ？　俺はともかく、他の三人とも、あんまり仲良さそうじゃないぞ」


    「……答えてもいいけど……」


    　少し考えてから、彩は言った。


    「その質問の回答は千円ね」


    「金取るのかよ？」


    「前に言ったでしょ。質問にはお金を取る、本気だって」


    「値上がりしてるぞ、おい」


    「人の内ない情じように立ち入った質問は、高くつくの」


    　二人は昇しよう降こう口ぐちから外に出ながら話を続けた。


    「……なんでそんな守しゆ銭せん奴どになったんだ？」


    「その答えも千円」


    　とりつく島もない。


    「そういうあなたこそ」


    　彩が逆に質問した。


    「なんで司し書しよを辞やめないの？」


    「なんでって言われてもさ。図書館の意い志しが辞めさせてくれないし」


    　真は答えた。


    「図書館の意志だって、あなた自身が懇こん願がんすればあきらめて、解放してくれると思う」


    　最初のうちこそ辞めたがっていた真だが、何度か通ううちに、だんだんそういう態度が見られなくなっている。


    　今ではもう、辞めたがってはいないように、彩の目にも映うつるらしい。


    「まぁ、乗りかかった船だし。嫌がらせで追い出されるのも癪しやくだしな。それに、なんか気になるんだ……」


    「何が？」


    「幼おさない頃の、記憶っていうのかな」


    　真は説明した。


    「俺自身も、最近までずっと忘れてたことなんだけど。異い界かいに入ったことで少しだけ思い出したんだ。俺、前にも一度、行ったことがあるような気がするんだよ」


    「行ったことがある？　『燃もえよ剣けん』の異界に？」


    　彩あやが不ふ審しんげな顔をする。どうも、『燃もえよ剣けん』という書名が出ると、彼女はあまりいい顔をしない傾向がある。だが、それがなぜかと尋ねても、どうせ千円を要求されるだけだろう。


    「いや、『燃えよ剣』の世界じゃないと思うけど……とにかく、以前に異い界かいに入ったことがあるような気がするんだ」


    　例の、異界に入る時に感じる既き視し感かん。


    　どこかで見たことがあるように感じるのは、昔、彼自身も本の世界に入ったせいではないだろうか。それが、どうも気になってしかたないのだ。


    「幼おさない頃に？」


    　彩が尋ねる。


    「ああ、俺が自発的に本なんて読んだのなんて、小学校低学年ぐらいが最後だから、たぶん、その頃だな」


    　真まことの話に、彩は考え込む。


    「すると、その時に何か、異界力を得たのかもしれないわね。あなた自身はそれを忘れているけれど、図書館の意い志しがそれに気づいた。そうだとすれば、あんな強ごう引いんにあなたをスカウトしたのもわかる……。問題は、それがどんな異界力か、ね」


    　彼女は真を見上げる。


    「何も覚えてないの？」


    「それが、さっぱり……。でも、今にして思えば、読んでいた本の世界に自分が入り込んだ、そんな気はするんだ」


    　真は必死に当時を思い出そうとしてみた。


    「子供だった当時も、俺は自分が本の世界に入ったなんて信じられなくて、その体験を夢や幻まぼろしだと思いこんで納得したんだ。……と思う。そして、そのうち、そのこと自体を忘れてしまったんだ。それが、異界図書館で、実際に本の世界、異界に入るようになって……それが夢じゃなかったのかもしれないって思えるようになったんだ」


    「……そして、その体験で、本そのものが嫌いになって読まなくなってしまった、そういうことかしら。つじつまは合うわね」


    　彩が指摘する。


    「あ、そっか。すると、俺の本嫌いは、異界本のせい？」


    「本のせいにしないの。そうだとしても本を読まないのはあなた自身のせいよ」


    　彩は相変わらず手て厳きびしい。


    「まあ、とにかく、そんなわけで、あの図書館にいれば、自分でも忘れてる過去を知ることができるような気がするのさ。だから、とりあえず今は辞やめる気はない」


    　真自身も、最初はあれほど辞めたかったのに、なぜ今はここまでかたくなに辞めないでいるのか、よくわからない。


    　別に、過去に入った異い界かいのことなんて思い出さなくてもかまわないじゃないか、とも思う。現に、そんなことを覚えていなくても、これまで何の不自由もなく生活してきたのだ。


    　白しら雪ゆきたちの嫌がらせに耐え、辛つらい勤務時間を過ごしてまで思い出すほどのことなのだろうか？


    　世の中には、忘れたままでいた方がいい記憶というものだってある。


    　とはいえ、なんとなく気になるものは気になるのだ。


    「……すべて、図書館の意い志しの思おも惑わく通りってことね。まあ、それはあなたの問題だから、好きにすればいいわ」


    「味み方かたしてくれるのか？」


    　真まことが言うと、彩あやはバカにしたような目を向ける。


    「なんで私が？　私だって、あなたがいなくなった方がうれしいの。時給六百五十円とはいえ、役立たずのために図書館の資金から人件費を払うなんてばからしい」


    　彼女は彼女で、白雪たちとは別の意味で、真がいるのは面白くないらしい。


    　やはり異界図書館に、真の味方はいないようだ。


    　そんなことを話しながら二人が校門を出た時だった。


    　彩が、立ち止まった。


    「ん？　どうした……？」


    　彩の視線の先を見ると、一人の女性が立っていた。


    　派手な化粧のせいでわかりにくいが、年齢は三十代後半といったところだろうか。その化粧と雰囲気から、何となく、夜の仕事の女性だなと、真にもわかる。


    「……何か、用？」


    　いつもの、ぼそりとした口調で彩が言った。


    「用があるから来たのよ、彩ちゃん」


    「……誰？　小こ平だいらの知り合い？」


    　真が尋ねる。


    「あら、ひょっとして、彩ちゃんの彼氏？　いつの間に、このこの。あんたも隅すみに置けないわね。紹介してよ。で、どこまでいってるの？　もう寝たの？」


    　とんでもないことを言い出されたので、真は慌あわてて否定した。


    「ち、違います、そんなんじゃありません。ええと、小平さんとはクラスメイトで、バイト仲間……みたいなもんで……」


    　噓うそは言っていない。


    「なーんだ、残念。でも、彩ちゃんはいい娘こだから、その時には、よろしくね」


    「そ、その時って何の時ですかぁ！」


    「いいかげんにして」


    　彩が遮さえぎった。


    「で、何の用なの、母さん？　まあ、だいたい想像はつくけど」


    「小こ平だいらの、母さん？」


    　真まことは、思わず二人を見比べる。


    　なるほど、化粧のせいでわかりにくかったが、言われてみれば、目元など似ている。ただ、高校二年生の子を持つ母親にしては若く見えた。


    「どうも。彩あやの母の、小平雅まさ子こです」


    「あ、俺は、菅すが原わら真といいます」


    　とりあえず、改めて自己紹介しあうと、雅子は娘に向き直った。


    「実はさぁ、ちょーっとお金、貸してほしいのよね。三千円でいいから」


    　真は耳を疑った。


    　母親が、高校生の娘に、金を貸せって？


    「……やっぱり」


    　さらに驚いたことに、彩はそれを予期していたらしい。つまり、これまで何度もこんなことがあったということか。


    「一応、自じ力りきでお金を工く面めんしようとしていろいろしたのよ？　お父さんにもらった本を古こ書しよ店てんで売ったり。たいした額にならなかったけど」


    　雅子が弁解する。


    「あきれた」


    　何を思ったのか、彩は、鞄かばんを開あけて何かの紙と下敷きと、筆記用具を取り出した。


    「菅原君、ちょっとこれ」


    　鞄を真に差し出す。


    「ん？　持ってればいいの？」


    　真が鞄を預かると、彩は立ったまま器用に紙に何か書き出した。


    「いったい何を書いて……？」


    　のぞき込んでみて、またまた驚いた。


    　彼女が書いているのは、借用書だった。それも、かなり本格的なものだ。


    〝三千円〟ではなく〝金参千円〟、という文字が手慣れた書しよ体たいで書かれている。


    「はい、これにサインして」


    　彩はその借用書とペンを、母親に渡した。


    「相変わらず、しっかりしてるわねぇ」


    　雅子は、ブツブツ言いながらサインする。


    「誰かを反面教師にして育ったから。無利子で貸してあげるだけでも感謝してよ」


    「はいはい、わかってる。給料日には、必ず返すから」


    　サインを書き終えて、娘に借用書とペンを返す。


    「当然よ」


    　そう言いながら、彩あやは財さい布ふから三千円を出して母親に渡した。


    「助かったわ。これでなんとか、給料日までしのげる」


    「……まったく困った母親だわ」


    　彩が手振りで返すよう指示したので、真まことは鞄かばんを彼女に渡す。


    　その鞄に借用書などをしまい、彩は言った。


    「で、用はそれだけね？」


    「お互たがい起きてる時に顔を合わせるのは久しぶりだってのに、つれないわね」


    「久しぶりに会った娘に借金する母親に言われたくないわ。どうせまたパチンコですったんでしょ？」


    「ん、パチンコじゃなくて馬の方で……」


    　という母親に、彩はため息をつく。


    「ところで、さっき、お祖じ父いさんの本を売ったって言ってたわね？　その中にひょっとして、『燃もえよ剣けん』が混まじってなかった？」


    「ん？　『燃えよ剣』？　あったかも……」


    「……やっぱり」


    「売っちゃまずかった？　あなた、あの本嫌いみたいだったし……」


    「別にいいわ」


    　彩は突き放したように言う。


    「じゃ、私、バイトがあるから」


    　これ以上、話もしたくない、という態度で、彩はさっさと歩き出す。


    「あ、待てよ、小こ平だいら……」


    　真が呼び止めても、振り返りもしない。


    「いいのよ。菅すが原わら君……っていったかしら？」


    　雅まさ子こが言った。


    「あの娘こは、あんな娘だから……。あんな無愛想に育ってしまって……まあそれは母親の私のせいだから、私に反抗的なのはしかたないんだけど。お祖父さんにもあの調子だし、誰にでもあんな感じで、友達もろくにいないみたいで……。でも、あなたみたいな人がいてくれてよかったわ。あんな娘だけど、仲良くしてあげてね」


    「……はぁ。まぁ……」　


    　彩に嫌われている身としては、なんとも答えにくく、曖あい昧まいな返事でごまかす。


    「それじゃ、失礼します。……おい、待てよ、小平」


    　雅子に軽く頭を下げて、真は小平を追いかけた。


    



    「……今のが、私の母親」


    　真まことが追いつくと、彩あやは珍しく自分から、私的なことを話しだした。


    「仕事は、今は、バーのホステス。昔はもっと別の仕事もしてたけど、いずれにしろ夜のお仕事よ。ギャンブル依い存ぞん症しようで、趣味は競馬とパチンコ」


    　滅めつ多たに感情を表わさない彼女が、吐はき捨てるように言う。


    「……おまえ、自分の母親が嫌いなのか？」


    　真が尋ねると、彩は答えた。


    「その答えは、イエスでもあり、ノーでもある」


    「どういうこと？」


    　真に問われて、少し沈黙した後、彩は口を開いた。


    「あの人は、若い頃からいい加減な女でね、いい加減な男といい加減な恋をして、その結果、十代のうちに私を身ごもった。でも、いい加減な父親は、母と結婚はしなかった。母は、いわゆるシングルマザーとして私を産んだの。私は母と祖父母に育てられた。ついでに言っておくと、祖父も母と似たようないい加減な男。若いうちはかなりの不良だったらしいわ。まともな家族はお祖ば母あさんだけよ」


    　なんとも、重い話だった。


    　真も、なんと言ってやればいいのかわからない。


    「もし母に根性がなかったら、私は中絶されていたでしょうね。でも、母は私を産み、私を育ててくれた。そのことには感謝はしてるのよ。夜の仕事を軽けい蔑べつするつもりもない。一人で私を育てるために選んだ仕事なんだから。……でもね、それはそれ。母はあの通りの人でしょ。まるで計画性ってものがない。夜の仕事でそれなりにお金を稼いでるけど、それをギャンブルで使ってしまう。祖父もそう。おかげで我が家はいつもお金で苦労していたわ」


    「……それで、おまえ……」


    　守しゆ銭せん奴どになったのか、と言いかけたが、真は言葉を選ぶ。


    「逆にしっかりした性格になったのか」


    「あんな母を見て育つと、自然にそうなるの。自分はああはなりたくないってね。だから私は中学生ぐらいの頃から、経済学に関する本を読み始めた。将来、お金に困らないように」


    「で、異い界かい本ぼんに行き当たって、経済投とう資しの異界力を得た……ってわけか」


    「おかげで、将来の不安はなくなった。株式投資で、私個人にもそれなりの資産があるから。母親も、うすうす感づいてるのね。だからああして、時々借金に来るの」


    「妙みような親子関係だな」


    「バカな母親でも、母親だからね」


    　なるほど、彼女の母に対する感情は複雑なようだ。


    　感謝もしているが、憎にくんでもいるらしい。


    「……私の嫌いなタイプの人間って、わかる？」


    　彩あやは尋ねた。


    「……母親みたいな、計画性のない人……ってことか？」


    　真まことが答えると、彼女はうなずいた。


    「そう。そしてね、世の中の圧倒的大多数は、そういう人。母や祖父と同類のバカ。学校の同級生なんて、みんなそう」


    「……だから、みんなとうち解けないのか？」


    　クラスメイトも、また司し書しよの仲間たちも、彼女にとって〝母や祖父と同類のバカ〟にしか見えないらしい。


    　友達ができないわけだ。


    「そういうのって、寂しくないか？」


    　真が言うと、彩は彼を睨にらみつけた。


    「よけいなお世話。念のために言っとくけど、あなたはまさに典型的な……」


    「はいはい、君のお母さんと同類のバカ、なんだな」


    　先回りして言われて、彩はしばらく黙り、またぽつりと言った。


    「なんであんたなんかに、こんなこと話したのかしら」


    　自分のこと、母のことを話したのを後こう悔かいしているらしい。


    　今まで、話そうとしなかった家庭のことを話したのは、単に真と雅まさ子こがたまたま顔を合わせたから、というのではなく、彩自身が実は、誰かに話を聞いてほしいと思っていたからではないのか。本当は彼女も、母とは仲良くしたいと思っているのに、そうできずにいて、苦しんでいるからではないか。


    　そんな本音を、真にさらけ出してしまったことが、今になって悔くやまれるのだろう。


    「今聞いたことは誰にも話さないから、安心しろ。人のプライバシーに関する話や家庭のことをベラベラしゃべって広めるような趣味は、俺にはないから」


    　真が言うと、彩はいつものペースを取り戻したようだった。


    「当然よ」


    　偉そうに言う。


    「いや、世の中の『バカ』は、意外とその当然のことができないんだぜ。木き野ののやつなんかに秘密を知られたら、あっという間に学校中に知れ渡ることになるんだ」


    「まあ、その点は同意」


    「それはそうと……」


    　真は話題を変える。


    「さっき君のお母さん、『燃もえよ剣けん』を売ったって言ってたけど、それってまさか、あの？」


    「ええ。あの異い界かい本ぼん『燃えよ剣』は、宮みや本もとさんが最近、古こ書しよ店てんで見つけて回収してきたものなの。表紙の汚よごれ具合とか、見たような本だとは思ったのよね……」


    「ってことは、もともとは君のお祖じ父いさんの本じゃないか」


    「だから、なに？」


    「いや、なにって言われても……思い入れとかあるんじゃないかと思って」


    「そんなの、別にないわ。異い界かい本ぼんは異界本、それだけよ」


    　あっさりと言う。


    　先せん刻こくの話からすると、彩あやは祖父のことも嫌っている。母には恩おん義ぎを感じてもいるが、祖父についてはそういう話は出なかったから、祖父は母以上に嫌っているのかもしれない。坊ぼう主ず憎にくけりゃ袈け裟さまで憎い、というが、それで祖父の本まで嫌い、ということか。


    　そんなことを考えて歩いているうちに、気がつくと二人は異界図書館の前に着いていた。


    　今日の、ここでの勤務が始まる。


    



    　図書館に入ると、すでに静しず香か、白しら雪ゆき、みんとの三人組が来ていた。


    　テーブルを囲んで、何やら意見を出し合っている様子だ。


    「やっぱり処分するしかないでしょ！」


    「待ってよ、静香ちゃん。処分ならいつだってできるじゃん。白雪ちゃんからも、なんか言ってやってよ？」


    「私はどちらかというと、静香さんに賛成ですわ。処分が妥だ当とうでしょう」


    　処分するだのしないだのという、なんだか不ふ穏おん当とうな言葉が聞こえてくる。


    （また俺への嫌がらせの相談かよ？）


    　今日、彩に辞やめないと言ったばかりだが、やっぱり司し書しよを辞めたくなってくる。


    　三人は、今図書館に着いた二人にようやく気づいた。


    「あら、小こ平だいらさん、おはようございます」


    「おはー！　彩ちゃん」


    「おはよう、小平」


    　感覚的には学校が終わった後なので、「おはよう」という挨あい拶さつはどうもなじめない。


    　もっとも、業界によっては、夜でもその日最初に顔を合わせた時の挨拶は「おはよう」で統一されていたりするし、まして館内時間は午前中なのだから、ここの挨拶はこれで正しいのかもしれない。


    　ちなみに、みんな彩にだけ挨拶し、一緒に来た真まことは完全無視だ。


    「おはよう」


    　彩がいつものように言葉少なく挨拶し、真も一応挨拶する。


    「おはよう。さっきから何の話？」


    「あなたには関係ありませんわ」


    　白しら雪ゆきが不機嫌そうに答え、彩あやに尋ねる。


    「小こ平だいらさん、あなたはどう思います？」


    「何を？」


    　急に話をふられて、彩は訊きき返した。


    「ほら、この前の、この本」


    　みんとが指し示したのは、彼女たちが囲んでいるテーブルの中央に置かれていた、一冊の本だった。


    　忘れようもない。真まことにとっては、二回もその世界に入った本、そしてもともとは彩の祖父のものだった本である。


    「……『燃もえよ剣けん』……その本がどうしたんだ？」


    　黙っている彩に代わり、真が尋ねる。


    「ついさっきも、新しん撰せん組ぐみの平ひら隊たい士しが一人、こっちの世界に出てきやがったんだよ。あたしが倒して、送り返しておいたけどさ」


    　静しず香かが説明したのは、別に真のためではなく、やはり彩に対してだ。


    「誰かが本を開あけたの？」


    　彩が確認する。


    「まさか。危険な異い界かい本ぼんだってわかってるのに開けるバカなんて、いるとしたらそいつだけだろ？」


    　静香が真を指す。


    　よっぽどマヌケと思われているらしい。


    「俺だって、わかってて開けたりはしねーよ」


    　という反論を当然のように無視し、白雪が補足する。


    「誰も本を開けず、もちろん魔法などを使用したわけでもないのに、その本の異界がこちら側と繫つながってしまったわけですわ。これは、かなり危険な状態と言わざるをえません」


    　静香がうなずく。


    「この前は、おまえが保留しようと言ったから、いったんは保留したけど、こうなるとやっぱ、処分するしかないだろ？」


    　先せん刻こく、処分するとかしないとか言っていたのは、この本のことだったらしい。


    　言われてみれば以前、この本を処分するという話になった時に反対したのは彩だった。すでにその時には、自分の祖父の本だと気づいていたのかもしれない。とすれば、あながち祖父の物だから嫌いというだけでもないのか。母に対するのと同様、複雑なのだろう。


    「あなたの発想は、基本的にいつもそうね」


    　その彩が批評した。


    「あなたの鋏はさみと同じ。常に一いつ刀とう両りよう断だん」


    「悪いか？　単純かもしれないけど、それが一番、手っ取り早い問題解決だろ。危険なことはさっさと根から絶つべきだ」


    「待って待って！　本を開あけてもいないのに異い界かいが繫つながっちゃうなんて、滅めつ多たにないことじゃない。せっかくの珍しい現象なのに、もったいないよ」


    　静しず香かの処分案に反対しているのは、みんとだった。


    「おまえは、面白がってるだけだろ？」


    「それはまぁ、あるけどさ。でも、研究する価値はあるわよ。ね、白しら雪ゆきちゃんだって、そう思うよね？」


    　みんとは白雪に同意を求める。


    「確かに、興味がないわけではありませんが……。しかし、幕ばく末まつの浪ろう士しだの新しん撰せん組ぐみだのにこれ以上出て来られては、たまりませんわ。私の占いでも、このままにしておくのはまずいと出ています。さっきも言いましたように、私も今回は、静香さんの意見に同意します」


    「とまあ、そんなわけだ。小こ平だいら、おまえの意見は？」


    　改めて静香が彩あやに意見を求めた。


    「……そうね」


    　彩は少し考えてから言った。


    「奥の保管庫に収しゆう蔵ぞうして、図書館の意い志しに管理を委ゆだねるって手もあるけど」


    「それじゃ結局、研究できないじゃない」


    　みんとが反対する。


    「保管庫に移さないのであれば、私も宮みや本もとさんに一票」


    　彩は言った。


    「万一、本のキャラクターが図書館から外に出て、現げん世せに迷い込んだりしたら、えらいことになるわ」


    「まあ、それはそうだけどさ……」


    「そうなった場合に、被害の補ほ償しようや、世間をごまかすためのフォローにどれだけのお金がかかると思ってるの」


    「って、そういう観点？」


    　彩の心配は、あくまで図書館の予算だった。金の問題の前には、祖父の本であるということも関係ないらしい。


    「財さい布ふを握ってる相手にはかなわないってこった」


    　静香が勝ち誇ほこったように言う。


    　処分賛成三、反対一。


    　話はどうやら、この『燃もえよ剣けん』の異界本を処分するという方向でまとまりつつあった。


    　だが。


    　真まことにはなぜか腑ふに落ちなかった。


    　本当にそれでいいのか？


    　何かが間違っているような気がする。


    　何がどう間違っているのかうまく言葉にできないのだが、とにかく感情的に納得できないのだ。


    　どうしてこんなに落ち着かないのだろう。


    「……じゃあ、やはり処分するってことで……」


    　静しず香かの言葉に、真ははっと気づいた。


    　──処分──。


    　その言葉が気にくわないのだ。


    　ずっと以前、中学生ぐらいの時だったか、たまたま見たテレビのドキュメンタリー番組で、保健所に収容された野良犬、野良猫について特集されていたのを思い出した。


    　その番組で、引き取り手のない野良犬野良猫たちが最終的にどうされるのかを表わすために使われた言葉──それが『処分』だった。


    　婉えん曲きよくな表現ではあったが、それは殺す、ということ。


    　近いうちに処分されるはずの──それは番組収録の時点から見ての話だから、今ではとっくに処分されている──もともと飼い犬や飼い猫だったのに捨てられてしまった犬や猫の映像に、当時の真は大きいショックを受けたものだ。


    　今にして思えば、番組自体はありきたりな報道ドキュメンタリーだった。


    　いかにも悲しげなＢＧＭで盛り上げ、視聴者の共感を誘い、最後は、安易に犬や猫を捨てる人間が悪い、人間のエゴだ、というコメントでまとめていた。


    　真も、まんまとその安あん直ちよくな演出に乗せられた視聴者の一人だったとも言える。


    　が、番組自体は安っぽいとしても、犬や猫が人間の都合で『処分』されているというのはまぎれもない事実であったし、真が中学生という多感な時期にそれを知ってショックを受けたのも確かだった。


    　処分──。


    　もちろん、生きている犬や猫と、無生物の本では状況は違うが。


    　いや、本当に違うのか？


    　あの番組の犬や猫の姿を思い出してしまったせいか、テーブルの上の本、『燃もえよ剣けん』が、処分されることを悲しんでいるように感じられた。


    　さすがに、それは気のせいか。


    　いったんはそう思ったのだが。


    　気になってじっとその本を見ているうちに、真は、本から声が聞こえてくるように感じたのだった。


    　前回、この本に入った時に蔵くらから聞こえた、いや、頭の中に響いたのと同じ声。


    　あの時と同じように、何を言っているのかはわからない。


    　そこまではっきりと、声として聞き取れているわけではない。


    　だが、感じられる。


    　苦しみ。孤独感。迷い。怒いかり。そして深い悲しみ。


    　この本から、感情が感じられるのだ。


    「……ダメだ」


    　真まことは、思わずつぶやいていた。


    　小さい声だったが、他の者たちの耳にちゃんと聞こえていた。


    「ん？」


    　みんなの視線が彼に集中した。


    　真は彼女らを見回し、今度は大きい声で言った。


    「その本を処分しちゃダメだ！」


    「はっ。おまえに意見は訊きいてないよ。異い界かい本ぼんのこともろくにわかってないくせに、何なに様さまのつもりだ？」


    　静しず香かが言う。


    「いいや、黙らない！　『何様のつもりだ？』って言葉は、そっくりおまえらに返す！　危険だから処分？　研究対象？　占いで出たから？　金がかかるから処分？　おまえらこそ何様のつもりだ！」


    　いつもと違う真の剣けん幕まくに、四人の司し書しよはそれぞれ驚いた顔をする。


    　そういえば、この異界図書館に来て以来、真がこんなに怒ったのは初めてのことだ。


    「おまえらこそ、この本のことをなんにもわかってない！」


    　真が手のひらでテーブルを強く叩たたいた音が、図書館に響いた。


    「どうしましたの、急に？」


    　白しら雪ゆきが尋ねる。


    「じゃ、じゃあ、おまえは何かわかったっていうのかよ？」


    　いつも強気な静香も、今の真には少々驚いたようだが、それを必死に隠して問い返す。


    「本から、声が聞こえるんだ……」


    　真は言った。


    「あなた、頭、大丈夫？」


    　彩あやが、いよいよ本当のバカになったのか、とでも言いたそうな顔で尋ねる。


    　どうやら、四人には本からの声はまったく届いていないらしい。


    「俺には聞こえるんだよ！　いや、正確には、感じると言ったほうがいいのかな。漠ばく然ぜんとした声だけど。小こ平だいら、おまえ、俺に教えてくれたよな？　本の中の世界もまた現実だって。だとしたら、この本を処分するってことは、一つの世界を丸ごと滅ほろぼすってことじゃないか。異い界かい本ぼんの中の誰かが、それを嫌がってる。悲しんでる。それを俺に訴うつたえてるんだ！」


    「妄もう言げんもいい加減にしてください！　本からの声が聞こえるだなんて……」


    　白しら雪ゆきが、ばかばかしい、といった顔で否定する。


    「待って。本当に、聞こえるというの？　本からの声が？」


    　彩あやは彼の話に興味を持ってくれたようだ。


    「……そうか……ということは……」


    　何やら考え込む様子。


    　図書館の財政担当という一種の権力者が真まことの主張をまともに考こう慮りよしはじめたのを見て、処分派の急きゆう先せん鋒ぽうの静しず香かが慌あわてた。


    「こいつの反対意見を数に入れるとしても、だ。それでも三対二。この本を処分するって決定は覆くつがえりはしないよ。多数決は民主主義の原則ってもんだ」


    　これ以上ぐずぐずして彩が意見を変えては面倒、さっさと処分してしまおうとばかりに、静香はテーブルの中央の『燃もえよ剣けん』に手を伸ばした。


    「あ、待って！」


    　彩が止とめようとしたが、遅かった。
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    　静しず香かの指が本に触れるか触れぬかのその刹せつ那な。


    　本の表紙がひとりでに開き、中から光があふれ出した。


    　目も開あけていられないほどの光の洪こう水ずいだ。


    「うわっ！」


    　真まことは目を覆おおう。


    　本の世界に入る時と似た感覚。だが、前の二回とは少し様子が違っていた。


    　強烈な衝しよう撃げきが真を襲おそう。


    　真は意識を失った。

  


  
    

    　第五章　異い界かい侵しん食しよく


    



    「起きて」


    　頰ほおを軽く叩たたかれて、真は目を覚ました。


    　まず見えたのは、九十度ほど向きが違う、彩あやの顔のアップ。


    「……わっ！」


    　起きあがりかけた真は、横からのぞき込んでいた彩の顔とぶつかりそうになって慌あわてる。


    「どうやら、死んではいないようね」


    　彩は突き放したように言うと、彼の側そばを離れる。


    「……いったい何が……」


    　改めてちゃんと起きあがり、周囲を見回す。


    「……ここ、どこだ？」


    　真は思わず叫さけぶ。


    　辺りは、奇妙な部屋だった。


    　図書館の本棚がずらりと並んではいる。


    　が、部屋そのものは、様子ががらりと変わっていた。


    　壁や天てん井じようが、なんというか、和風になっていた。いや、壁は壁というより襖ふすまだ。


    　テーブルや椅い子すは姿を消していた。


    　椅子のあった場所には、代わりに床ゆかに座布団が並んでいる。


    　その床はというと、図書館ではワックスでツルツルだったのに、昔の日本家か屋おくの廊下のような感じになっている。


    　とにかく、洋風の物は、本棚とそこに並ぶ本だけという状態だった。


    　静しず香か、白しら雪ゆき、みんとの三人も、真まことと同様に呆ぼう然ぜんとした様子で周囲を見回している。


    「……これって……図書館の模様替えでもしたのか？」


    「そんなわけないでしょ！」


    　白雪が怒ど鳴なる。


    「やられた！」


    　静香が忌いま々いましげに言うと、襖に駆け寄ってガッと開あける。


    　そこに見えたのは、ぐにゃぐにゃとした空間であった。


    　その空間に、いくつもの風景が、まるで映画館のスクリーンに映うつし出されるように浮かんで見える。


    　ある風景では、新しん撰せん組ぐみの隊たい士したちが、浪ろう士しを相手に派手な斬きり合いをしていた。


    　またある風景は戦場のようで、戊ぼ辰しん戦争の官かん軍ぐんが大砲を撃っている。


    　またある風景では、農村らしい場所で、浪ろう人にん風ふうの侍さむらいが斬り合いをしていた。よく見るとそのうちの一方は、あの土ひじ方かただ。


    　またある風景では、船が見える。やはり幕ばく末まつの頃の軍ぐん艦かんのようだ。


    　それらのさまざまな風景が、たがいにぐにゃぐにゃ動いて、時にはすぐ近くにあるかのように、時には遙はるか遠くの風景のように、ゆらいで見えるのだ。


    「……な、なんなんだよ、これ！」


    　真が尋ねる。


    「侵しん食しよく現象よ」


    　みんとが説明した。


    「異い界かいが、現実世界を侵食し始めちゃったんだ！」


    「異界って、あの、『燃もえよ剣けん』の世界が？」


    「これがそれ以外の何の異界だってんだ？」


    　幕末のさまざまな風景を親指で示しながら、静香が怒ど鳴なる。


    「だから言ったんだ、あの本は早く処分するべきだって！」


    「侵食されると、どうなるんだ？」


    「今のところは、この異界図書館が、いわば最後の盾たてとなって現げん世せへの侵食を食い止とめている状態よ。だから、その代わり図書館が侵食されて、和風になった」


    　彩あやが説明した。


    　みんとが補足する。


    「でもこれほどのパワーの異い界かいだと、いつまでも保もたないかもね。そうなったら……」


    「そうなったら？」


    「そんなの、きまっているでしょう。図書館も、私たちの現実世界も、幕ばく末まつになってしまうのですわ。正確には、『燃もえよ剣けん』の世界に」


    　白しら雪ゆきがいらついた口調で説明した。


    　みんとが肩をすくめる。


    「あるいは、現実世界と、『燃えよ剣』世界が融ゆう合ごうした、まったく新しい世界になるかも。それはそれで面白そうだから、ちょっと見てみたいんだけどね」


    　みんとの指摘に、真まことは思わず、現代的な都市を新しん撰せん組ぐみが闊かつ歩ぽする世界を想像してしまう。


    「江戸時代と現代がごっちゃになったような世界のマンガがあったけど、あんな風になっちまうのか？　冗談じゃないぞ」


    「そう、冗談じゃないわ！」


    　静しず香かが息いき巻まく。


    「あの本はどこだ？」


    　そう言われて真もきょろきょろと探すが、テーブルに置かれていた『燃えよ剣』は、そのテーブルのあった場所には見あたらない。


    「どこいった？」


    「本がない？」


    　静香と真は焦あせって、座布団をめくってその下を探すが、やはりない。


    「落ち着きなさい。まだ侵しん食しよくは完成していませんわ。侵食が完了してしまったら、私たちはその本の中にいることになりますから、中でいくら探しても見つかりません。が、今ならまだ、本はこの中途半はん端ぱな空間のどこかにあるはず」


    　異界本の専門家である白雪が言う。


    　が、彼女がそう説明する間にも、図書館内の風景は少しずつ変化していた。


    　洋風の本棚が、中の書しよ物もつごと、一つ、また一つと姿を消していく。


    「本棚が、消えた？」


    　真が驚きの声を上げる。


    「まずいですわ。このまま全部の異界本が消えてしまったら……」


    「どうなるんだ？」


    「わかりませんが、おそらく、異界図書館自体の存在が消失してしまうか、消えないまでも力をほとんど失ってしまうと思いますわ」


    「じゃあ、どうすればいい？」


    　静しず香かが詰め寄る。白しら雪ゆきは首をふった。


    「わかりません。こんな事態は、私が司し書しよになってから初めてです」


    　静香は彩あやに目を向ける。


    「小こ平だいらは？」


    「私にも経験はないわ」


    　彩が言うと、みんとも訊きかれる前に答える。


    「もちろん、先輩たちに経験がないなら、みんとにもあるわけないよ。四人の中で一番新人だもん」


    　どうやら、司書になった順番は、彩、白雪、静香、みんとのようだ。


    　が、今はそんなことはどうでもいい。


    「じゃあ……そうだ、こんな時こそ、図書館の意い志しに訊けば……図書館の意志！　出てきてくれよ！」


    　わけのわからないヤツという印象で、いくらきれいなメイドさん姿とはいえ、普段はあまり会いたくはない相手なのだが、この時ばかりは真まことも必死に呼びかける。


    　図書館の天てん井じように向かって声を張り上げた。


    「なんで出ないんだ？　いつもは呼んでもいないのに突然出てくるくせに」


    「……すみません……」


    　彼の目の前に、まるで幽ゆう霊れいのように身体からだの透けた姿が出現した。


    　例のメイド服姿だが、そのメイド服がボロボロになっている。しかも、なんだか荒い息をしていた。


    　スリット状に破れたスカートから見える足がなんだか艶つやっぽいが、それに喜んでいる場合ではない。


    「図書館の意志！　どうしたんだよ？」


    　まるで暴ぼう行こうでも受けたようだ、とはさすがに言えないが、見た目はまさにそんな感じだ。


    「……話しかけないで。私は今、侵しん食しよくと戦ってるの」


    　荒い息をしながら、図書館の意志は言った。


    「……いい、二回は言わないわよ。……『燃もえよ剣けん』を頼む。……なんとかできるのは、あなただけ……」


    　真に向かって……この中で最さい古こ参さん司書の彩にではなく、戦闘力が最強の静香にでもなく、異い界かい本ぼんの知識ナンバーワンの白雪にでもなく、超科学力を誇ほこるみんとにでもなく、真に向かって、図書館の意志はそう依頼したのだった。


    　そして、図書館の意志は、襖ふすまの向こうの不思議な空間を指さす。


    　真はその先を見る。


    　相変わらず、その空間ではいくつもの風景、『燃えよ剣』の世界のさまざまな場面の風景が互たがいにせめぎ合うようにぐにゃぐにゃと動いている。


    「向こうに行けってことなんだな？」


    　視線を戻すと、幽ゆう霊れいのように透けていた図書館の意い志しの姿は、先せん刻こくよりもさらに薄くなっていた。消える寸前といったところだ。彼女はもう言葉を発するのも苦しいのか、無言でうなずいた。


    　少なくとも、真まことにはうなずいたように見えた。


    　そして、図書館の意志は姿を消した。


    　真は迷わなかった。


    　ぐにゃぐにゃ空間に向かって歩き出す。


    「おい、何をする気だ？　そっちは危険……」


    　静しず香かが叫さけぶ。


    「事態をなんとかするには、この先に行くしかないんだ」


    「ダメ！　危険すぎる！」


    　彩あやが引き留めようとして、真の手をつかむ。


    　が、その時すでに、真はぐにゃぐにゃの空間に入りかけていた。


    「あっ！」


    　結果的に、真に引っ張られて彩もその空間に飛び込んでしまう。


    　残された三人には、二人がぐにゃぐにゃの空間に引きずり込まれて消えてしまったように見えた。


    「小こ平だいら！　菅すが原わら！」


    　直ちよく情じよう径けい行こうの静香が、慌あわてて追いかけ、やはりその空間に飛び込む。


    「何してるんですの、考えなしに飛び込むなんて！」


    　白しら雪ゆきが叫ぶ。


    「でもさ、白雪ちゃん、ここにいてもラチがあかないってのはあるよ」


    　みんとが指摘する。


    「ほら、また本棚が消えた。そのうち、あたしたちの異い界かい本ぼんも消えちゃうかも」


    「確かに、その危険はありますわね。しかたありませんわ。臨りん戦せん態たい勢せいで行きますわよ」


    　白雪は自分の異界本を取りだし、異界力を使う姿、すなわち彼女の場合は黒マントの魔法使い姿へ変身した。


    「じゃあ、あたしも」


    　みんとも丸眼鏡めがねに白はく衣いの姿へと変身する。


    「三人を追いますわよ。油断しないで」


    「了解！」


    　二人も結局、ぐにゃぐにゃの空間に飛び込んでいった。


    



    　ズゴーン、ズゴーン！


    　ダダーン、パンパン、バーン！


    　耳をつんざく轟ごう音おん。


    「な、なんだ？」


    　真まことが周囲を見回すと、そこは戦場だった。


    「伏ふせて！」


    　彩あやが叫さけぶ。


    　真はその声に反応してというよりも、ほとんど本能的に地面に伏せた。


    　頭ず上じようを何かが高速で飛んでいったような気がする。


    「そっちの岩に隠れるわよ」


    　彩に言われて、真は地面を這はい進み、岩の陰へと飛び込んだ。


    「ここ、どこだ？」


    　ようやく一息ついて、真が尋ねる。


    「……も……『燃もえよ剣けん』の世界よ」


    　彩の声に、いつもの冷静さがないように思えるのは、気のせいか。


    「だとしたら、剣で戦う幕ばく末まつの世界じゃないのかよ？　なんでこんな……」


    「菅すが原わら君、国語だけでなく日本史もダメなの？　幕末の戊ぼ辰しん戦争では、主力は大砲や銃を装備した洋式軍隊よ。新しん撰せん組ぐみが活躍したのは、京都の治ち安あん維い持じ活動。いわば警察の機動隊ってところ。だから剣でも十分だった。でも戦場ではもう刀なんて時代遅れなの」


    　彩が説明している間にも、彼らの近くを、時代錯さく誤ごな鎧よろい兜かぶとに身を固めたおそらく幕府軍とおぼしき侍さむらいが、その時代遅れの刀を振り上げてわーわー叫びながら突進し、そして、銃で撃たれてあっけなく倒れていく。


    「……いや、それぐらいは俺も知ってるけどさ。その京都で新撰組が活躍した頃の話じゃないの？　『燃えよ剣』って」


    「主人公は新撰組副長の土ひじ方かた歳とし三ぞうよ。土方歳三は戊辰戦争をほぼ最後まで戦ってる」


    「そうか、君は読んだことあるんだな、お祖じ父いさんの『燃えよ剣』を」


    「読んでないわ」


    　彩はあっさり否定した。


    「私は、母さんやお祖父さんの物は、なんでも嫌いだった。お祖父さんは『燃えよ剣』や新撰組や土方が好きだったから、逆に私は嫌いになった。嫌いだったからこそ逆に、ちょっと新撰組を調べてみたわ。別の本でね。土方歳三って人間はやっぱり好きになれないわね。冷れい酷こくで、仲間を粛しゆく清せいしてばかりだもの」


    　そう言われて、真は二度目に異い界かいに入った時に、彼を脱だつ走そうした隊たい士しと見なして殺そうとした土ひじ方かたを思い出す。


    「確かにね。まあそれはそれとして、じゃあ、ここはどこ？」


    「たぶん、鳥と羽ば・伏ふし見みの戦いだと思う。あるいは、会あい津づあたりかも。時代小説に詳くわしい宮みや本もとさんならわかるかもしれないけど……」


    「まあ、それはいいや。どこの戦いかわかったところで、あんまり意味ないし。それより俺たち、この世界に入ったのに、今までの格好のままなんだな」


    　真まことは指摘した。これまで本の世界に入った時には、真も彩あやも、その世界の住人の格好になった。


    「前に入った時は、中なか富とみさんの魔法で入ったから、その異界にとけ込めるようにこちらの姿も変わったのよ。今回は異界の方が図書館の世界を侵しん食しよくしてきて、私たちはそれに飲み込まれたわけだから、事情が違う」


    　図書館の意い志しによって入れられた二回目の時も、魔法で入った場合に準じるのだろう。


    「これじゃ、どうやって帰ったらいいのかもわからない。まったく考えなしにムチャするんだから」


    　彩が文句を言う。


    「こんなところに来てまで文句かよ。だったら、なにも君まで来ることはなかったんだ」


    「私だって来たくなかったわよ！」


    　いつも沈ちん着ちやく冷静な彩が珍しく怒ど鳴なった、その直後だった。


    　彼らの隠れている岩のかなり近くで、砲ほう弾だんがドーンと炸さく裂れつし、土つち煙けむりを上げた。


    　真も驚いたが、それ以上におびえたのは彩であった。


    「きゃああ！」


    　悲鳴をあげて、真にしがみついてくる。


    「わっ、小こ平だいら？」


    　真はようやく気づいた。彩が震ふるえていることに。


    　いくら普段冷静で毒どく舌ぜつでも、彩は女の子なのだ。


    　銃じゆう弾だんや砲弾が飛び交かうこんな血なまぐさい戦場にいて平気でいられるはずがない。


    「大丈夫か？　しっかりしろ。俺がついてる」


    　真は力づけた。


    「……なによ……何の異界力もないくせに」


    　彩はこの期ごに及んで、なお真を罵ば倒とうする。


    　が、それも彼にしがみついて震えながらだ。


    「今この場で何の力もないのはお互たがい様だろ。株かぶ価かの変動を予測できても、ここでは役に立たないぞ。とにかく、俺に任まかせろ」


    　任せろとは言ったものの、今はどうしていいかわからない。岩陰から動くことさえできない状態だった。


    　それでも真まことは、彩あやを力づけてやらずにはいられなかった。


    



    　一方、彼らの後を追った、戦闘能力を持つ三人の司し書しよたちもまたそれぞれ、危機に陥おちいっていた。


    「ここは……」


    　静しず香かが出たのは、船の甲かん板ぱんの上であった。


    　甲板上では、水兵たちが斬きり合いをしている。


    　その船には、トの字型になるように別の船が舳へ先さきを突っ込んでおり、その舳先からロープで一人、また一人と軍人が降りてきては、斬り合いに参加する。


    　時代小説の愛読者であり、『燃もえよ剣けん』も読んでいる静香には、すぐにピンと来た。


    「宮みや古こ湾わん海かい戦せん！」


    　明治政府軍はアメリカが南なん北ぼく戦争で建造した最さい新しん鋭えい艦かんストーンウォール・ジャクソンを入手し、これを甲こう鉄てつと改名。榎えの本もと武たけ揚あきが函はこ館だてに樹立した政府を攻撃すべく、他の軍ぐん艦かんと共に北上させた。これを奪だつ取しゆすべく函館政府側がしかけた海戦である。


    　この時、函館政府に陸軍奉ぶ行ぎようなみという待たい遇ぐうで参加していた土ひじ方かた歳とし三ぞうが提案したのが、フランス人の軍事顧こ問もんが言うところの〝アボルダージ〟という戦術だった。要するに、敵船に接せつ舷げんし乗り移っての斬り込み、白はく兵へい戦せんだ。いかにも元新しん撰せん組ぐみ副長らしい発はつ案あんである。


    　突っ込んできている船は、函館側の軍艦、回かい天てんだ。


    　見慣れない現代の制服姿の静香を敵と思ったのか、軍人が斬りかかってくる。


    「ちっ！」


    　静香は慌あわててその白はく刃じんをかいくぐり、戦闘スタイルに変身した。


    　忍しのび装しよう束ぞく姿になると彼女の運動能力も飛躍的に高まり、彼女は甲板の上で一回転して起きあがると、相手の刀を刈かり込こみ鋏ばさみで叩たたき落とす。


    「ここが宮古湾海戦の現場だとしたら……ここにいるとヤバイな……」


    　のんびり時間をかけて戦っている場合ではなかった。


    　官かん軍ぐん側は、まもなくあれを出してくるはずだ。


    　いかに忍び装束姿となった静香とて、あの攻撃を受けたら無事ではすまない。


    　静香が危き惧ぐしていたその武器が、ストーンウォール・ジャクソンの甲板上でついに火を噴ふいた。


    　ガガガガガガガガガッ！


    　多くの銃じゆう身しんがドラム状となっていて、銃じゆう手しゆがクランクによってそのドラムを回転させ、連続して銃じゆう弾だんを発射する。


    　幕ばく末まつの最新兵器、ガトリング砲ほう。


    　すなわち、手しゆ動どう式しきの機関銃である。


    



    　白しら雪ゆきとみんともまた、戦場にいた。


    「……ここって、お城……だよね……」


    　銃じゆう声せいや砲ほう声せい、そしてわーわーという鬨ときの声の轟とどろく中、みんとが白雪に言う。


    「そんなの、見ればわかるでしょう」


    　白雪が言うように、彼女たちの周囲の複雑に入り組んだ白い壁の向こうに見えるのは、いわゆる天てん守しゆ閣かく。城じよう郭かくの中心の、高い建物だ。


    　周囲の喧けん噪そうから見て、どうやらこの城は今、攻撃を受けているらしい。


    「どこのお城だろ？　江え戸ど城じよう？」


    「江戸城は攻撃を受けていませんわ。勝かつ海かい舟しゆうと西さい郷ごう隆たか盛もりの会談で無む血けつ開かい城じようされたはずです」


    「じゃあ、ここはどこ？」


    「さあ。宮みや本もとさんならわかるかもしれませんわね」


    　二人が、彩あやと真まことと似たような会話をしていると。


    　城の守しゆ兵へいらしい侍さむらいたちの一団が、槍やりや、この時代にしては古いタイプの先さき込こめ式の鉄砲などを持って駆けてくる。


    「なんだ、貴き様さまら、怪あやしいヤツめ！」


    　彼らはマント姿の白雪と白はく衣い姿のみんとを見て、即そく座ざに敵と判断したようだ。


    「……あんなこと言ってるけど、どうする、白雪ちゃん？」


    　みんとが尋ねる。


    　白雪はため息をついた。


    「説明しても理解できないでしょうし、みんな気が立っているようですわ。これはやるしかないですわね……」


    



    「声が……声が聞こえる……」


    　真は言った。


    　相変わらず、彼と彩は岩陰に身を潜ひそめていた。


    「なに？」


    　彩が尋ねる。


    「あの声が、聞こえるんだ……。二回目にこの本の世界に入った時に聞いた……感じた声。そしてさっき、あの本から感じた声」


    「その声はなんて言ってるの？」


    　彩に尋ねられ、真は答える。


    「わからない。はっきりした声じゃないんだ。ただ、俺を呼んでる気がするんだ」


    　彩あやは少し考え込んでから言った。


    「なら、その声の方に行ってみるべきね。方向はわかる？」


    「なんとなく、だけど……。でも、その方向は、あっちなんだ」


    　よりにもよって、先せん刻こくから激しく銃や大砲を撃ってくる、官かん軍ぐんのいる方角だ。


    「あいつらがいるうちは動けないな」


    　真まことが言った時だった。


    「だめだ、退ひけ！　退くんだ！」


    　幕ばく府ふ軍ぐんの側から、そんな声が聞こえた。


    　そちらを見ると、真たちと同様に遮しや蔽へい物ぶつの陰に隠れているのが精一杯の幕府軍の侍さむらいたちが、それ以上ここにとどまることを断念し、撤てつ退たいを開始したらしい。


    　その動きに対し、官軍側は攻こう勢せいに出て、前進してきたのだった。


    　戦せん線せんが動き、官軍の兵たちは、真たちの隠れている岩の方に迫せまりつつあった。


    



    　ガトリング砲ほうがうなりをあげると、甲かん板ぱん上に降り立った函はこ館だて側の兵はバタバタと倒れていった。まだこの時代には手しゆ動どう式しきとはいえ、ガトリング砲は機関銃の前身というべき兵器である。その射撃は圧倒的な威力を発はつ揮きする。


    「ちっ」


    　静しず香かは跳とんだ。


    　甲板上にいては、その標的となるだけだ。変身している状態でのみ発揮できる、忍にん者じやとしての超人的な跳ちよう躍やく力りよくで、静香はマストに飛びつく。


    　しかしそこにいるのも、結局、一時しのぎにすぎない。


    　甲こう鉄てつを奪だつ取しゆする目的で行おこなわれた宮みや古こ湾わん海かい戦せんは、結局、函館側の失敗に終わり、彼らは逃走するのだ。


    「……そうだ、確か、『燃もえよ剣けん』では……」


    　甲鉄に突っ込んでいる回かい天てんの舳へ先さきから、ロープが垂れ下がっている。


    　ガトリング砲の存在もさることながら、そのロープから雨だれ式に一人ずつしか乗り移れなかったことが、函館側にとってのこの戦いの敗因であった。双方の甲板の高さが違う上に、一か所からしか乗り込めないので、斬きり込み攻撃にはもともと無理があったのだ。


    　次第に明治政府側の他の艦も態勢を整えて、回天を攻撃する構かまえとなってきたことから、回天は攻撃を断念して撤退することになる。


    　土ひじ方かた歳とし三ぞうは、甲板で戦っていた。


    　この時期には、すでに彼は洋装で、頭には髷まげもない。しかし、剣は日に本ほん刀とうだった。


    　ガトリング砲の弾だん丸がんも、なぜか土方にだけは命中しない。


    　現実世界の機関銃だったらまずありえないことだが、ここは本の中の世界。土方はその主人公だから、弾だん丸がんも彼は避けて飛ぶらしい。


    　回かい天てんが撤てつ退たいを開始する気配を察して、その土ひじ方かたもロープに跳とぶ。


    　静しず香かもそちらへ跳んだ。


    　弾丸が土方の方に飛んでいかないのなら、今一番安全な場所は、土方の側そばだ。


    　土方と静香は、同じ一本のロープをつかんだ。


    　回天は甲こう鉄てつから離れ、二人はその舳へ先さきからだらんとぶら下がった形になる。


    「貴き様さま、何者だ？」


    　土方は、自分の下でロープをつかんでいる静香に尋ねる。


    　彼にしてみれば、静香は自じ軍ぐんにいたはずのない、忍しのび装しよう束ぞくの怪あやしい人間である。


    「私は敵じゃない、とにかく話は後あと」


    　回天は完全に甲鉄から離れていた。


    「ああ、落ち着いたら、話を聞かせてもらおう。どうもこのところ、何かがおかしい」


    　土方は言った。


    「貴様、宇都宮うつのみや城じようにいた女たちの仲間ではないか？」


    「宇都宮城？」


    『燃もえよ剣けん』において、土方が落とした城だ。


    



    「白しら雪ゆきちゃん、まだぁ？」


    　みんとは、自分の前に怪しい光の障しよう壁へきのようなものを出現させ、武士たちの攻撃を防いでいた。


    「なんと面めん妖ような！　これは妖よう術じゆつの類たぐいか！」


    　武士たちは、うすい膜まくのように向こうの透けて見えるその光の壁を、槍やりで突き、あるいは刀で斬きり破ろうとするが、壁はそれらの攻撃を通さず、はじき返す。


    「妖術じゃないもん、バリアーだもん！」


    　みんとが怒ど鳴なる。


    「とはいえ、これ、長く保もたないよ？　白雪ちゃん、早くぅ！」


    　みんとに急せかされている白雪は、ぶつぶつと呪じゆ文もんを唱となえている。


    「万ばん物ぶつの根源たるマナよ、この者たちに安らかなる眠りを！」


    　白雪は長い呪文の最後にそういう文もん言ごんを唱え、両手を武士たちの方に突き出す。


    「おっと！」


    　みんとは、とっさにバリアーを消した。


    　その瞬間、ちょうどある武士が槍を突き込んでいたため、その穂ほ先さきが白雪の顔の近くをあやうくかすめそうになる。


    　幸い、その槍の武士も含め、彼女たちの前の男たちはすべて、白雪の魔法をくらってすみやかに地面に崩くずれるように眠り込んだ。


    「ちょっと！　気をつけなさいよ！　あやうく私の顔に傷がつくところでしたわ！」


    「白しら雪ゆきちゃんこそ、攻撃するなら、するって合図送ってよ。バリアーは外からの攻撃も防ぐけど、内側からの攻撃も通さないのよ。消すのが間に合ったからよかったけど」


    　当とう座ざの敵を眠らせて安全になったとたんに、二人がぎゃあぎゃあ言い合う。


    「不便ですわね」


    「そっちこそ呪じゆ文もんに時間かかりすぎ！」


    「あれでも、かなり早い方ですわ。呪文の詠えい唱しようというのは、時間がかかるものなのです。安あん直ちよくなライトノベルで描かれているような、ちょっと唱となえてバーンと攻撃できるというものではありませんの」


    「と言うわりに、今のはライトノベルっぽい魔法だったけど」


    「聞き捨てなりませんわね。人を眠らせるというのは、そもそも……」


    　魔法使いとマッドサイエンティストの組み合わせというのは、実は相性が悪いのか。


    　白雪は、ついムキになってみんとに反論しようとした。


    　が、はっと我に返る。


    「……っと、そんなことを言っている場合ではありませんわ。ここは、いったいどこなのか調べませんと」


    「知らんのか。ここは、宇都宮うつのみや城じようだ」


    　不意に、背はい後ごから声がした。


    　振り返ると、そこに武士たちを従えた、洋装の男がいた。


    「……なかなか面白いものを見せてもらったぞ。光る壁で刀とう槍そうを防ぎ、不思議な力で瞬時に武士を眠らせるとは。西洋の妖よう術じゆつか？　いや、妖術などというものが存在するはずはない」


    　洋装の男は二人に尋ねる。


    「今の力は何だ？」


    　その男が誰か、白雪とみんともすぐに察した。


    「……あなたは、土ひじ方かた歳とし三ぞうさんですわね？」


    　白雪が確認すると、洋装の男は答えながら抜ばつ刀とうする。


    「その通りだが、おまえたちは何者だ？」


    　剣の切きっ先さきを、白雪に向けた。


    「なんと説明したらいいのかしら……」


    　先ほどの城しろ方かたの武士たちへの対応と同じ事をするしかない、と、白雪はみんとに目め配くばせする。が、そのみんとは、いきなり言い出した。


    「この世界はね、本の中の世界なの。で、その本の世界がおかしくなってるのよ」


    「ちょっと、みんとさん！」


    　正直に説明しても、本の中の人物に理解できるはずがない。


    　愚ぐ弄ろうするのかと、怒らせるだけだ。白しら雪ゆきにはそう思えた。


    「ここが、本の中の世界だと？」


    　土ひじ方かたは、確かに突とつ拍ぴよう子しもない話と思ったようだ。


    　土方の部下らしい男も進しん言げんする。


    「ふざけた奴らです。薩さつ長ちようの回し者かも……」


    　土方はそれを制した。


    「まあ、待て。敵が我々を攪かく乱らんするために送り込んだ間かん者じやなら、もう少しマシな話をするはずだ。この世界が本の中の世界とは、作り話にしても、あまりにもバカバカしすぎて、かえって詳くわしく聞きたくなったぞ」


    「しかし……」


    「わかっている。今は、戦闘中だ。戦いが終わってから取り調べる。永なが倉くら、この女たちを見張っていろ」


    　土方はそう指示した。


    「来い！」


    　永倉と呼ばれた土方の部下が、二人に武器を向けた。


    　とりあえず、すぐに斬きられることはなさそうなので、この場はおとなしく従うことにした。


    「永倉、というと、新しん撰せん組ぐみの永倉新しん八ぱちさんかしら」


    「そうだ、よく知っているな」


    　永倉は二人を先導し、城内の兵の詰つめ所しよのような建物に連れてきた。すでにそこはもう制圧済みなのだろう、室内には誰もいない。


    「しばらくここにいてもらおう」


    　白雪とみんとはその部屋に入れられた。永倉は、その建物の表おもてに見張りの兵を配置する。


    「土方歳とし三ぞうが北関東で戦っているぐらいの時期には、永倉新八はもう離り脱だつしていたと思いましたけど……」


    　白雪は首をかしげる。


    「でもそれは、史し実じつなんでしょ？　小説は必ずしも、史実と一緒と限らないし」


    　みんとが指摘した。


    「まあ、それはそうですわね」


    「で、これからどうしよっか？」


    　みんとの質問に、白雪は考えこむ。


    「ここに閉じこめられていても、どうにもなりませんわね。小こ平だいらさんも、静しず香かさんも……ついでに菅すが原わらさんも、いないですし」


    「じゃあ、いったん引き返す？」


    「簡単に言ってくれますわね。元の異い界かい図書館に戻れるかどうかも疑問ですけど……。試ためすだけ試してみましょうか」


    　白しら雪ゆきは呪じゆ文もんの詠えい唱しようを開始する。


    「あ、空間が……」


    　彼女の呪文に反応したように、空間がぐにゃりと揺れ動いた。


    　彼女たちがこの宇都宮うつのみや城じように出ることになった、最初に飛び込んだ空間と同じようなゆがみ方である。


    「すごい、さすが白雪ちゃん！　魔法力は世界一ぃ！」


    「調子いいですわね」


    「ほら、白雪ちゃん、早く、空間が閉じないうちに行くよ！」


    「何を騒いでいる？」


    　中でごちゃごちゃ言っているので、外の見張りが何事かと戸を開あけてのぞき込んだ。


    「……おおっ？　なんだ、何が起こって……」


    　見張りは、空間のゆがみに気づいて絶句する。


    「見つかっちゃった」


    「飛び込みますわよ！」


    　白雪とみんとは、再びゆがんだ空間へ飛び込んだ。


    「き、消えた！」


    　見張りは慌あわてて室内に踏み込むが、その時にはもう、空間のゆがみ自体が消えていた。


    「……そんなバカな……」


    



    「あの女たちが消えただと？」


    　見張りの報告を受けた土ひじ方かたは、考え込んだ。


    「はい、まったく、キツネにつままれたみたいで……。なんというか、部屋の中がまるで、ぐにゃぐにゃになったみたいというか、上う手まく言えないんですが……、で、そのぐにゃぐにゃに二人が飛び込むと、そのまま消えてしまって……その後、いくら捜してもどこにも……」


    「ボケッとしているからだ！」


    　永なが倉くらがその見張りを怒ど鳴なりつけてから、土方に言う。


    「おそらく、怪あやしい術を使って、姿をくらましたのでしょう。やはり、薩さつ長ちようの回し者だったと考えるのが妥だ当とうだと思います。さっさと斬きっておくのでした」


    「この城はすでに落とした。薩長の者だとしても、問題はない」


    　土方は答えてから、つぶやく。


    「……ここは本の世界……か」


    「やつらのたわごと、まさか信じているのですか？」


    　永なが倉くらに尋ねられて、土ひじ方かたは言った。


    「たわごと、か。確かにそうだな。だが、なかなか面白いたわごとだ……」


    「面白いですか？」


    「ああ、面白い。もしもここが本の中の世界だったら、と想像してみろ。その本には、この国の行く末はどうなると書かれているのだろうな？」


    　土方は、ニヤリと不敵に笑った。


    「本の筋書きは、この俺が書き変えてみせる」


    



    「くそっ、薩さつ長ちよう軍ぐんが前進してくる！」


    　真まことは、逃げ道を求め、左右を見回す。


    　だが、薩長軍から姿を隠したまま脱出する道はない。どう逃げようとしても、銃で武装した軍の前に無む防ぼう備びに姿をさらすことになる。


    「逃げないと……」


    　焦あせる彩あやを、真は引き留めた。


    「おちつけ、下へ手たに動く方がまずい。この時代に、俺たちの格好は目立つしな」


    　逃げようと動けば、かえって注意を引いてしまうに違いない。


    「じゃあ、どうするの？」


    　真は、かつてないほど、頭をフル回転させ、一つのアイディアを思いつく。


    　辺りには、戦死者がバタバタ倒れているではないか。


    「死んだふりでやり過ごす」


    　真は言った。


    「でも、死体のふりをしても、この格好は注意を引くかも……」


    　確かに彩の着ている現代の高校の女子制服はこの時代では明らかに不自然だ。


    　真は、以前、本の世界から出てきた侍さむらいに、学生服を軍服と勘違いされたことを思い出した。学生服なら、この時代の人も西洋の軍服だと思うだろう。真の方が、戦場に倒れていても、彩よりはまだ不自然ではない。


    「俺が上に覆おおい被かぶさって、おまえを隠す」


    「え？　ちょっと……」


    「しっ！」


    　もう、ぐずぐず言っている暇ひまはなかった。


    　彼らの隠れている岩のすぐそばまで、薩長の軍人が歩いてきている。


    　有う無むを言わせず、真は小こ柄がらな彩にのしかかった。


    「……」


    　彩は何か抗議しようとしたが、その言葉を飲み込む。


    　顔と顔が近すぎるので、彩あやはそっぽをむく。


    　しかし互たがいの胸と胸が密着し、服越しに心臓の鼓動まで伝わってきた。


    　よほど不安なのだろう、彼女の心臓が早はや鐘がねのようにドキドキしているのがわかる。


    　幸い、幕ばく府ふ軍ぐんの反撃を警戒しつつ前進しているため、薩さつ長ちよう軍ぐんの注意は前方に向けられ、倒れて動かない戦死者にはあまり注意を払っていなかった。


    　二人は息を殺し、動きを止とめ、彼らが通過していくのを待つ。


    （早く行けよ、行っちまえ！）


    　心の中で、真まことは叫さけんだ。


    　だが、彼の心の叫びに反して、一人の兵士が、折り重なっている不自然な二人の戦死者に気づいた。


    「ん？　そこに倒れちょるのは、お味み方かたでごわすか？」


    　薩摩の兵士らしい男がこちらに声をかける。


    　真の期待通り学生服を軍服と見み誤あやまってくれたのはいいが、そのためにかえって薩長の味方の兵士と思われてしまったようだ。生死を確認し、生きているなら助けなくては、と考えているのだろう。


    　近くまで来て確認されれば、真が生きていることがバレてしまう。いや、それ以上にまずいのは、彼が必死に身体からだの下に隠している彩が注意を引いてしまうことだ。


    （さっさと行ってしまえ！　俺たちはただの死体だぞ）


    　真の心の中の声が届いたのか。


    「返事がなかと。ただの屍しかばねのようでごわす」


    「味方がここにいるわけなか。幕府側にも、洋式軍はあると聞いちょりもす」


    「それより、敵を追わんと」


    　兵士たちは、彼らの近くから歩き去った。


    「……ふう」


    　長い時間、呼吸さえも止めて死んだふりをしていた真は、ようやく大きく息を吸った。


    「……ちょっと、いつまで私に乗ってるのよ」


    　下の彩がささやき声で文句を言う。


    「あ、悪い。でも、まだ誰かが振り返るかもしれないし、あいつらが完全にいなくなるまでは動かない方が……」


    「……それは……そうだけど……でもこの体勢って……」


    　そう言われて、真も自分たちがきわどい体勢になっていることをようやく意識する。


    「へ、へんな意味にとるなよ。生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわで、とっさにこうするしかなかったんだからな」


    「わ、わかってる、それぐらい！」


    　その体勢のまま、互たがいに小声で文句を言い合う。


    「……さすがに、そろそろ大丈夫なんじゃない？」


    「そ、そうだな」


    　真まことは周囲を警戒しながら、よつんばいで動いて彩あやの上からどく。


    　幸い、薩さつ長ちよう軍ぐんは通過してくれたようだ。もうその場にいない。戦場に残された死体の始末は後あとで戻ってきてするつもりなのだろう。


    　二人は立ち上がる。


    「はぁ……」


    　彩は、顔を真っ赤にし、両手を交差させて自分の胸に当てている。真と胸が密着していたことが、よっぽど不快だったのだろうか？


    「おい……だから、さっきのは……」


    「わかってる。緊急事態だったんでしょ？」


    「わかってるなら、そんなに怒るなよ？」


    「バカ！　知らない」


    　彩はぷいと横を向く。


    「私がこんなバカにドキドキするなんてありえないし。そうよ、吊り橋効果ってやつよ」


    　とかなんとか、ブツブツ言っている。
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    「……変なヤツ。この辺に橋なんてないぞ？　それより、早く行くぞ。あいつらがいつ戻ってくるかもわからないし」


    　真まことが声をかける。


    「……行くって、どこへ？」


    「忘れたのかよ。声の聞こえる方に行くんだ」


    　真は歩き出す。


    　彩あやは慌あわててその後あとをついていく。


    



    　二人はしばらく、黙々と歩き続けた。


    　時々真が振り返って声をかけてみるが、彩はまだ不機嫌なのか、学校にいる時のような無口モードになってしまい、必要最低限の返事をするだけだ。


    　そんな調子でしばらく進むと、前方に建物が見えてきた。


    「……これは？」


    「蔵くら？　こんなところに……？」


    　ずっと無口だった彩も首をかしげる。


    　彼女も不思議がっているように、その土ど蔵ぞうは、戦場からちょっと歩いた程度の場所に、一軒だけポツンと立っていた。


    「この蔵、前に本の中に入った時にも見たぞ……。でもあの時は、京都の町の中に立っていたのに……」


    　真が前に見た時、この蔵から声が聞こえたような気がしたのだ。


    　ここは、周囲には野山が広がっており、蔵が建っているのは不自然きわまりない。


    「……ただの蔵じゃななそうね……」


    　二人は蔵の入り口に近づく。


    　入り口には、大きな南なん京きん錠じようがかかっていた。


    「中に誰かいるのか？」


    　真は扉とびらを叩たたいてみる。


    　すると、真には、また声が聞こえた。


    　今度は、今までになく、はっきりと。


    （またこんなくだらない本を読んで！）


    　それは女性の怒ど鳴なり声のようだった。


    （あ、母さん、でも、その本は……）


    　別の声。こちらは少年のようだ。どうやら、怒鳴っている女性の息子らしい。


    （もうすぐ高校受験でしょ。おまえも県会議員の息子なんだから、それにふさわしい学校を出ないと。小説なんて読んでないで、今は勉強だけしなさい！）


    （返せよ。もう少しで読み終わるんだ。最後まで読ませろよ）


    （口答えするの？　しばらくここで反省しなさい）


    （母さん！　待てよ……おい！）


    　そして、戸が閉しめられる音と、錠じよう前まえをかけられたらしい金属音。


    「……なんなんだ、今の声は……？　そうか、今のは、この本の元の持ち主の、子供の頃の記憶……？　ってことは、今の少年の方は、彩あやのお祖じ父いさんか」


    　真まことは理解した。


    「どういうこと？　説明して」


    　声の聞こえない彩が説明を求める。


    「この本の元の持ち主……つまり、中学生の頃の彩のお祖父さんは、理解のない母親にこの本を取り上げられて、蔵くらに閉じこめられたらしいんだ」


    　真は、自分で言ったことに、疑問を感じる。


    「あれ？　でも、今時、蔵なんてないか？」


    「あるわ。農村の大きい家なんかには。まして、お祖父さんが中学生の頃なら……」


    　彩が言う。


    「そうか」


    「……で、あなたには、この蔵から、お祖父さんの声が聞こえるわけね？」


    　彩が確認する。


    「そうだけど？」


    「ということは、この蔵こそが、核かく心しんね。おそらく、この中に、当時のお祖父さんの意い志しが焼き付いて残っているのよ」


    「その焼き付いた意志とやらが暴ぼう走そうして、今の事態になってるわけ？」


    「そういうことね」


    「じゃあ、そいつと話し合う必要がありそうだな」


    　真は、蔵の入り口を封じる南なん京きん錠じようを開あけようとガチャガチャと引っ張ったり、戸をドンドン叩たたいたりしてみる。


    「中のヤツ！　聞こえるか？　話を聞いてくれ！」


    　真が叫さけぶと、声は……少年の声は言った。


    （おまえら、この本を処分する気なんだろ？　そんなことはさせないよ！）


    「違う！　僕らは……」


    （みんな母さんと同じだ！　俺の大事な本を取り上げて、勝手に捨てちまうんだ！　なにが受験だよ、くそくらえだ！　俺は俺の好きなように生きてやるぜ）


    　不意に、真と彩の周囲の空間がぐにゃりとゆがんだ。


    　ここに来る時の、あのゆがんだ空間と同じだ。


    「待て！　話を聞けよ」


    　真まことが怒ど鳴なった時には、すでに二人はその空間に飲み込まれていた。

  


  
    

    　第六章　土ひじ方かた歳とし三ぞうの夢


    



    「……おい、しっかりしろ」


    　聞き覚えのある声がする。


    「うーん……あっ、小こ平だいらは？」


    　真は、意識を取り戻すと、まず彩あやのことを心配し、目を開あけると同時に勢いよく起きあがろうとした。


    　が、目を開けた時に飛び込んできた光景は、横からのぞき込む静しず香かの顔。


    　先にこの世界に来た時に彩にのぞき込まれていたのと状況が似ているが、今回はすでに起きあがろうとしていた動きを止とめられず、額ひたいと額が勢いよくぶつかる。


    「あたっ、このバカ！」


    　静香が怒鳴る。


    「す、すまん。……って、なんで宮みや本もとがここにいるんだよ？」


    「あんたたちを追って、すぐに飛び込んだんだ」


    「静香さんまで飛び込んでしまいましたので、私たちも追ってきたのですわ」


    　白しら雪ゆきの声だ。


    　振り向くと、そちらに白しら雪ゆきとみんと、そして彩あやがいた。


    　どうやら彩も目を覚ましたばかりで、白雪たちに介かい抱ほうされていたようだ。


    「よかった、どうやら全員無事みたいね」


    　みんとが言う。


    　改めて周囲を見ると、そこは、山の中ちゆう腹ふくのようだった。


    　松の木などの針しん葉よう樹じゆが目につく。


    　真まことたちが先ほどまでいた場所よりも、空気が冷たい。


    「で、彩ちゃんたちは、いったい何があったの？」


    「いろいろ大変だったんだ。いきなりどっかの戦場に出ちゃって」


    　真が答える。


    「たぶん、あれは鳥と羽ば・伏ふし見みの戦いだと思う」


    　と彩が補足した。


    「こっちなんか、宮みや古こ湾わん海かい戦せんの現場に出ちまったんだぜ？　あやうくガトリング砲ほうの餌え食じきになるところだった」


    「へえ、ガトリング砲はちょっと見たかったなぁ。みんとたちは、宇う都つの宮みや城じようの城しろ攻ぜめの現場だったんだよ」


    　それぞれどこに出たのかを教えあう。


    「つまり、『燃もえよ剣けん』の世界の中でも、それぞれバラバラの場面、バラバラの時間に出てしまったってわけね」


    　彩が言うと、白雪が疑問を口にした。


    「バラバラ、とはいっても、その三つとも戊ぼ辰しん戦争に入ってからの戦場ですわね。それに何か意味があるのでしょうか？」


    「つまり、それって、『燃えよ剣』の物語の中では、どれも終しゆう盤ばんの方ってことだね？」


    　真が確認すると、時代小説に詳くわしい静しず香かが説明した。


    「といっても、戊辰戦争に入ってからも、ずいぶん長いけど。京都で新しん撰せん組ぐみとして活躍してた頃もいいけど、物語としては、っていうかその主人公の土ひじ方かた歳とし三ぞうの生しよう涯がいは、戊辰戦争に入ってからがドラマチックなんだ。戊辰戦争では幕ばく府ふ軍ぐんは官かん軍ぐんに負け続けるだろ。新撰組局長近こん藤どう勇いさみは処刑され、沖おき田た総そう司しは病死と、かつての仲間が次々と亡くなったり離り脱だつしたりしていく中で土方だけは新政府軍と戦い続け、その中で戦術指揮の才能を発はつ揮きして……」


    「なるほど……」


    　真はなにやら考え込む。


    「……で、ここは……？」


    　彩が尋ねた。


    「わかりませんわ。図書館に戻ろうとして術を使ってみたら、ここに出て」


    「で、みんとたちも、今来たとこ。静しず香かちゃんは？」


    「あたしも来たばかり。船のロープにぶら下がってたら、突然、空間のゆがみに巻き込まれて、気づいたらここにいた。そしたら、みんなが出てきて」


    　どうやら、みんなまだここに着いたばかりらしい。


    　それぞれが飲み込まれた空間のゆがみの出口が、みんなここに通じていたようだ。


    「……偶然かしら？　それとも、何か意味があって……？」


    　彩あやがつぶやく。


    「そんなこと、どうでもいいですわ！」


    　上品な白しら雪ゆきが、いつになくいらついた声をあげた。


    「こうしている間にも異い界かい図書館は侵しん食しよくされているんですよ？　そのうち、異界図書館の世界は飲み込まれ、そうなったら次は、私たちの現げん世せが『燃もえよ剣けん』の世界に融ゆう合ごうされてしまいますわ」


    「じゃあ、どうしろって言うんだよ？」


    　静香が尋ねる。


    「どうしろって言われましても……それがわからないんです。言ったように、図書館に戻ろうとして魔法を使っても、ここに出たわけですし」


    「なんだよ、偉そうに言って、それかよ」


    「そういう静香さんには、何かいい考えでもありますの？」


    「あたしには、そういうことはわからないし。もう、ここまで来たら、ジタバタしてもどうしようもない」


    　いつしか二人は、口論になる。


    「どうしようもないって、諦あきらめるんですの？」


    「そうは言ってないだろ！　こうなった元げん凶きようを連れてきてくれれば、この鋏はさみで一いつ刀とう両りよう断だんにぶった斬きってやるよ。でもそういう解決ができない事態なら、あたしの出る幕じゃないし。あんたこそ考えてくれよ」


    「なんですか、その態度！　元はと言えば、あなたが不用意に異界本に手を出そうとしたからこんなことになったんじゃないですか！」


    「あたしのせいだっての？　処分することにはあんただって賛成したじゃない！」


    「やめないか、二人とも！　みっともないぞ」


    　次第につかみ合いにまで発展しそうになった不ふ毛もうな口論を、真まことが一いつ喝かつして止とめる。


    「今はケンカなんかしてる場合じゃない、そうだろ？」


    　真の正論に、二人はつかみ合いをやめる。


    「……それはそうなんだけど……」


    「あなたに言われるのは、釈しやく然ぜんとしませんわ」


    　不服そうな二人に、真まことは言った。


    「とにかく、ここがどこか確認しよう」


    　ちょうど彼がそう提案した時だった。


    「こっち来て！」


    　いつの間にか近くをうろうろして見て回っていたみんとが、一同を呼ぶ。


    　一同がそちらに行ってみると、林が開ひらけて、山の斜面からちょうど、辺りを見下ろすことができる場所に出た。


    「ほら、見て！」


    　みんとの指さす方を見下ろすと、街と要よう塞さいが見えた。さらに、その向こうは海である。


    　この程度の高度からではわかりにくかったが、要塞は、星形をしているようだった。


    　彩あやはすぐにそこがどこか理解した。


    「五ご稜りよう郭かく……するとここは、函はこ館だてを見下ろす山ってことになるわね」


    「函館？　北海道かよ。どうりで涼しいと思った。でも、なんで函館……」


    　幕ばく末まつ維い新しん史しに詳くわしくない真が尋ねる。静しず香かが答えた。


    「そんなことも知らないのかよ？　函館の五稜郭と言えば、戊ぼ辰しん戦争の最後の戦場。そして何より、土ひじ方かた歳とし三ぞう終しゆう焉えんの地だ」


    「土方の終焉……つまり、物語の終わり。そうか、それで、この本に焼き付いた意い志しは、俺たちをここに飛ばしたんだ」


    　真がつぶやく。


    「どういうこと？」


    「焼き付いた意志って何です？」


    　彩を除のぞく三人には、わけがわからない。


    「ああ、つまり……」


    　真は彼女たちに先ほどの蔵くらでの出来事を手て短みじかに説明した。


    「……なるほど。事情はだいたいわかった」


    「理り不ふ尽じんな母親に本を取り上げられた少年時代の小こ平だいらさんのお祖じ父い様の、その時の強い感情が本に焼き付いていたのですね」


    「でもってぇ、その本が古こ書しよ店てんに売られたりしたもんだから、怒って、異い界かい本ぼんとしての力を発はつ現げんさせてしまった。で、本は巡めぐり巡って、異界図書館にやって来て、静香ちゃんたちが処分する処分するって言うもんだから、焼き付いた意志がさらに怒って、こっちの世界を侵しん食しよくしようとしちゃってるわけだね」


    　静香、白しら雪ゆき、みんとは、そういうことを理解するのは早い。


    　彩が付け足す。


    「当時のお祖父さんの焼き付いた心……便べん宜ぎ上じよう、『この本の意志』って呼ぶことにするけど、この本の意い志しは、この世界においては全ぜん能のうの存在よ。ちょうど、異い界かい図書館内では図書館の意志が全能であるように。今にして思えば、この世界での沖おき田た総そう司しが美男子だったのも、この本の意志がそう願ったからね。沖田総司は美形の剣士でなくてはいけないって」


    「じゃあ、その意志を倒すことは不可能ってことじゃない！」


    　力で解決することしか頭にない静しず香かが、お手上げのポーズをする。


    「異界本の暴ぼう走そうの原因はわかりましたけど、でも、結局、どうしたらいいのか……」


    　白しら雪ゆきも途と方ほうに暮くれた顔になった。


    「やることは一つ。その意志を説得するんだ」


    　真まことが断言する。


    「でも、聞く耳持たなかったんだろ？」


    　静香が指摘するが、真の決意はゆらがなかった。


    「一度で諦あきらめてどうする。何度でも説得するしかない」


    「説得するのはいいけどさ、どこに行けばいいの？」


    　みんとが尋ねる。


    「大丈夫、俺にはわかる。俺には、声が聞こえるんだ」


    　真は請うけあった。


    「そういえば、図書館でも、本の声が聞こえると言ってましたわね」


    　白雪が思い出す。


    「それが菅すが原わら君の異界力……。どうやら彼は、異界本の声を聞くことができるようなの」


    　彩あやが三人に説明した。


    「図書館の意志がこいつをスカウトした理由はそれか」


    　静香たちも得とく心しんする。


    「すごーい、それって、テレパシーの一種なんじゃないかな。やっぱ、ＳＦ系だよ」


    　みんとはなぜかうれしそうだ。


    「声は、こっちだ。行くぞ」


    　真は歩き出した。


    「あ、待って」


    　慌あわてて四人がついていく。


    　気がつけば、いつの間にか五人の中で真がリーダーのように仕し切きっていた。


    「時間がない、遅れたら置いてくぞ」


    　真は男性のペースでどんどん歩いていくので、女性陣四名は時々小走りにならなければならなかった。


    　しばらく山さん中ちゆうを歩いていくと、前方に、山中に立っているのが不自然な蔵くらが見えてくる。


    「本当だ、蔵があった……」


    「こんな山の中に一つだけ土ど蔵ぞうが建っているのは、シュールですわね」


    「鳥と羽ば・伏ふし見みでもこんな感じだった」


    　一同がそんなことを話しながら、蔵くらへと近づこうとした時だった。


    「行かせはせん」


    　五人と蔵との間に、林の中から騎き乗じようした洋装の男が現れて、道を遮さえぎった。


    　五人はそれぞれすでに、その顔を見ていた。


    「……土ひじ方かた歳とし三ぞう！」


    　真まことは思わず叫さけぶ。


    「どうしてここに……？」


    　土方は下げ馬ばしながら言った。


    「小こ僧ぞう、お前には見覚えがあるぞ。確か、京都で新しん撰せん組ぐみを脱だつ走そうしようとして、俺の目の前で突然消えた隊たい士しだったな」


    　地面に足をつけると、土方は改めて五人の方を向く。


    「思えばそれが、この世界は何かがおかしいと俺が気づいた、最初のきっかけだったよ」


    「世界がおかしいことに、気づいていたですって？　その世界の住人であるあなたが？」


    　白しら雪ゆきが驚きの声を上げる。


    「久しぶりだな、宇う都つの宮みや城じようの妖よう術じゆつ使つかい。もちろん、最初はただ漠ばく然ぜんとした思いだったよ。だがおまえたちに会ったことで、疑ぎ念ねんは確信に変わった」


    「確信って……何を確信したの？」


    　みんとが尋ねる。


    「おまえの教えてくれたことじゃないか。この世界は、本の中の世界だ、と。私は本の登場人物にすぎない。私の仲間や部下も、今、御み輿こしとして担かついでる榎えの本もと武たけ揚あき総そう帥すいも、敵の薩さつ長ちようの連中も、なんと、紙に刷すられた文字の存在だったとはな」


    「普通、信じないだろ、そんなこと聞かされても」


    　静しず香かも驚く。


    「そう言うお前は、宮みや古こ湾わんで会った隠おん密みつだな。そう、普通の人間なら信じないだろうな。だが俺は、土方歳三、この本の主人公だ。冷れい徹てつで、合理的な人間で、有ゆう用ようと思えばどんな流派の剣術も、西洋の戦術も、取り入れてすぐに自分の物にしてしまう、そんな男でね。世界の理ことわりもすぐに理解することができた」


    「自分が主人公だってことまで知ってるのかよ？」


    　静香が思わず訊きき返す。


    「あの蔵のお方に教えてもらったよ、すべてな」


    　土方は、親指で肩越しに背はい後ごの蔵を指し示す。


    「蔵のお方……この本の意い志しね。いったい、何のつもりでそんなことを教えたのかしら」


    　彩あやが呻うめくように言う。


    「そうか」


    　真まことは理解した。


    「この本の意い志しは……もともとこの本を読んでいた小こ平だいらのお祖じ父いさんの心だ。彼にとって、この本の主人公の土ひじ方かた歳とし三ぞうは一種のスーパーヒーローなんだ。だから、この異い界かい本ぼんの中の土方歳三なら、自分が本の中の存在ということぐらい、教えれば簡単に理解できる」


    「でも、だからってなぜわざわざ、あなたは本のキャラクターだなんて教えたんですの？」


    　白しら雪ゆきが尋ねる。


    「それは、利り害がいが一致したからだ」


    　土方が言った。


    「利害？」


    　訊きき返すと、土方は説明する。


    「俺は薩さつ長ちようの奴らに負けたくはない。蔵くらのお方も、そう願っている」


    「この本の意志は、あと少しで読み終わるというところで、本を母親に取り上げられた……。ということは、この本の結末を読んでないんだ！　その心をこの本に焼き付けて残した、その時点では」


    　真が指摘すると、土方はうなずいて肯こう定ていする。


    「それが蔵のお方の、最大の心残りさ。あのお方は、物語の結末を見たがっている」


    『燃もえよ剣けん』を読んでいる静しず香かが言った。


    「でも、もう少しで読み終わるってところまで読んでいたのなら、うすうす気づいていたはずだよ。もう土方歳三には、戦場で散るという結末以外にありえないってことが……」


    「蔵のお方は、それを認めたくないのさ。もちろん、俺もだ」


    　土方は不敵に笑った。


    「だから、あのお方は、自分好みの結末を欲している。そのために俺に教えてくれたのさ。ここが本の世界であることを。そのままでは、俺は、本の記述通りにしか動かないだろうから。本の作者の操あやつり人形のようにな。そんなのは俺も真まっ平ぴらだ」


    「それで、ここが本の世界であることをあんたが理解しやすいように、この本の意志は、本の外から来た人間を宇う都つの宮みや城じようや宮みや古こ湾わんに送り込んで、あんたに会わせたってわけだ。今こうして函はこ館だてを見下ろす山さん中ちゆうに集結してあんたに会っているのは、その総仕上げってとこか？」


    「そんなところだな。自分で言うのもなんだが、俺は戦術には自信がある。とはいえ、いくら俺でも、ここまで不利となった戦況を一人でひっくり返すのは難しい。そこで……」


    　土方は言葉を切り、鋭するどい目で五人を見回す。


    「きさまらの力、俺に貸さないか？」


    「冗談だろ？」


    　土ひじ方かたの言葉に、真まことが思わず訊きき返す。


    「ざれごとではない。俺の剣と戦術に、貴き様さまたち、異い世せ界かいの人間の力を加えれば、この世界の薩さつ長ちようを倒し、日本を再び徳とく川がわ幕ばく府ふの手に取り戻すことも、それ以上のことも可能だ」


    「それ以上、だって？」


    　問い返されて、土方は再び不敵な笑みを浮かべる。


    「すでに貴様たちの世界をこの世界が侵しん食しよくしつつあるのだろう？　貴様たちの世界に、幕府を復活させる」


    　真が答えるより早く、静しず香かが怒ど鳴なった。


    「冗談じゃない！　そんなことに力を貸せるかよ！」


    「その通りですわ。私たちは、世界の侵食を食い止とめるために来ましたのよ」


    　白しら雪ゆきもうなずき、みんとが言った。


    「交こう渉しよう、決けつ裂れつだねぇ」


    「そのようだな。あくまで蔵くらのお方のジャマをするというのなら……」


    　土方は、刀の柄つかに手をかけた。


    「斬きる！」


    「ちっ、結局戦うしかないのかよ？」


    　静香が、刈かり込こみ鋏ばさみを構かまえて戦闘態勢を取る。


    「……ダメ！　この世界では、少なくとも剣での斬り合いでは土方歳とし三ぞうは無む敵てきよ！」


    　彩あやが叫さけんだ。


    「その通り！　貴様たちに勝ち目はない！」


    　土方は抜ばつ刀とうと同時に、すさまじい速さで斬りつける。


    「くっ！」


    　静香は、かろうじて鋏でその斬ざん撃げきを受け止めることができた。これが他の者だったら、一いつ刀とう両りよう断だんにされていたに違いない。


    「静香さん！」


    「静香ちゃん！」


    　白雪が慌あわてて呪じゆ文もんを唱となえ始め、みんとが何やら武器を取り出す。


    　土方はそれを目でちらりと見ると、林の中に向かって叫んだ。


    「永なが倉くら！　斎さい藤とう！」


    　呼ばれて、林の中から、さらに二人の武士が飛び出してきた。


    「ちょっと待て！　永倉新しん八ぱちに、斎藤一はじめ？」


    　静香が文句を言う。


    「その通り、新しん撰せん組ぐみ幹部の数少ない生き残りだ」


    　土方は剣を振り下ろしながら得とく々とくと二人を紹介する。


    　その剣をかわしながら静しず香かは指摘する。


    「函はこ館だての頃にはもう、その二人は戦いから離り脱だつしてるはずだろ！」


    　静香は、『燃もえよ剣けん』でその二人と土ひじ方かたが別れた場面を思い出す。


    「確か、あの本では、お前が説得して二人を離脱させたんだ」


    　史し実じつでは、小説での描写よりもさらに早く別れている。特に永なが倉くらは、新しん撰せん組ぐみ局長近こん藤どう勇いさみのやり方についていけず、袂たもとを分かった。が、ここではそれを言っても始まらない。


    「本来の本の筋書きではそうだったかもな。だが、俺はもう筋書きの通りには動かない。貴き様さまたちの世界を攻略するためにも、この二人は大切な人材だ。永倉、斎さい藤とう！　その連中が変な術を使わないように牽けん制せいしろ」


    　土方に命令されると、二人はうなずく。


    「任まかせといてください、土方さん」


    「承知！」


    　永倉と斎藤までが抜ばつ刀とうした。


    「まずい！　みんな！　逃げろ！」


    　静しず香かが叫さけぶ。


    「あわわ、ど、どうしよ？　ねぇ、どうすればいい？」


    　みんとが、どうしていいかわからないという顔で、仲間たちを見回す。


    「俺がこの本の意い志しを説得する！　すまないが、みんなで時間を稼かせいでくれ！」


    　真まことはそう言うと同時に、土方たちを迂う回かいして蔵くらに向かって走り出す。


    「え、ちょっと、そんな……」


    　指示を受けたみんとが慌あわてている間に。


    「私も行く！」


    　戦闘では自分も役に立たないと判断したのか、彩あやも真に続いて走り出す。


    「そいつらを止とめろ！」


    「了解！」


    　土方の指示を受けるまでもなく、永倉と斎藤が真の前に出て行く手を遮さえぎろうとした。


    「あわわ、もう知らないよ！　えーい！」


    　みんとが怪あやしげな光こう線せん銃じゆうを永倉に向けて発射した。


    「むっ？」


    　永倉は飛び退のいてあっさりと光線をかわした。


    「そんな！　当たれ！　当たれぇ！」


    　みんとは光線をメチャメチャに乱射するが、永倉と斎藤はそれをことごとく避ける。


    　しかしその動きのために、二人は真たちの前に出るのが遅れた。


    「サンキュー！　ナイス援えん護ご！」


    　真まことと彩あやは駆け抜ける。


    「……出いでよ、壁よ！　その者たちを取り囲め」


    　白しら雪ゆきも呪じゆ文もんの詠えい唱しようを終えた。


    　永なが倉くら、斎さい藤とうの周囲の地面の土と雑草が盛り上がり、いきなり土と植物で構成された壁を形成して二人を閉じこめる。


    「時間は稼かせいであげますわ。ちゃんと説得に成功しないと、承知しませんわよ？」


    　白雪が真に向かって声を張り上げる。


    　が。


    「時間を稼ぐだと？　笑しよう止し千せん万ばん！」


    　壁の内側から声がしたかと思うと、次の瞬間。


    　土と植物の壁の一部を一瞬で吹っ飛ばすように突き崩くずし、斎藤が外に飛び出した。


    　剣による突きと自身の突進で、壁をぶち抜いてしまったらしい。


    「そんな！　いくら柔らかい土の壁といっても、かなりの厚みがありましたのに」


    「新しん撰せん組ぐみをなめないことだな」


    　服についた土を払いながら、斎藤が言う。


    　斎藤の開あけた穴から、永倉も出てきた。


    「ムチャクチャだよぉ！」


    　みんとが泣きそうな声を上げる。


    「……これは、かなりまずいですわね」


    　白雪も、いつになく深刻な顔になる。


    　一方、静しず香かは土ひじ方かたとの対たい峙じを続けており、仲間たちを助けに行く余裕はない。


    「元新撰組二番隊の永倉と、三番隊の斎藤。剣の腕うではどちらも一流だ。貴き様さまたちの術ごときでどうにかなる相手と思ったら大間違いだぞ」


    　土方は誇ほこらしげだ。


    「そしてもちろん、この俺も！」


    　言うと同時に剣でなぎ払う。


    「くっ！」


    　鋭するどい一いち撃げきを、かろうじて鋏はさみで止める。


    　静香は防ぼう御ぎよするので精一杯で、とても攻こう勢せいに出られない。


    「……これは長くは保もたない……早くしてくれ、菅すが原わら」


    　ほんの少し前、異い界かい図書館で本を処分するかどうか論争していた時までは、彼女が菅原真に頼ることになるなどとは、考えられないことだった。


    　だが、彼女たちに新撰組に勝てる見込みはない。


    　こうして時間を稼ぐのが精一杯だ。


    　もし菅すが原わらが本の意い志しを説得できなければ、彼女たちの命はない。


    



    「聞いてくれ！」


    　真まことは蔵くらに向かって叫さけんだ。


    「この本は処分なんかさせない！　あいつらがなんか言っても、俺が許さない。だから、今すぐこんなバカなことはやめるんだ！」


    　蔵から、少年の声が答える。


    （俺がしてることを、バカなことだっていうのか？）


    「そうだよ。『燃もえよ剣けん』は、君があんなに読みたがっていた本じゃないか。俺はよく知らないけど、土ひじ方かた歳とし三ぞうの生しよう涯がいを描いた名作なんだろ？」


    　真は必死に呼びかける。


    （ああ、すごく面白い小説だよ。司し馬ば遼りよう太た郎ろうの傑けつ作さくだ）


    「だったら、君のしてることは間違ってるよ！　君がしてることは、作者の、ええと、司馬遼太郎？　その先生への冒ぼう瀆とくじゃないか！」


    　少年の声は聞こえないながらも、彩あやも説得に加勢する。


    「そうよ。司馬先生に対しても、土方歳三に対しても、ひどい冒瀆よ」


    （俺が間違ってる……？　司馬先生や土方歳三への冒瀆？）


    　少年の声が動揺した。


    　真はたたみかける。


    「そうとも。司馬遼太郎は、土方歳三という男の生涯をこの『燃えよ剣』って小説に描ききった！　君はその物語を台無しにしようとしてるんだよ。それがわからないのか？　本の世界から現実世界を侵しん略りやくして、幕ばく府ふを立て直すなんて、そんなのは司馬遼太郎の描いた土方歳三じゃない！」


    「土方歳三は、散り際ぎわまで見事に戦い続けた人よ。だから人気もあるし、司馬遼太郎先生もそんな土方歳三の生いき様ざまを描いたんじゃないの？」


    　彩が補足してくれる。


    　土方や彼をヒーロー扱いする『燃えよ剣』を嫌いなわりに、評価すべきところは評価しているらしい。


    （でも……でも……俺はその結末を知らないんだ）


    「親に本を取り上げられて、そこに閉じこめられて、最後まで読めなかったんだよな？　でも、今の君なら、本と一体化しているんだ、最後まで読めるんじゃないのか？」


    　真が言うと。


    （……そうだ……。母さんが……今は受験のことだけ考えろって。そんな本は読むなって……。本、俺の『燃えよ剣』を取り上げて……）


    　少年の声の調子が変わった。


    （ダメだ！　俺、読めないよ。母さんが、読むなってここに俺を入れたんだ！）


    　今まで説得は上う手まくいっていたのに、急に少年はかたくなになってしまったのだ。


    



    「……ああ、もう、まだなのぉ？」


    　みんとは必死にバリアーを張って、自分と白しら雪ゆきの身を守っていた。


    　永なが倉くらと斎さい藤とうがそのバリアーを破ろうと、斬ざん撃げきや突きを繰り返している。


    「これでは、バリアーを解いて魔法をかけることもできませんわ」


    　白雪が嘆なげく。


    　すでに一度、眠りの魔法の呪じゆ文もんの詠えい唱しようを終えてかけようとしたのだが、バリアーを解く隙すきがなかったために攻撃を断念したのだ。


    　助けを求めて静しず香かの方を見ても、その静香も土ひじ方かたに追いつめられている。


    「なかなかよく戦ったな、だがもうこれまでだ」


    　土方は余裕があるのに対し、静香は肩で息をしていた。


    「なあ、一つ訊きいていいか？」


    　静香が尋ねた。


    「何だ？」


    「榎えの本もと武たけ揚あきの函はこ館だて政府のために、あるいは幕ばく府ふを立て直すために、土方歳とし三ぞうが明治政府軍と戦うというのはわかる。でも、なぜ、あたしたちの世界にまで手を出そうとするんだ？」


    　静香は疑問をぶつける。


    「ふ、貴き様さまたちにはわかるまい。自分が本の中の存在にすぎないと知った衝しよう撃げきは」


    　感情を見せない冷れい徹てつな土方の目に、憎にくしみの炎が燃えているのに静香は気づいた。


    「俺はそんなつまらない存在だったのか、と愕がく然ぜんとしたよ。俺が今までしてきたこと、それはすべて本に書かれていたことにすぎず、近こん藤どうさんや沖おき田たが死んだことも、貴様たちの世界の人間が読んで定めていたんだ。あたかも神が世界を見下ろしているかのごとくにな。それが気に入らない。だから、貴様たちの世界を支配し、立場を逆転させる」


    「そんな……あたしたちは別に神様を気取ってこの世界を見ていたわけじゃないよ」


    　静香の抗こう弁べんを、土方は一いつ蹴しゆうした。


    「本の世界の人間の気持ちなど、本を読んでいる側にはわかるまい。自分が同じ立場にでもならなければな」


    「あたしたちの世界を、逆に本の中の世界にしようってのか？」


    「ふ、貴様たちが気づいてないだけで、案外、貴様たちの世界だって、実は誰かが読んでいる本の中の世界なんじゃないのか？」


    　土方の指摘を、静香は笑い飛ばす。


    「はっ、何をバカな！　あたしたちの世界は現げん世せだ。現実の世界だ」


    「と、以前は俺も思っていた！」


    　土ひじ方かたが再び斬きりかかる。


    「おしゃべりはお終しまいだ。そろそろ死んでもらおうか！」


    



    「読んではいけない本なんてあるもんか！　受験だからって本を取り上げる、親の方が間違ってる！」


    　真まことは必死の説得を続けていた。


    　早く説得しなければ、土方たちのところに残してきた三人が危ない。それは彼にもよくわかっているのだ。


    　弓ゆ削げ先生の言葉も思い出し、説得の材料にする。


    「俺の高校の国語の先生が言ってたぜ？　受験勉強の大半は、社会に出たら、実は何の役にも立たないって。その先生に言わせれば、若いうちに本当にしておくべきなのは、勉強より、いい本を読んでおくことだってさ」


    （でも……でも、母さんが……）


    　少年はまだそんなことを言う。


    　説得している真も、その態度にだんだんいらついてきた。


    「ええい！　母さん、母さんって、てめぇはマザコンか！」


    （……違うんだ、そういうことじゃなくて……）


    　少年は言った。


    （俺は……というか、俺をここに焼き付けた元の少年は、この事件がきっかけで母親に反抗するようになった。そして、結局、高校受験に失敗して、ヤケになって悪い仲間と付き合って、不良になってしまったんだ。俺はそんな彼の転落を、この本の中から、すべて見てきているんだよ）


    　それが小こ平だいらのお祖じ父いさんが不良になった原因らしい。


    「……でも、それと、結末を読まないことと、なんの関係があるって言うんだ？」


    （わからないかい？　この本の結末を読むってことは、俺が母親に逆らうってことで、つまり彼と同じ道をたどることになるってことなんだ。俺は……きっと彼のように駄目な人間になってしまう。だから……）


    「ふざけんな！」


    　真は怒ど鳴なった。


    「元は、そいつの心が焼き付いた存在だとしても、だ！　そいつが不良になるのもそこから見ていたんだろ？　それを嫌だと思う心があるんだろ？　だったら、もうおまえは、そいつの分身じゃない。おまえはおまえだ！　自分をしっかり持ってりゃいいだけじゃないか！」


    「え？」


    　彩あやが驚いて、真まことを見る。


    　真はそれに気づかずにまくし立て続ける。


    「親のいいなりになるのでもなく、反抗して不良になるのでもなく、自分は自分でいろ！　親は親、おまえはおまえだ！　おまえは今、おまえの大好きな本の世界に、魂たましいが焼き付いているんだぞ？　それなのに、この世界でも、おまえは蔵くらの中に閉じこもってるのか？　おまえは親のせいにして、自分で閉じこもってるんだ！　その狭せまくて暗い蔵の中に！」


    （俺が……自分で閉じこもってる……？　そんなはずは……）


    　少年の声が、戸と惑まどいの声となった。


    　真の説得が効いていたのは、少年だけではなかった。彼の元となった人間の孫娘もまた、その言葉に動揺していた。


    「……自分で閉じこもっている……」


    　彩は、はっとしたように、目を見開いていた。


    「……私も……私も同じだわ……」


    　彩は、蔵の中の本の意い志しに、そして真に告げる。


    「私も……母や祖父に反抗して……でも心のどこかではそれでいいのかって思っていて、でも母や祖父となれ合ってしまうと同じバカになってしまいそうで、無理矢理、反抗を続けていたのよ。本当にバカなのは私ね……。自分は自分でいればいい。そんな簡単なことだったのに……」


    「気にすんな、俺みたいなバカの方がわかることだってあるのさ。バカは世の中を単純に見ることができるんだぜ」


    　真は彩にそう言うと、蔵に向かってさらにもう一押しする。


    「小こ平だいらも、おまえも、一緒にバカになろうぜ。おまえは、この世界と一体化してるんだぞ？　この世界では全ぜん能のうの神に等しいはずだ！　そんな蔵に閉じこもってる必要はないんだ！　さあ！　この本の結末を読むんだ！　読みたかったんだろう？　親の呪じゆ縛ばくを解とき放はなて！」


    （………………）


    　返事がない。


    「さあ！」


    　真が再び促うながす。


    　少年の声はしばらく沈黙した。


    「……おい、聞いてるのか？」


    　焦じれて、真が再び説得しようとした時。


    　突然、蔵の入り口の錠じよう前まえが、誰も手を触れていないのに、勝手にカシャンと開いた。


    　そのまま錠前がかき消える。


    　蔵くらの戸が開あけ放たれた。


    　その中に、中学生ぐらいの少年が立っていた。


    　三、四十年前の地方の中学生らしく、頭は丸刈りである。


    「読むよ！　この本の結末。そして、本来のこの本を受け入れる」


    　少年の声は、明確に音声として、彩あやの耳にも聞こえた。


    　次の瞬間、錠じよう前まえと同様に、蔵そのものが消えてなくなった。


    



    「もうダメ、バリアーのエネルギーが保もたない！」


    　みんとが悲鳴に近い声を上げた。


    　バリアーが消滅し、永なが倉くらと斎さい藤とうの剣が二人に迫せまる。


    　みんとと白しら雪ゆきは、今度こそ、本当の悲鳴をあげる。


    　剣が二人を斬きり裂さくその寸前。


    　その剣も、永倉と斎藤の二人も、ふっと消えた。


    「……た、助かりましたわ……」


    「あーん、死ぬかと思ったよぉ！」


    　二人は互たがいに抱きつき、次に、慌あわてて静しず香かの方を見る。


    　土ひじ方かたは、消えてはいなかった。


    　静香に向かって、剣を振り上げ、今まさに振り下ろそうという体勢のまま、固まったように動かない。


    　やがて、土方はゆっくりと剣を降ろすと、腰の鞘さやに納のう刀とうした。


    　鯉こい口くちが、カチリと音を立てる。


    「……斬らない……のか……？」


    　驚いて、静香が尋ねる。


    「俺は、どうやら夢を見ていたようだ……。バカげた夢を……」


    　土方は言った。


    　まるで憑つき物ものでも落ちたように、すっきりした顔になっている。


    「迷惑をかけたようだな。すまん」


    　土方はそう言うと、くるりときびすを返し、乗ってきた馬の方へと歩いていく。


    「……どこへ行くんだ？」


    　静香が尋ねると、土方は馬にまたがりながら答えた。


    「もうじき、明治政府軍の攻撃が始まる。戻らねばならん」


    「明治政府軍と、戦うのか？」


    「そうだ。榎えの本もとさんはいずれ降伏する。それはそれでいい。が、俺は薩さつ長ちようの奴らに降伏したくはない」


    　土ひじ方かたは言った。


    　もう、現実世界を侵しん略りやくするという気は毛もう頭とうないようだ。


    『燃もえよ剣けん』の世界で、本来の土方歳とし三ぞうのあるべき姿に戻ったのだ。


    「不思議な者たちよ、さらばだ。二度と会うことはなかろう」


    　土方は手た綱づなをとり、林の中の小道に馬を走らせ、去っていった。


    「あの人、これからどうなるの？」


    　みんとが尋ねる。


    「函はこ館だてを攻撃する明治政府軍に単身、馬で突撃して、銃で撃たれて戦死するんだ」


    　これからの土方の運命を、静しず香かが教えた。


    「覚かく悟ごの上での、自殺的な突撃だったようです。もし仮に、榎えの本もと武たけ揚あきが降伏する時点まで生き残っていたとしても、おそらく彼だけは降伏後に処刑されたでしょう。新しん撰せん組ぐみは京都で志し士しを斬きりすぎて、憎ぞう悪おされていましたから」


    　白しら雪ゆきが補足すると、静香はうなずいた。


    「処刑されるぐらいなら、戦って死ぬことを選ぶ。それが土方歳三だ。少なくとも、『燃えよ剣』の世界の土方歳三なんだ」


    　林の中に消えて見えなくなるまで、三人は、去っていく馬ば上じようの後ろ姿を見送ったのだった。


    　そこへ、真まことが戻ってくる。


    「おーい、みんな、無事か？」


    　真が三人の無事を確認すると。


    「遅いよぉ！　こっちはあやうく死ぬところだったんだよ？」


    　みんとが文句を言う。


    「まったくですわ！　説得にどれだけかかっていますの？」


    　と白雪もいつもの調子に戻っている。


    「そんな、これでも、できるだけ急いで説得したんだぞ」


    「うるさい、こっちがどれだけ苦労したと思ってんだ、この、この！」


    　静香が真の頭をぐいと脇わきに抱える。


    「うわ、ちょっと、何を……？」


    　そのままぐいぐい引っ張り回される。


    「遅すぎた罰ばつだっ！」


    「そんな……って、ちょっと。うわ、この体勢は……」


    　抜け出そうとして首を動かしているうちに、顔が静香のバストのふくらみの横に当たってしまう。


    「うわっ、このスケベ！」


    　胸に真の顔が当たっているのに気づいて、静香が慌あわてて突き放す。


    「自分でやったんだろ！」


    「つい、みんとや白しら雪ゆきにやる感覚でやっちゃった」


    　同性の仲間同士でふざけるノリだったらしい。


    「それより、小こ平だいらさんはどうしましたの？」


    　白雪が尋ねる。


    「なんか、この本の意い志しにまだ話があったみたいで、残ってる」


    



    　この本の意志の声は、今では、真まことのような能力のない彩あやにも聞こえた。


    　祖父と孫の関係だからだろうか。


    　この本の意志……少年時代の祖そ父ふは、彩に言った。


    「君は、雅まさ子こさんの娘だね、彩ちゃん」


    「母を、知ってるの？」


    　彩が訊きき返す。


    「知ってるさ。俺はこの本に焼き付いてから、君のお祖じ父いさんと、お母さんを、そして君を、ずっと見守ってきたんだ。だから、古こ書しよ店てんに売られた時、なんとかして君たちのところに戻ろうとして、君たちの世界とこの世界を繫つなげてしまったんだ。今では悪いことをしたと思ってるよ」


    「現げん世せへの侵しん食しよくをやめてくれたのなら、そのことはもういいの。こっちこそ、処分しようとしてごめんなさい」


    　彩は謝る。


    「俺のことはいいよ。それより、彩ちゃん、君には、わかって欲しいんだ」


    「……何を？」


    「君のお祖父さんと、お母さんが、本当に君のことを大事に思っているってことを。雅子さんが君を身ごもった時、周囲の誰もがおろすように言ったけど、君のお祖父さんだけは、雅子さんの味み方かたをした。君を産むことを応援したんだ」


    「……そうなんだ……私、お祖父さんのこと、誤解していたかも」


    「だから、お母さんやお祖父さんと仲良くしてやって」


    「うん。そのことは大丈夫。あいつのおかげで、目が醒さめたから」


    　彩は背はい後ごをちらりと見るが、その時には真の姿はもう見えなかった。


    「それはよかった。じゃあ、元気で……これからは家族仲良くね」


    「あ、待って」


    　彩は祖父を呼び止とめる。


    「一つ、訊きたいことがあるの……」


    



    「あ、来た」


    　真まことたちのところに彩あやが戻って来る。


    「何話してたの？」


    　みんとが尋ねる。


    「親の呪じゆ縛ばくにとらわれて、勝手に自分で閉じこもっていた者同士で、ちょっとね。お互たがい、これからは殻からに閉じこもるのはやめて行こう、ってそんな話よ」


    　彩は気き恥はずかしそうにそう答えた。


    「それと……お父さんってどんなものなのか訊きいてたの。あたし、お父さんって知らないから。お父さんって、あんな感じなのかなぁって……」


    　白しら雪ゆきと静しず香かが少し意外そうな顔をする。


    「あなたが自分のことを話すなんて、珍しいですわね」


    「あんな感じって……どういうこと？」


    「……まあ、それはどうでもいいでしょ」


    　話しすぎた、と後こう悔かいでもしたような顔で彩はごまかす。


    「それで、あいつは？」


    　真が尋ねた。


    「消えたわ。あなたに感謝を伝えてくれって言ってた。侵しん食しよくももうやめてるよ」


    「どうやら、一件落着だな。図書館に戻ろう」


    　真が言うと、白雪が言った。


    「あなたが仕し切きらないでください」


    　しかし、そう言ってから、横を向いて小声で付け足す。


    「ま、まあ、今回の件では、あなたが正しかったことは認めますけど」


    「素直じゃねぇな」


    　静香はクスクス笑った後あと、真剣な眼になって真の方を向いた。


    「今まで悪かった。今回の件も、あたしが間違ってたしな。あんたを異い界かい図書館の司し書しよとして有能な人材と認めるよ。これからは一緒に頑張ろうな」


    　と右手を差し出す。


    　本の意志を説得し、静香たちと世界を救ったことで、どうやら彼女は真を仲間と認めてくれたようだ。そして、ひとたび相手を認めると、さばさばした彼女はこれまでの態度を改める。


    「あ、うん。気にしてないから」


    　真は出された右手を握った。


    「この裏切り者！」


    　白雪が悪あく態たいをつく。


    「なに、まだ菅すが原わらをイビリ出すって計画、続けるのか？」


    　静しず香かが白しら雪ゆきをにらむ。


    　白雪は肩をすくめた。


    「いいえ、私も彼を立派な司し書しよと認めざるをえませんわね。でも、これぐらいで、いい気にならないでほしいですわ。一番の新入りには違いないんですから」


    「はいはい。みんとはどうだ？　菅すが原わらを司書として認めるよな？」


    　みんとは答えた。


    「みんとも別に問題ないよ。もともと、みんとは真まことちゃんのこと、嫌いじゃないもん」


    「ま、真ちゃんはよしてくれよ」


    　真は言った。


    「じゃあ、マコちゃん？」


    「よけいだめ！　てか、俺の方が年上なんだから、ちゃん付けはやめろっての」


    「いいじゃん。司書としてはみんとの方が先輩なんだし。じゃあ、マーちゃんでどう？」


    「ダメったら、ダメ」


    　二人が言い合っている様子は、傍はたから見ると、まるで仲の良い姉妹がじゃれあっているようであった。


    　とにかくこれで三人が真を認めた。残るは、彩あやだけだ。その彩にも静香は尋ねた。


    「小こ平だいらは？」


    「菅原君が、本の意志を感じ取れる能力を持っているのは証明された」


    　彩は指摘した。


    「つまり、司書として認めるわけだ」


    　それには答えず、彩は白雪に言う。


    「さ、帰るわよ？　中なか富とみさん、お願い」


    　彩に促うながされ、白雪が図書館に戻るための呪じゆ文もんを唱となえた。


    　異い界かいと図書館を行き来する時の、あの空間に入る。


    　ここ何回かは、この空間ではなく、ぐにゃぐにゃの空間による移動だったので、なんだか懐なつかしい感じだ。


    　懐かしい、といえば、幼おさない頃に本の世界に入ったような気がするという、真のあの記憶については、まだわからないままだった。真には、本の声を聞く異界力があったわけだが、だとしたらその時に得た物なのだろうか？


    　過去にどんなことがあったのか、異界図書館で司書を続けていれば、それを思い出すこともあるのだろうか……。


    　そんなことを考えているうちに、五人は、これまた懐かしい気がする図書館へと戻ったのだった。


    　周囲を見回して、彩が言った。


    「よかった、すべて元に戻ってる」


    　和風になっていた壁や床ゆかも、消えていた本棚も元通りだ。


    「ああ、よかった。何もかも元通りだ……あ！」


    　真まことは、テーブルの上に、本が置いてあるのに気づいた。


    　言うまでもなく、あの、『燃もえよ剣けん』だ。


    　終わりの方のページが開いていたが、真が近づくと、誰も触れていないのに本のページがめくれて、ひとりでにパタンと閉じた。


    　真には、あの少年の声が聞こえた。


    （ありがとう。おかげで、最後まで読むことができたよ）


    「どういたしまして」


    　真が答える。


    「ん？　どうかしたのか？」


    　静しず香かが尋ねる。


    「何でもないよ。で、この本だけど、もう危険はない。もちろん、処分なんかしないよな？」


    　真はみんなに確認する。


    　彩あやがうなずいた。


    「私にとっても、大切な本よ」


    　もちろん、他の者も反対はしない。


    「図書館の適切な本棚に収めましょう」


    　そういって、本を手にとったのは、いつの間にか現れた図書館の意い志しだった。


    　前回見た時はボロボロだったが、今は元通りの姿に戻っている。


    「みんなご苦労様。おかげでこの図書館も、現げん世せも助かったわ」


    　改めて、五人にそう声をかける。


    「……あ、現世と言えば……」


    　静香が思い出したように、図書館の意志に尋ねる。


    「土ひじ方かた歳とし三ぞうに指摘されたんだけど、あたしたちの現世も、誰かが読んでる本の世界ってことはないよな？」


    　静香にはその話が気になっていたらしい。


    「さあ、どうかしらね。もしかしたら、今この瞬間も、私たちのことを誰かが読んでいるかもしれないわよ。あ、ほら、そこで読者さんが見てる」


    　図書館の意志はそう言って、あなたの方を指さした。


    　この本を今読んでいる、あなたの方を。


    「おどかすなよ。その方向には誰もいないだろ」


    　静香が言った。


    「もちろん、あなたは本の中の人間だから、本を読んでいる人の姿は見えないの。でもそうすると、その本を読んでいる人もまた、誰かが読んでる本の世界の人かもしれないわね。当然、その人も、自分の世界の本を読んでいる人は見えないわ」


    　図書館の意い志しはクスクス笑う。


    「ややこしいし、それじゃきりがねぇよ」


    　静しず香かは、図書館の意志の言葉を冗談と理解したようだ。


    「さて、菅すが原わら君もどうやら無事、みんなに認められたみたいだし、それじゃこれからもよろしくね」


    　図書館の意志はそれだけ言うと、本棚の死し角かくに消えた。


    　そちらを見ると、もうそこに彼女の姿はない。　


    「食くえない人だなぁ」


    　真まことは肩をすくめた。


    「あっ！」


    　不意に、彩あやが声を上げる。


    「どうしたんだ？　小こ平だいら？」


    　見ると、彩は図書館に戻った早々に、パソコンに向かっていた。


    「さっきの騒動の間に株かぶ価かが変動してる。これじゃ大おお損ぞんよ！」


    　彼女にしては、残念そうに天てん井じようを仰あおいでいる。


    　図書館の財政担当の彼女の守しゆ銭せん奴どぶりは、相変わらずのようだ。


    「やれやれ……命がけの大冒険の後あとだってのに、心配なのは金のことか」


    　真はため息をつく。


    　その時、ふと気になった。


    　先刻、静香、白しら雪ゆき、みんとの三人は、明確に真を司し書しよと認めてくれた。


    　が彩はその時、本の意志を感じ取れる能力を持っていることを改めて指摘しただけだ。それを静香は、真を認めたと受け取ったが。


    　司書として認めると、彩ははっきりと言ってくれたわけではないのだ。


    （小平のやつ、俺のこと、どう思ってるんだろ。ちゃんと認めてくれたんだろうか？）


    　そんな不安が真の頭をよぎる。


    「……なに？」


    　いつもの口調で、彩は真に尋ねる。


    「いや、その……」


    「用がないなら、話しかけないで」


    　彩はそう言うと、パソコンの操そう作さに熱中していた。


    　その態度に、真はますます不安になる。


    　本当は、彼女だけは、まだ真まことを一人前の司し書しよとは認めていないのではないか。


    　できれば全員に、ちゃんと司書と認めてほしかった。


    　そう考えている自分に、真は少し驚いた。


    　もう司書をやめたいとは思っていない。


    　今なら、はっきりと言える。


    　ここで司書を続けたい、と。

  


  
    

    　エピローグ


    



    　翌週月曜の放課後。


    「……はぁ、すっかり忘れてたよ」


    　机につっぷして落ち込んでいる様子の真に、木き野のが声をかける。


    「どうしたんだ？　何を忘れたって？」


    「弓ゆ削げ先生に出されてた、読書のレポートさ。このところいろいろあったもんで、すっかり忘れていて、結局やってなくて。さっき呼び出されてさ」


    　真は説明する。


    「そりゃご愁しゆう傷しよう様さま。で、どうなったんだ？」


    「明日あした、追つい試しだって。まあ、もともと提出しないと追試って話だったけどさ……。なにも明日ってことはないじゃないか」


    「ますますご愁傷様」


    「で、その追試の結果ももし悪かったら、放課後に居残り勉強させるって」


    「そりゃまた、大変だ。まあ、頑張れよ」


    「困ってる親友に、言うことはそれだけか？」


    　こんな時だけ親友扱いするのは、お互たがい様である。


    「他にどう言えっていうんだよ？」


    「ノートを見せてくれるとかさ」


    「俺、ちゃんとノート取ってないから。それでも現げん国こくは、そこそこの点はとれるもんだぜ」


    「俺はとれないんだよ。追試をなしにする、なんかいい手はないか？」


    「まあ、課題を忘れてたんだから、自じ業ごう自じ得とくだろ」


    　木き野のにしては珍しく言ってることが正論だ。正論だけに反論できない。


    「頑張ってくれ。じゃあな」


    　木野はそう言って、さっさと帰ってしまう。


    「薄はく情じよう者ものぉ！」


    　真まことが怒ど鳴なっていると。


    「……なさけない声を出さないの」


    　学校内のいつもの寡か黙もくなしゃべり方で、小こ平だいら彩あやが声をかけた。


    「あ、小平……」


    　彩は、一冊の大学ノートを真に差し出す。


    「……これ……？」


    「現国のノートよ。いらないの？」


    「お借りします！」


    　真は慌あわてて頭を下げ、ノートを開く。


    「そこじゃない。出題範囲から見て、問題が出るのはもっと後ろのページ」


    　彩に指摘され、真はノートをめくる。


    「この辺？」


    「そう。その辺を重点的に覚えなさい」


    「ありがとう！　本当に助かったよ！」


    　真が感謝すると、彩はそっぽを向く。


    「勘違いしないで。追試で及きゆう第だいしないと、放課後居残りなんでしょ？　司し書しよ活動に支し障しようが出たら困るの」


    「……え？」


    　ノートに集中していた真は思わず顔を上げ、彩の方を見る。


    「……それと」


    　彩は付け足した。


    「見習いではなくなったから、時給は七百五十円に上げておくわ」


    　その言葉に、嬉しさがこみ上げてきた。


    　これからも司書として頑張ろうという想いも。


    「追つい試し、頑張ってね」


    「あ、待って！」


    　教室を出ていく彩あやを、真まことは慌あわてて追いかけた。

  


  
    

    　あとがき


    



    　いらっしゃいませ、ようこそ。読者の方ですね。


    　ここはこの本、『ブック×マーク！』の異い界かいです。


    　本編をすでに読んでいれば、「異界」というのがどういうところか、もう、わかってますよね。


    　え？　あとがきから先に読んでいるのですか？


    　……。実を言うと、私もよくやります。


    　もしかしたら、書店で、この本を買おうかどうかと迷って、その判断材料として、このあとがきを読んでいるのかもしれませんね。大丈夫、ゆっくり判断してください。


    　本編のネタバレにならない程度に、最低限の説明をすると、この本で言うところの「異界」とは、本の世界のことです。


    　ああ、大丈夫、ややこしい専門用語が次々と出てきてそれを覚えないといけない、なんてことはありませんから。そういうのは極力避さけて、どうしても必要な用語はわかりやすい名前になっています。たとえば、異界に由来する特殊能力のことは「異い界かい力りよく」と言います。安あん直ちよくなのではなく、わかりやすさを重視したネーミングなんですよ。


    　本の中に異世界があって、主人公がそこで活躍する、というのは、わりとよくある話かもしれませんね。映画『ネバーエンディングストーリー』や、アニメにもなった少女マンガ『ふしぎ遊ゆう戯ぎ』などが有名なところでしょうか。


    　実はこの本の作者の桧ひ山やまも、『ふしぎ遊戯』のアニメ放送当時にはまったクチですよ。それで影響を受けて、こんな話をでっちあげ……いえ、[image: ]作したんです。


    　え？　おまえがその桧山じゃないのかって？


    　ああ、すみません。実は桧山は、あまり、あとがきに出たくないなどと申しておりまして、私は代理なんです。


    　すでに本編をお読みの方なら、図書館の意い志し、と言えばわかりますよね。


    　あとがきからお読みの方には、私がどんなキャラかはまだ秘密です。


    



    　さて、このお話には、司し馬ば遼りよう太た郎ろう先生の『燃もえよ剣けん』という本が出てきます。


    　もちろん、実在する小説です。


    　新しん撰せん組ぐみを描いた古典的な名作ですので、未読の方はご一読をお薦すすめします。


    　司馬先生のファンや、新撰組のファンの中には、桧山が本書で描えがいた土ひじ方かた歳とし三ぞうや新撰組は全然違う！　という方もいらっしゃるかもしれません。


    　一応、フォローしておきますと、本書に登場する土方歳三や新撰組は、異い界かいの土方、異界の新撰組なわけですので、史し実じつの土方や新撰組、あるいは司馬先生の描いた土方や新撰組とは一部異なります。ご了承ください。


    　それから、『ブック×マーク！』の今後の展開について。


    　桧山は二巻を構想中です。実際に二巻が出るのは、ちょっと遅くなるかもしれませんが、どうか見捨てずに、お待ちください。


    　それでですね。桧山は、読者のみなさまからのご意見ご要望があると書きやすいと申しておりまして。


    　もともと『ブック×マーク！』は、ゲームにも使える世界を念頭に置いて作られていますので、汎はん用よう性が高くなっています。


    　そこで、主人公たちに今度はこの本の異界に行ってほしい、とか、このキャラをもっと活躍させてほしい、とか、あるいは私、図書館の意志にこんな格好をしてほしい、などなど。ご意見ご要望をお待ちしております。


    　といったところで、このあとがきもそろそろおしまいです。


    　すでに本編をお読みの方はまた後日お会いしましょう。


    　あとがきからお読みの方は、本編をお楽しみください。

  


  
    桧山直樹


    Naoki Hiyama
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    栄養剤とかカフェイン剤とか入れてます。
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